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世界の街から

レバノン・ベイルート
～文化とアートの底力

ベイルートの町なみ　内戦
前は中東のパリといわれる
ほど華やかな街だった。

写真・文　杉田聖子 ◆ すぎたせいこ

ベイルート

レバノン

地中海

紅海

　

１
９
７
５
年
に
始
ま
っ
た
レ
バ
ノ

ン
の
内
戦
は
1
万
平
方
キ
ロ
（
岐
阜

県
サ
イ
ズ
）
の
小
さ
な
領
域
で
15
年

間
も
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
欧
米
や
近

隣
ア
ラ
ブ
諸
国
の
政
治
地
理
的
な
意

図
に
操
ら
れ
、
し
た
た
か
に
操
り
な

が
ら
、
レ
バ
ノ
ン
人
は
内
戦
を
生
き

抜
い
た
。
内
戦
後
は
、
そ
れ
な
り
の

復
興
を
遂
げ
て
き
た
が
、
２
０
１
９

年
世
界
銀
行
の
レ
ポ
ー
ト
に
「
19
世

紀
半
ば
以
来
三
本
指
に
入
る
深
刻
さ
」

と
揶
揄
さ
れ
る
近
年
の
経
済
金
融
危

機
に
は
、
祖
国
を
不
死
鳥
と
自
負
す

る
レ
バ
ノ
ン
人
も
さ
す
が
に
疲
労
困

憊
の
色
を
隠
せ
な
い
。
そ
れ
で
も
レ

バ
ノ
ン
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
信
じ
る



理
由
の
一
つ
に
彼
ら
の
文
化
度
の
高
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

レ
バ
ノ
ン
の
首
都
で
あ
り
、
世
界
中
で
も
最
も
古
い
都
市

の
一
つ
と
さ
れ
る
ベ
イ
ル
ー
ト
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
、
東

地
中
海
の
交
易
の
中
心
地
で
あ
り
続
け
た
。内
戦
前
は
金
融
、

観
光
、
娯
楽
で
潤
い
、
ア
ラ
ブ
世
界
の
知
的
活
動
の
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
、
中
東
の
パ
リ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
華
や
か

な
街
だ
っ
た
。
18
も
の
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
共
存
す
る

こ
の
国
の
多
元
性
は
、
た
か
が
20
平
方
キ
ロ
（
東
京
都
港
区

サ
イ
ズ
）
の
ベ
イ
ル
ー
ト
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

１
８
６
６
年
に
設
立
さ
れ
た
名
門
ベ
イ
ル
ー
ト
・
ア
メ
リ

カ
ン
大
学
は
、
ア
ラ
ブ
地
域
で
も
無
二
の
学
問
の
自
由
を
誇

り
、
宗
派
を
問
わ
ず
、
ア
ラ
ブ
世
界
の
政
治
家
や
研
究
者
、

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
、文
化
人
の
数
多
く
を
輩
出
し
て
き
た
。

そ
の
有
力
な
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
世
界
１
２
０
か

国
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
20
年

間
、
レ
バ
ノ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
委
任
統
治
領
で
あ
っ
た
た
め
、

今
日
で
も
政
治
、
経
済
、
文
化
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
フ
ラ

ン
ス
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
。そ
の
た
め
英
語
は
も
と
よ
り
、

仏
語
が
母
国
語
の
ア
ラ
ビ
ア
語
以
上
に
上
手
な
レ
バ
ノ
ン
人

は
多
い
。
１
９
３
３
年
に
創
立
さ
れ
た
ア
ン
ト
ワ
ン
書
店
は

中
心
街
の
ハ
ム
ラ
通
り
に
店
を
構
え
る
老
舗
だ
が
、
そ
ん
な

多
言
語
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
刊
書
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
質
は
高
く
、
三
か
国
語
を
操
る
レ
バ
ノ
ン
人
の
文
化
度
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
え
よ
う
。

　

現
在
ソ
デ
コ
広
場
か
ら
ベ
イ
ル
ー
ト
国
立
博
物
館
を
結
ぶ

ダ
マ
ス
カ
ス
街
道
の
始
め
は
、
内
戦
当
時
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

ダマスカス街道　内戦時はグリーンラインといわれ、
イスラム教徒とキリスト教徒が住む地区の境界になっ
ていた。

アントワン書店　ベイルートのハムラ通りに店を構え
る老舗書店。多言語な商品を揃える。

ベイルート・アメリカン大学　1866年に設立され、
アラブ世界の政治家や研究者、ビジネスリーダー、文
化人の多くを輩出している。



と
い
わ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
住
む
西
ベ
イ
ル
ー
ト
と
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
住
む
東
ベ
イ
ル
ー
ト
を
分
断
し
て
い
た
。

　

そ
の
街
道
沿
い
に
は
、
内
戦
の
記
憶
を
平
和
の
礎
と
す
る

文
化
セ
ン
タ
ー
「
ベ
イ
ル
ー
ト
の
家
」
が
あ
る
。
そ
の
外
壁

に
も
ス
ナ
イ
パ
ー
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
た
銃
弾
の
跡
が
生
々
し

く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
、
イ

エ
ズ
ス
会
系
の
サ
ン
ジ
ョ
セ
フ
大
学
の
ビ
ル
が
並
ぶ
並
木
の

き
れ
い
な
住
宅
地
に
は
、
若
手
画
家
兼
活
動
家
ヤ
ザ
ン
・
ハ

ラ
ワ
ー
ニ
ー
の
作
品
を
二
点
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
１
９

９
０
年
に
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
「
西
ベ
イ
ル
ー
ト
」
で
は
内
戦

中
の
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
こ
え
た
高
校
生
の
切
な
い
友
情

を
描
い
た
。
そ
の
青
春
も
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を

描
い
た
壁
画
が
あ
る
。
今
で
も
自
由
な
市
民
結
婚
は
制
度
と

し
て
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
宗
教
を
こ
え
た
愛
の
成
就
は
難

し
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
８
ｍ
の
高
さ
の
鋼
で
で
き
た
「
記
憶
の

木
」
だ
。
薄
茶
色
の
葉
は
ア
ラ
ビ
ア
語
文
字
が
連
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
１
９
１
５
年
か
ら
１
９
１
８
年
に
お
き
た
飢

饉
で
の
２
万
人
に
も
上
る
犠
牲
者
を
偲
ぶ
詩
を
再
現
し
て
い

る
。
な
か
で
も
有
名
な
作
家
ハ
リ
ル
・
ジ
ブ
ラ
ー
ン
の
鎮
魂

歌
「D

ead Are M
y People

」
は
、
２
０
２
０
年
８
月
の
ベ

イ
ル
ー
ト
港
大
爆
発
事
故
で
多
く
を
失
っ
た
ベ
イ
ル
ー
ト
市

民
の
心
に
響
く
。

　

こ
の
大
惨
事
か
ら
４
カ
月
後
、
今
だ
瓦
礫
が
山
積
す
る
ア

シ
ュ
ラ
フ
ィ
ー
エ
地
区
の
ア
ウ
デ
イ
美
術
館
で
は
「
傷
つ
い

た
ア
ー
ト
」
と
題
す
る
展
示
会
が
行
わ
れ
た
。
以
前
よ
り
日

本
の「
金
接
ぎ
」の
精
神
に
共
感
し
て
い
た
地
元
銀
行
の
オ
ー

文化センター「ベイルートの家」　外壁には銃弾の跡
が残り、内戦の記憶を刻む。

「記憶の木」　レバノン飢饉で亡くなった犠牲者を追悼
する記念碑。高さが8mある。

映画「西ベイルート」のシーンを描いた壁画　映画は
宗教をこえた高校生の友情がテーマとなっている。



ナ
ー
が
音
頭
を
と
り
、破
損
し
た
ア
ー
ト
を
金
で
は
な
く
光
で
「
接

い
だ
」。
惨
事
を
題
材
に
し
た
ア
ー
ト
、
修
復
さ
れ
生
ま
れ
変
わ
っ

た
ア
ー
ト
を
通
じ
て
、
市
民
が
傷
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
前
に
進
ま

ん
と
す
る
セ
ラ
ピ
ー
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
ジ
ャ
マ
イ
ゼ
地
区
に
位
置
す
る

ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
も
復
興
へ
の
熱
い
思
い
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
元
金
融
マ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
が
祖
父
か
ら
受
け
継
い
だ
４
階
建

て
の
石
造
り
の
古
い
家
を
、
高
級
ブ
テ
イ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
改
築
し

た
。
国
内
外
の
ア
ー
テ
イ
ス
ト
を
迎
え
、
作
品
を
作
り
出
し
、
共

有
す
る
場
を
提
供
し
て
い
る
。
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
中
庭
に
は

ア
ー
テ
イ
ス
ト
や
泊
り
客
で
な
く
て
も
利
用
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
り
、
若
手
ジ
ャ
ズ
歌
手
の
デ
イ
ナ
ー
シ
ョ
ー
は
早
く
か
ら
予

約
一
杯
に
な
る
。
週
末
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
良
質
の
ラ
ン
チ
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
、
ま
る
で
田
舎
の
別
荘
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
充
し

て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
昨
今
の
大
不
況
の
中
、
記
録
的
に
潤
っ
て
い
る
ビ
ジ

ネ
ス
は
ア
ー
ト
だ
。
銀
行
や
不
動
産
よ
り
も
確
か
な
投
資
と
し
て
、

国
内
有
数
の
ア
ー
テ
イ
ス
ト
の
作
品
は
一
気
に
価
値
を
上
げ
た
。

市
内
に
は
、
雨
後
の
筍
の
ご
と
く
、
新
し
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
何
軒

も
店
を
構
え
た
。

　

刑
事
責
任
、
政
治
責
任
、
遺
族
へ
の
ま
た
被
災
家
屋
へ
の
補
償

等
、
痛
ま
し
い
事
故
は
何
も
解
決
し
て
い
な
い
。
そ
の
港
の
真
向

か
い
に
、
東
京
大
学
で
建
築
を
学
ん
だ
彫
刻
家
の
ナ
デ
イ
ム
・
カ

ラ
ム
が
、
小
さ
な
花
を
差
し
出
す
人
を
表
し
た
鋼
の
像
を
作
っ
た
。

瓦
礫
か
ら
材
料
を
、
世
界
中
の
レ
バ
ノ
ン
人
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
か

き
集
め
た
こ
の
作
品
に
は
、
き
っ
と
甦
る
と
い
う
希
望
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

ベイルートの町中にできたアートギャラリー　不況が
つづく中でも、アートビジネスは堅調にのびている。

ナデイム・カラムの像「Gesture」　
写真中央に見える鋼の塊が、その作
品。小さな花を差し出す人を表して
いるという。

古い家を改築したアートホテル　国内外のアーテイス
トを迎えて作品を共有する場となっている。



渡里湧水群を活かす会
茨城県水戸市渡里町

　

茨
城
県
水
戸
市
の
中
心
街
か
ら
車

で
15
分
ほ
ど
の
住
宅
街
に
隣
接
し
て

湧
水
が
豊
か
な
谷
地
が
あ
る
。
こ
の

湧
水
は
古
く
か
ら
生
活
・
農
業
用
水

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
昔
は
子

ど
も
た
ち
が
ど
じ
ょ
う
捕
り
、
ト
ン

ボ
と
り
を
し
て
遊
ん
だ
場
所
で
も
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
湧
水
が
あ
ま
り
利

用
さ
れ
な
く
な
る
に
つ
れ
て
藪
が
生

い
茂
り
、
立
ち
入
る
の
も
難
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
付
近
の
住
民
た
ち
が
昔
の

谷
地
の
自
然
を
取
り
戻
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
２
０
１
４
年
６
月
に

「
渡
里
湧
水
群
を
活
か
す
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。

　

同
会
は
、
こ
こ
が
水
戸
市
民
の
憩

い
の
場
と
な
り
、
さ
ら
に
は
地
域
づ

く
り
に
繋
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
目

標
に
活
動
を
続
け
、
今
年
で
９
年
目

を
迎
え
て
い
る
。
２
０
２
１
年
10
月

に
は
、
公
益
財
団
法
人
都
市
緑
化
機

構
の
「
緑
の
都
市
賞
」（
特
別
協
賛
・

第
一
生
命
財
団
）
の
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
。

　

連
載
「
緑
と
暮
ら
す
」
の
第
一
回

と
し
て
、
こ
の
緑
地
を
取
り
上
げ
る
。

渡里湧水群渡里湧水群（水戸市渡里町）　（水戸市渡里町）　
耕作放棄された田んぼを利用し耕作放棄された田んぼを利用し
た親水池。谷地に沿って遊歩道た親水池。谷地に沿って遊歩道
を付けた。（2022年5月撮影）を付けた。（2022年5月撮影）

【新連載】

緑と暮らす



親水池付近　池の土留めには伐採した竹を利用している。また、遊歩道には竹を砕いたチップを敷き詰めてクッ
ション性を高め、歩きやすくしている。右上が遊歩道に敷かれている竹チップ。

ホタルの水辺　専門家の指導を受けてホタルの幼虫が住める流れを整備した。初夏には飛び交うホタルの火が見
られる。ホタル以外にも、湧水群の水辺では、沢ガニやサンショウウオの卵（写真右上）、オニヤンマ（写真右下）
などの生き物が見られる。



会の活動拠点付近　毎月第2日曜日と第4水曜日を「湧水の日」と定めて活動を続けている。日曜日は参加者が
30〜50人と多く集まり、なかには茨城大学のボランティアチームも参加している。主な活動内容は、設立当初
から続く竹林の伐採や雑草の除去のほか、水辺空間や遊歩道の整備・管理などがある。活動面積は約5haで、谷
地に沿って付けた遊歩道の全長は750mある。

渡里湧水群にある7つの湧水ポイン
ト　湧水から親水池やホタル池など
へ水を引き込んでいる。その湧水の
名前は、「延々と途絶えることなく
湧き出していることへの感謝」「語
り継がれてきた場所の愛称」「湧水
の特徴」などを反映して、会で命名
した。
①出水（ですい）
②坂下の泉
③サンパチ山の湧水
④古道の泉
⑤滝
⑥光の泉
⑦一盛長者の湧水

❶

❹

❻

❸❷

❺

❼



遊歩道の整備　人が足を踏み入れられないほど生い
茂った竹を伐採している。

池の土留めの設置　伐採した竹を切り、池の土留めと
して利用してる。

活動後の反省会　参加者全員で焼き芋や豚汁を食べながら意見交換などを賑やかに行っている。



2022/No.

169
一般財団法人 第一生命財団

●世界の街から
レバノン・ベイルート〜文化とアートの底力  杉田聖子— ————————— 1

●緑と暮らす
渡里湧水群を活かす会  ——————————————————————————————— 5

●巻頭エッセー
日本の医療保険制度に感謝  石井クンツ昌子— —————————————————— 10

●特集

農と食と地域を育てる——————————————————————  13

《座談会》

大学の農学系学部の新しい動き— ————————————— 14

  出席者／熊谷武久・深山陽子・藤野正也
  司会／生源寺眞一

●一般記事

性差解析に注目するジェンダード・イノベーション   石井クンツ昌子— —  74

イランの新型コロナウイルス感染症パンデミック下に
おける献血の減少   細谷幸子—————————————————————————————  80

●連載
ボランティア	 ボランティアという連帯、連帯から生まれる変化
　　　　　　　　──ブラジルの事例  田村梨花— ———————————————— 86
	

助成施設訪問	 ひだまりの保育園（横浜市鶴見区）————————————— 90
	

若者の風景	 地域の課題に取り組み、実践的に学ぶ  中川実南— —— 93
	

ブックレビュー	 — —————————————————————————————————  97



10

◆◆
巻
頭
エ
ッ
セ
ー

日
本
の
医
療
保
険
制
度
に
感
謝

石
井
ク
ン
ツ
昌
子

い
し
い　

く
ん
つ　

ま
さ
こ
／
お
茶
の
水
女
子
大
学
理
事
・
副
学
長
／
一
般
財
団
法
人
第
一
生
命
財
団
評
議
員
／
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
編
集
委
員

　

７
月
２
日
、
講
演
の
た
め
に
岡
山
県
へ
向
か
う
新
幹
線
の
車
中
で
、
突
然
、
携
帯
の
テ
レ
ビ
電
話
が
鳴
っ
た
。
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
住
む
娘
が
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
り「
無
事
産
ま
れ
た
」と
言
う
。彼
女
は
妊
娠
後
期
の
高
血
圧
症
で
、

入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
そ
の
日
も
血
圧
が
高
く
な
り
様
子
を
み
る
と
い
う
こ
と
で
入
院
し
て
い
た
。
出
産

予
定
日
が
８
月
17
日
だ
っ
た
の
で
、
約
７
週
間
も
早
く
、
そ
れ
も
入
院
し
た
当
日
に
出
産
と
な
っ
た
こ
と
に
ま
ず
驚

い
た
が
、
産
ま
れ
た
子
が
１
３
０
０
グ
ラ
ム
の
低
体
重
児
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
驚
く
と
同
時
に
心
配
を
し
た
。
そ
れ

か
ら
１
ヶ
月
、
色
々
な
チ
ュ
ー
ブ
に
つ
な
が
れ
た
初
孫
は
新
生
児
集
中
治
療
室
で
少
し
ず
つ
成
長
し
て
、
無
事
退
院

し
た
と
き
に
は
体
重
が
２
５
９
０
グ
ラ
ム
と
出
生
時
よ
り
ほ
ぼ
2
倍
に
な
っ
て
い
て
、
今
度
は
子
ど
も
の
成
長
力
に

感
動
し
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
触
れ
た
い
の
は
孫
が
い
か
に
可
愛
い
か
で
は
な
く
、
お
粗
末
な
ア
メ
リ
カ
の
医
療
保
険
制
度
に
つ

い
て
で
あ
る
。
私
は
ア
メ
リ
カ
生
活
が
約
30
年
と
長
く
、
出
産
も
子
育
て
も
ア
メ
リ
カ
で
経
験
し
た
。
自
身
は
昔
の
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こ
と
は
あ
ま
り
思
い
出
せ
な
い
年
齢
に
な
っ
て
き
た
が
、
子
育
て
中
に
経
験
し
た
医
療
や
保
険
に
ま
つ
わ
る
フ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
な
ぜ
か
よ
く
覚
え
て
い
る
。
乳
幼
児
健
診
を
予
約
し
よ
う
と
す
る
度
に
ほ
と
ん
ど
１
日
中
病
院
に

電
話
を
か
け
続
け
て
よ
う
や
く
予
約
が
取
れ
た
こ
と
、
子
ど
も
が
高
熱
を
出
し
て
も
ア
ポ
が
取
れ
な
け
れ
ば
医
師
に

診
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
、交
通
事
故
で
軽
傷
を
負
い
１
キ
ロ
も
離
れ
て
い
な
い
病
院
へ
救
急
搬
送
さ
れ
た
と
き
、

私
と
娘
で
合
計
１
４
０
０
ド
ル
の
請
求
書
が
届
い
た
こ
と
、
小
学
生
の
娘
が
体
操
を
習
っ
て
い
て
指
の
爪
が
剥
が
れ

て
し
ま
い
す
ぐ
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
連
れ
て
行
っ
た
が
待
合
室
で
８
時
間
も
待
た
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
ア
メ
リ
カ

の
医
療
や
保
険
に
関
す
る
ホ
ラ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
的
な
経
験
が
多
く
あ
る
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
は
30
年
以
上
前
の
話
で
あ
る
し
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
２
０
１
４
年
に
施
行
さ
れ
た
「
オ
バ
マ
ケ

ア
」
と
呼
ば
れ
る
「
医
療
費
負
担
適
正
化
法
」
で
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療

保
険
制
度
は
か
な
り
改
善
し
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
孫
の
誕
生
で
そ
れ
は
勘
違
い
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

　

日
本
に
は
国
民
皆
保
険
制
度
が
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
オ
バ
マ
ケ
ア
」
の
よ
う
な
公
的
医
療
保
険
制
度
は
、

高
齢
者
、障
が
い
者
、低
所
得
者
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
公
的
医
療
保
険
と
し
て
メ
デ
ィ

ケ
ア
と
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
が
あ
り
、
前
者
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
が
対
象
で
、
後
者
は
一
定
条
件
を

満
た
す
低
所
得
者
が
対
象
で
あ
り
州
に
よ
っ
て
も
保
険
プ
ラ
ン
が
違
う
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
多
く
の
ア

メ
リ
カ
人
は
民
間
会
社
が
提
供
す
る
医
療
保
険
に
加
入
す
る
が
、
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
約
８
％
が
未
加
入
と
全
員
が

入
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
保
険
料
金
も
保
険
会
社
に
よ
っ
て
か
な
り
違
う
。
高
額
な
保
険
料

が
払
え
ず
無
保
険
者
が
増
え
て
お
り
、
ま
た
、
医
療
費
の
未
払
い
が
原
因
の
自
己
破
産
が
ア
メ
リ
カ
の
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
産
ま
れ
た
孫
の
話
に
戻
る
が
、
公
的
あ
る
い
は
民
間
の
医
療
保
険
で
も
ま
ず
は
親
の
経
済
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状
況
な
ど
を
含
む
色
々
な
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
い
と
保
険
に
加
入
で
き
な
い
。
ま
た
、
保
険
加
入
の
手
続
き
に
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
る
。
孫
が
集
中
治
療
室
を
退
院
す
る
際
に
、
低
体
重
児
の
た
め
に
、
１
週
間
後
に
小
児
科
を
受
診
す

る
よ
う
に
言
わ
れ
た
が
、
医
療
保
険
に
加
入
す
る
の
に
退
院
し
て
か
ら
１
ヶ
月
半
も
か
か
っ
た
た
め
に
ど
こ
の
小
児

科
で
も
健
診
の
予
約
さ
え
入
れ
て
く
れ
な
い
。
自
費
で
医
療
費
を
支
払
う
か
ら
診
て
く
れ
と
言
っ
て
も
予
約
は
取
れ

な
い
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
医
療
に
は
自
分
で
主
治
医
を
選
べ
る
制
度
が
あ
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
主
治
医
は

「F
am

ily physician

」
と
呼
ば
れ
る
内
科
の
医
師
な
の
で
、
例
え
ば
皮
膚
科
、
眼
科
、
外
科
の
専
門
医
を
受
診
し
た

い
と
し
て
も
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
内
科
医
か
ら
専
門
医
を
紹
介
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
自

分
で
す
ぐ
予
約
で
き
な
い
し
、
受
診
ま
で
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
か
な
り
複
雑
で
自
己
負
担
額
が
多
い
ア
メ
リ
カ
の
医
療
保
険
制
度
と
比
較
す
る
と
日
本
の
国
民
皆

保
険
制
度
の
方
が
優
れ
て
い
る
の
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
８
月
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
滞
在
し
て
、
帰
国
後
に
耳

の
調
子
が
よ
く
な
く
て
耳
鼻
科
を
受
診
し
た
が
、
他
の
医
師
の
紹
介
な
し
に
近
所
の
耳
鼻
科
専
門
医
に
診
て
も
ら
え

る
こ
と
は
よ
く
考
え
る
と
す
ご
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
人
の
多
く
は
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
学
び
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
運
動
に
精
を
出
し
て
い
る
が
、
あ
る
意
味

こ
の
よ
う
な
病
気
予
防
を
し
な
が
ら
健
康
に
生
き
て
い
か
な
い
と
医
療
的
に
サ
バ
イ
ブ
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
国
だ

か
ら
で
あ
る
。
日
本
で
は
保
険
証
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
誰
で
も
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
我
々
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、ア
メ
リ
カ
と
比
較
す
る
と
か
な
り
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
の
医
療
保
険
制
度
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
家
族
が
ア
メ
リ
カ
に
住
む
私
に
と
っ
て
は
複

雑
な
気
持
ち
も
あ
る
。
と
に
か
く
孫
が
健
康
に
育
つ
よ
う
に
祈
る
毎
日
が
続
く
。
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農と食と
地域を育てる

特集特集
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出
席
者
（
敬
称
略
・
発
言
順
）
肩
書
き
は
座
談
会
開
催
時
の
も
の

熊
谷
武
久

─
く
ま
が
い
・
た
け
ひ
さ
／
福
島
大
学 

食
品
科
学
コ
ー
ス
（
食
品
加
工
学
）
教
授

深
山
陽
子

─
み
や
ま
・
よ
う
こ
／
福
島
大
学 

農
業
生
産
学
コ
ー
ス
（
蔬
菜
・
花
き
園
芸
学
）
准
教
授

藤
野
正
也

─
ふ
じ
の
・
ま
さ
や
／
福
島
大
学 

生
産
環
境
学
コ
ー
ス
（
森
林
利
用
学
）
准
教
授

司
会生

源
寺
眞
一
─
し
ょ
う
げ
ん
じ
・
し
ん
い
ち
／
福
島
大
学
農
業
経
営
学
コ
ー
ス
（
農
業
政
策
学
）
教
授
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　  『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
編
集
委
員

特
集

農
と
食
と
地
域
を
育
て
る

大
学
の
農
学
系
学
部
の
新
し
い
動
き

座
談
会

福
島
大
学
農
学
群
食
農
学
類
の
活
動
に
見
る

　

近
年
、「
農
」
ま
た
「
食
」
が
、
有
機
農
業
、S

D
G

s

、
食
育
と
食
品
の
健
康
志
向
、
農
村
の
暮
ら
し
へ
の
関
心

な
ど
の
面
で
新
し
い
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
お
よ
そ
４
年
前
に
農
学
系
学
部
を
新
設
し
た
福
島
大
学
も
、
従
来
の
農

学
部
で
は
な
く
農
学
群
食
農
学
類
と
称
し
、
幅
広
い
教
育
・
研
究
内
容
を
も
つ
。
そ
れ
は
２
０
１
１
年
の
福
島
原
発

事
故
後
の
風
評
被
害
に
苦
し
む
福
島
県
内
の
農
業
団
体
や
県
、
市
町
村
な
ど
か
ら
の
要
請
に
応
え
て
新
設
さ
れ
た
学

部
で
も
あ
っ
た
。
学
生
の
教
育
面
で
も
地
域
の
農
業
者
と
の
交
流
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
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地
域
の
要
請
に
応
え
た
福
島
大
学
食
農
学
類
の
開
設

　
生
源
寺
（
司
会
）　
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
は
全
国
の
自
治
体
等
に
送
ら
れ
て
い
る
刊
行
物
で
す
。
そ
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
で
福

島
大
学
食
農
学
類
の
開
設
の
経
緯
や
、
開
設
後
の
動
き
に
つ
い
て
特
集
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
特
定
の
学
類
の
設
置
に
つ
い
て
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
や
や
異
例
の
形
で
す
が
、
最
近
、
福
島
大

学
に
限
ら
ず
、
農
学
系
の
学
部
を
つ
く
る
動
き
が
か
な
り
活
発
に
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
あ
ち
こ
ち
で

農
学
系
の
学
部
が
で
き
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
で
福
島
大
学
食
農
学
類
は
、
地
域
社
会
か
ら
の
非
常

に
強
い
要
請
を
受
け
て
開
設
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
要
請
の
背
景
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
の
復
興
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
は
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
起
き
ま
し
た
。
そ
の
２
年
後
く
ら
い
か
ら
「
福
島
大
学

に
農
学
系
の
学
部
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
県
内
か
ら
の
声
が
届
き
始
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

農
業
団
体
や
農
業
関
係
の
組
織
、
県
議
会
、
さ
ら
に
は
福
島
市
と
い
っ
た
自
治
体
な
ど
か
ら
も
声
が
上
が
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

東
北
６
県
は
農
業
県
で
あ
り
、
林
業
県
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
各
県
の
国
立
や
県
立
の
大
学
に
農
学
系

の
学
部
が
あ
る
の
で
す
が
、
福
島
県
は
例
外
で
し
た
。
福
島
県
は
農
学
系
学
部
の
空
白
地
帯
だ
っ
た
の
で
、

も
と
も
と
農
学
部
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
な
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
震
災
と
原
発
事
故
を

き
っ
か
け
に
非
常
に
強
い
声
と
な
っ
た
の
で
す
。
２
０
１
４
年
か
ら
福
島
大
学
内
で
具
体
的
な
検
討
を
始
め

右
か
ら
藤
野
正
也
、
熊
谷
武
久
、

深
山
陽
子
、生
源
寺
眞
一
の
各
氏
。
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て
、
２
０
１
５
年
か
ら
は
設
置
に
向
け
た
準
備
を
本
格
的
に
進
め
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

福
島
大
学
食
農
学
類
は
、
国
立
の
農
学
系
の
学
部
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
一
番
小
さ
い
グ
ル
ー
プ
だ
と
思

い
ま
す
。
学
生
定
員
が
1
学
年
１
０
０
人
、専
任
教
員
が
38
人
の
小
さ
な
学
部
で
す
。
だ
か
ら
と
申
し
ま
し
ょ

う
か
、
小
さ
い
な
り
に
特
徴
の
あ
る
教
育
と
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
教
職
員
の
共
通
の
願
い

な
の
で
す
。
食
農
学
類
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
の
ち
ほ
ど
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
議
論
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

学
生
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、
２
０
１
９
年
４
月
に
食
農
学
類
が
開
設
さ
れ
て
、
す
で
に
４
期
生
ま
で
入

学
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
の
入
学
生
が
来
年
、
２
０
２
３
年
３
月
に
卒
業
し
て
社
会
に
巣
立
っ

て
い
く
と
い
う
状
況
で
す
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
学
生
の
男
女
が
ほ
ぼ
同
数
で
す
。
こ
れ
ま
で
４
回
の
入
試
の
う
ち
２
回
の
合
格
者
は

男
女
が
完
全
に
同
数
で
し
た
。
今
年
４
月
の
入
学
試
験
で
は
53
人
対
53
人
で
し
た
。
こ
れ
は
一
つ
の
特
徴
と

言
っ
て
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
意
識
的
に
入
試
の
採
点
を
操
作
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
的
に
そ

う
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

学
生
に
つ
い
て
は
も
う
一
つ
、
県
外
の
高
校
の
出
身
者
が
６
割
以
上
で
す
。
県
内
か
ら
非
常
に
強
い
要
請

が
あ
っ
て
誕
生
し
た
農
学
系
の
学
部
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
県
内
か
ら
は
３
割
台
と
い
う
状
況
で
、
こ
れ
は

当
初
の
想
定
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
と
こ
ろ
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
北
関
東
、
東
北
を
中

心
に
県
内
外
の
広
い
範
囲
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

教
員
は
、
38
人
の
う
ち
５
人
は
学
内
で
の
異
動
で
食
農
学
類
に
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
り
の
多
く
は
公

募
を
基
本
と
し
て
、
全
国
か
ら
手
を
あ
げ
て
い
た
だ
い
て
の
選
考
の
結
果
、
着
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
員
の
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出
身
大
学
は
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
の
広
範
囲
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
歴
に
も
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
大
学
で
教
育
・
研
究
に
従
事
さ
れ
て
い
な
い
タ
イ
プ
の
教
員
の
割
合
が
比
較
的

多
い
の
も
、食
農
学
類
の
特
徴
で
す
。今
日
の
座
談
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
お
三
方
が
ま
さ
に
そ
う
い
っ

た
広
が
り
の
あ
る
教
員
で
す
。

　

教
員
に
つ
い
て
も
う
一
つ
申
し
ま
す
と
、
女
性
の
教
員
が
38
人
中
５
人
と
い
う
状
況
で
す
。
学
生
が
男
女

半
々
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
も
、
女
性
教
員
の
人
数
と
割
合
を
増
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
か
な
と
い

う
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
ほ
ん
と
う
に
雑ざ
っ

駁ぱ
く

で
す
け
れ
ど
も
、
食
農
学
類
の
開
設
の
背
景
と
、
学
生
・
教
員
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

司会　生源寺眞一  氏
福島大学食農学類農業経営学コース（農
業政策学）教授。『コミュニティ』編集委員。
1951年愛知県生まれ。東京大学農学部
を卒業後、農林水産省農業試験場研究員、
東京大学教授、名古屋大学教授などを経
て、2017年より福島大学教授。これま
でに東京大学農学部長、日本農業経済学
会会長、食料・農業・農村政策審議会会
長などを務める。
近年の著書に『日本農業の真実』（ちくま
新書）、『農業と人間』（岩波現代全書）、『農
業がわかると、社会のしくみが見えてく
る』（家の光協会）などがある。
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福島大学農学群食農学類「教育の特色」（公式サイトより）
本学類は、「実践性」「学際性」「国際性」「貢献性」の４つの学類共通のディプロマ・

ポリシーを掲げています。ここではこれらのディプロマ・ポリシーと教育の特色

について記しています。

1）実践性を重んじる教育
本学類の教育では、各科目の専

門性を十分に高いレベルで確保

すると同時に、その内容が農林

業・食品産業・地域社会の具体

的な課題と結びついている点に

ついて、学習の初期段階から伝

えることにする。この点を考慮

し、農場などでの実習（科目名

は「農場基礎実習Ⅰ・Ⅱ」）を 1

年次の前期・後期に配置する。

これは植物や動物や生産環境に

直接触れる機会を早期に提供することで、実践的な農学への高い意欲の醸成と持続

を図ることをねらいとしている。さらに、県内の農林業や食品産業の現場をフィー

ルドとして、農学実践型教育（科目名は「食農実践演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」）を 2 年次後

期と 3 年次配置する。課題に向き合う農学本来の教育理念を具現化するカリキュ

ラムとなる。

2）学際性を重んじる教育
本学類には生産環境・農林業・食品産業・消費者の連鎖であるフードチェーンに

対応するかたちで履修コースが設けられる。また、履修コース自体も多彩な専門

分野から構成されており、具体的な課題に取り組むに際して、専門分野は相互に

意識的かつ緊密に連携する必要がある。フードチェーンの連鎖総体の成果の向上

には、異なる専門領域による高レベルのチームワークが決定的に重要だからであ

る。この点を考慮して、1 年次からの「農学リテラシー」の科目群には学際性を重

視したオムニバス講義や初学者にも理解しやすい入門的・概論的な講義を配置し

【ディプロマ・ポリシー】
　各大学、学部・学科などの教育理念に基づいて、どの
ような力を身に付けた学生に卒業を認定し、学位を授与
するのかを定める基本的な方針で、学生の学修成果の目
標となる。
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ている。また、前述の農学実践型教育では、1 班につき 15 名程度の受講生と 4 名

程度の担当教員はいずれも履修コース横断型で構成する。この点も学際的な理解

力と発信力の涵養に配慮したことによる。なお、本学類の専任教員は原則として

全員が農学実践型教育を分担する。

3）国際性を重んじる教育
農学の最新の科学的知見はグローバルに共有されている。履修コース別の専門科

目では最新の知見を丁寧に解説するとともに、国際経験豊かな教員の講義や演習

を中心に、農林業や食品産業の国や地域による特質を具体的に伝授する。加えて、

グローバルな問題意識の涵養のためには、地域の個性的な食品や伝統的な慣習の

背後にある国境を越えた普遍的な要素を学ぶことも大切である。専門分野を例示

すれば、自然科学の領域では地域の名品を支える発酵・醸造学があり、社会科学

の領域では各国に共通する共有資源管理のロジックを学ぶ農林資源経済論がある。

さらに、本学類の教育研究は直接・間接に震災・原発事故からの復興の取組とつ

ながっている。復興の歩みが国境を越えて語り継がれる挑戦であることも、地域

の具体的な課題を素材とする教育研究を通じて、本学ならではの国際感覚として

学生と教職員に共有されることになる。

4）貢献性を重んじる教育
震災・原発事故からの復興の歩みの中から、あるいは技術・経営の革新的要素の

普及の中から、各地で農林業・食品産業・地域社会の新たな潮流が生まれている。

復興の歩みのもとで、本学類の教育研究による息の長い貢献が自然科学・社会科

学の両面から求められている。震災とりわけ放射能汚染の問題については、多く

の科目が関連する知見を伝授することになるが、早期の段階で復興に向けた俯瞰

的な講義も配置する（科目名は「震災農村復興論」）。さらに本学類には、産業と

社会の新たな潮流の先導者もしくは後押し役としても多くの期待が寄せられてい

る。この点をカリキュラム編成に反映したのが、すでに紹介した履修コース横断

型の農学実践型教育であり、課題の特定・分析から解決策の提案に至る現場との

緊密な交流のもとで、地域の産業や社会への貢献意識を高める学びの機会を提供

する。本学類開設当初は、市町村・農林業関係団体・関連企業等との連携により、

7 か所程度のフィールドを対象とする。
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川
上
か
ら
川
下
ま
で
４
つ
の
専
門
コ
ー
ス

　

生
源
寺　
福
島
大
学
食
農
学
類
の
専
門
コ
ー
ス
は
、
食
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
川
上
か
ら
川
中
、
川
下
と
い

う
形
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
上
は
生
産
環
境
学
コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス
で
は
森
林
科
学
、
農
業
用
水
、
農
業
用
の
機
械
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

川
中
は
農
業
生
産
学
コ
ー
ス
で
す
。
伝
統
的
な
農
学
分
野
の
コ
ア
の
部
分
と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
栽
培
、
育
種
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
な
品
目
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

熊谷武久  氏
福島大学食農学類食品科学コース（食品
加工学）教授。
1964年新潟県生まれ。新潟大学農学部
卒。同大農学研究科修了。1989年大手
食品会社に入社し、研究開発部門に従事。
2019年より福島大学教授。専門は食品
微生物学、食品加工学、食品機能学。
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さ
ら
に
川
下
に
は
食
品
科
学
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。農
産
物
や
キ
ノ
コ
な
ど
の
林
産
物
を
食
品
に
加
工
し
、

そ
れ
ら
を
販
売
す
る
こ
と
も
含
め
て
学
び
ま
す
。
じ
つ
は
こ
の
分
野
の
教
員
の
割
合
が
全
体
の
４
分
の
１
以

上
で
す
。
こ
れ
も
食
農
学
類
の
一
つ
の
特
徴
と
言
っ
て
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
私
が
属
し
て
い
る
農
業
経
営
学
コ
ー
ス
で
す
。

　

経
営
学
と
言
う
と
「
あ
あ
、
川
中
の
農
業
経
営
だ
ね
」
と
い
う
感
覚
で
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
分
野
の
先
生
も
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
食
の
流
れ
を
つ
な
ぐ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
流
通
、
あ

る
い
は
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
論
と
い
っ
た
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
先
生
が
比
較
的
多
い
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
川
上
、
川
中
、
川
下
、
そ
し
て
食
の
流
れ
の
全
体
を
つ
な
ぐ
専
門
コ
ー
ス
の
構
成
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。

　

で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
、
自
己
紹
介
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
専
門
コ
ー
ス
と
福
島
大
学
で
の

教
育
・
研
究
の
特
徴
的
な
こ
と
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　

最
初
に
、
一
番
川
下
に
あ
た
る
食
品
科
学
コ
ー
ス
を
担
当
さ
れ
て
い
る
熊
谷
先
生
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

熊
谷　
私
は
30
年
間
、
日
本
で
せ
ん
べ
い
を
一
番
多
く
作
っ
て
い
る
民
間
の
会
社
で
研
究
開
発
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
私
の
教
育
領
域
は
食
品
の
加
工
で
す
け
れ
ど
も
、
専
門
は
植
物
由
来
の
乳
酸
菌
の
研
究
で
す
。

民
間
に
い
た
の
で
、
研
究
だ
け
で
は
な
く
商
品
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

業
務
用
の
乳
酸
菌
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
に
私
の
研
究
し
た
乳
酸
菌
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の

業
務
と
し
て
は
乳
酸
菌
の
研
究
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
生
産
を
し
て
、
損
益
計
算
を
し
て
、
業
務
用

と
し
て
研
究
者
に
売
り
に
行
く
、
ア
ピ
ー
ル
し
に
行
く
。
研
究
を
ビ
ジ
ネ
ス
へ
持
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
を
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や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
す
か
ら
、
研
究
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
人
よ
り
は
研
究
分
野
の
最
先
端
は
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
具
現
化
す
る
と
こ
ろ
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。
ち
ょ
っ
と
手
前
み
そ
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
源
寺　
つ
ぎ
に
食
の
流
れ
の
川
中
に
な
り
ま
す
農
業
生
産
学
コ
ー
ス
か
ら
、
深
山
先
生
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

深
山　
農
業
生
産
学
コ
ー
ス
で
蔬そ

菜さ
い

・
花
き
園
芸
学
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
深
山
と
申
し
ま
す
。

蔬
菜
・
花
き
は
、
た
ぶ
ん
、
一
般
に
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
言
葉
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
蔬
菜
は
野

菜
の
こ
と
で
、
花
き
は
花
の
こ
と
で
す
。

深山陽子  氏
福島大学食農学類農業生産学コース（蔬
菜・花き園芸学）准教授、附属農場長。
1968年静岡県生まれ。千葉大学園芸学
部園芸学科卒業、同大学修士課程修了後、
神奈川入庁。病害虫防除所で4年間植防
関係業務に携わった後、試験研究機関で
ある農業技術センターに配属され、主に
野菜・花き栽培や農作業に関する研究を
20年間行った。その後、政策局政策部総
合政策課科学技術グループに異動。福島
大学には学類開設１年前の2018年に着
任。専門は施設園芸。
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園
芸
学
に
は
蔬
菜
・
花
き
、
そ
れ
と
果
樹
が
あ
り
ま
す
。「
囲
ん
だ
と
こ
ろ
で
育
て
る
」
と
い
う
の
が
も

と
も
と
の
意
味
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、「
限
ら
れ
た
土
地
で
収
益
性
の
高
い
も
の
を
つ
く
る
」
と
い
う
の
が

園
芸
学
の
特
徴
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
食
農
学
類
を
開
設
す
る
１
年
前
か
ら
福
島
大
学
に
来
て
お
り
ま
し
て
、
農
場
の
準
備
、
学
類
の
授
業

が
始
ま
る
前
の
準
備
か
ら
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
研
究
は
栽
培
が
メ
イ
ン
で
す
。
野
菜
や
花
は
栽
培
技
術
を
高
め
る
こ
と
が
収
益
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
逆
に
栽
培
技
術
が
確
立
し
て
い
な
い
と
収
益
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

ま
ず
栽
培
技
術
を
確
立
さ
せ
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

と
く
に
最
近
は
、
異
常
気
象
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
昨
日
ま
で
涼
し
か
っ
た
の
に
、
今
日
は
急
激
に
暑

く
な
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
非
常
に
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
気
象
を
「
極
端
気
象
」
と
呼
ん
だ
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
野
菜
な
ど
の
作
物

が
対
応
で
き
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
生
理
障
害
を
起
こ
す
頻
度
が
す
ご
く
上
が
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
現
場

で
も
生
理
障
害
の
発
生
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
、
ま
だ
対
応
技
術
も
な
く
、
か
な
り
収
益
を
落
と
し
て
い
る

事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
今
年
の
ト
マ
ト
で
言
い
ま
す
と
、
夏
の
急
な
気
温
上
昇
で
花
が
落
ち
て
し
ま
い
、
実
が
つ
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
か
な
り
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
11
月
初
旬
の
値
段
が
一
番
い

い
時
期
に
出
荷
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
い
う
基
礎
的
な
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
千
葉
大
学
園
芸
学
部
を
出
て
い
る
ん
で
す
が
、恩
師
の
さ
ら
に
恩
師
の
方
で
、90
歳
代
ま
で
元
気
だ
っ
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た
三
原
義
秋
と
い
う
先
生
が
い
ま
し
た
。
そ
の
先
生
が
常
々
弟
子
た
ち
に
言
っ
て
い
た
教
え
に
、「
研
究
課

題
は
農
家
の
庭
先
で
見
つ
け
な
さ
い
。
そ
の
研
究
の
成
果
は
世
界
に
発
信
し
な
さ
い
。
そ
し
て
世
界
の
研
究

者
に
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
研
究
を
し
て
、
農
家
か
ら
は
感
謝
さ
れ
る
よ
う
な
研
究
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
三
原
先
生
の
弟
子
で
あ
る
恩
師
か
ら
私
は
聞
い
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、弟
子
の
弟
子
と
し
て
、

そ
の
言
葉
を
意
識
し
な
が
ら
日
々
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
ま
私
も
そ
の
言
葉
を
同
じ
よ
う
に
学
生
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
昔
と
違
っ
て
、
い
ま
の
農
業
は
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
複
雑
化
し
て
い
ま
し
て
、
農
家
の
庭
先
か
ら

課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
も
す
ご
く
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
昔
み
た
い
に
食
糧
増
産
、
品
質
向
上
と
い

藤野正也  氏
福島大学食農学類生産環境学コース（森
林利用学）准教授。
京都府出身。京都大学大学院農学研究科
博士課程修了。博士（農学）。民間コンサ
ルティング会社、京都大学農学研究科特
定研究員、山梨県富士山科学研究所研究
員を経て2020年4月に福島大学へ着任。
専門は森林利用学、林業経済学。

【
三
原
義
秋
（
１
９
１
５
〜
２
０
１
３
）】

　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
教
授
、
同
附
属

農
場
長
を
経
て
１
９
８
０
年
に
定
年
退

職
。
故
郷
の
鹿
児
島
で
「
千
年
の
森
」

事
業
を
開
始
。
著
書
に
『
農
業
気
象 

』

『
九
十
歳
、
山
守
の
遺
言
―
森
の
健
康

と
人
の
健
康
』
な
ど
が
あ
る
。
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う
だ
け
で
は
な
い
。
あ
る
農
家
さ
ん
は
こ
う
言
っ
て
い
る
、
別
の
農
家
さ
ん
は
こ
う
言
っ
て
い
る
と
い
う
よ

う
に
ニ
ー
ズ
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
力
が
必
要
に
な
る
ん
だ

よ
、
と
授
業
や
実
習
の
と
き
に
学
生
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
そ
れ
で
は
、
食
の
流
れ
の
川
上
に
あ
た
る
環
境
、
資
源
と
い
っ
た
領
域
で
、
と
く
に
森
林
科
学

を
専
門
と
さ
れ
て
い
る
藤
野
先
生
、
自
己
紹
介
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

藤
野　
生
産
環
境
学
コ
ー
ス
の
藤
野
で
す
が
、
経
歴
は
か
な
り
や
や
こ
し
い
で
す
。

　

出
身
は
京
都
大
学
で
、
大
学
院
は
生
物
資
源
経
済
学
専
攻
で
す
。
福
島
大
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
農
業
経
営

学
コ
ー
ス
に
い
ま
し
た
。

　

私
の
専
門
は
林
業
の
経
済
学
で
す
。
京
都
大
学
大
学
院
は
博
士
課
程
ま
で
い
き
ま
し
た
。

　

私
の
師
匠
は
、
研
究
室
の
先
輩
に
あ
た
る
の
で
す
が
、
統
計
学
を
専
門
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
師
匠
は
、

最
初
の
就
職
先
が
我
が
国
唯
一
の
畜
産
系
大
学
で
あ
る
帯
広
畜
産
大
学
で
、
そ
の
次
が
我
が
国
唯
一
の
園
芸

学
部
で
あ
る
千
葉
大
学
園
芸
学
部
で
し
た
。
そ
の
た
め
、「
取
り
扱
う
対
象
が
違
っ
て
も
デ
ー
タ
に
な
っ
て

し
ま
え
ば
統
計
学
の
世
界
に
な
る
の
で
、
そ
う
い
う
万
能
ツ
ー
ル
を
身
に
つ
け
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
統
計
学

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、「
藤
野
君
の
す
ば
ら
し
い
博
士
論
文
が
出
来
上
が
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
が

そ
の
先
生
の
指
導
方
針
で
し
た
。
先
生
も
定
年
退
職
す
る
し
、
博
士
論
文
が
出
来
上
が
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
年

限
が
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
仕
方
な
く
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

ど
う
し
よ
う
か
な
と
考
え
た
と
こ
ろ
、
流
通
で
言
う
と
一
番
川
上
側
（
生
産
側
）
の
研
究
を
し
て
い
た
の

で
、
川
中
、
川
下
と
い
う
流
れ
が
あ
る
な
か
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
下
流
の
こ
と
も
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
だ
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ろ
う
と
思
い
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
は
、い
ま
で
言
う
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
扱
っ
て
い
る
会
社
で
仕
事
内
容
は
大
変
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。

た
だ
、
ブ
ラ
ッ
ク
な
会
社
で
し
た
。
入
社
し
て
２
年
ぐ
ら
い
経
っ
た
頃
、
自
分
が
学
生
時
代
に
研
究
し
て
い

た
テ
ー
マ
が
国
の
政
策
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
私
が
調
査
し
て
い
た
森
林
組
合
が
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
ん
で
す
。
私
の
成
果
で
は
な
い
の
で
す
が
。

　

い
つ
か
は
林
業
界
へ
戻
っ
て
こ
よ
う
と
思
っ
て
は
い
た
ん
で
す
が
、
こ
の
テ
ー
マ
が
全
国
的
に
政
策
と
し

て
広
ま
っ
て
い
く
な
ら
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
て
、
林
業
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

林
業
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
と
言
っ
て
も
、
社
長
さ
ん
一
人
だ
け
の
個
人
事
務
所
な
の
で
、
私

自
身
も
ほ
ぼ
個
人
営
業
的
な
感
じ
で
し
た
。
そ
こ
も
３
年
ぐ
ら
い
で
独
立
し
て
、
そ
こ
か
ら
先
は
ず
っ
と
個

人
経
営
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ま
な
お
私
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
で
す
。

と
言
っ
て
も
、
林
業
の
人
材
を
育
成
す
る
研
修
会
の
先
生
と
い
う
の
が
、
い
ま
の
メ
イ
ン
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
研
究
す
る
の
も
大
好
き
な
ん
で
、
働
き
な
が
ら
博
士
号
を
取
り
、
研
究
も
民
間
に
い
る
間
に
も
行

い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
感
じ
で
研
究
を
続
け
て
い
た
ん
で
す
が
、
も
う
少
し
研
究
を
や
り
た
い
な
と
い
う
思
い
と
、
先

ほ
ど
お
話
し
し
た
林
業
の
人
材
を
育
成
す
る
研
修
会
の
仕
事
が
減
っ
て
き
た
と
い
う
の
も
あ
っ
て
、
博
士
号

を
取
っ
た
と
き
の
先
生
の
と
こ
ろ
へ
相
談
に
行
き
、
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
京
都
大
学
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
次
に
山
梨
県
に
あ
る
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
と
い
う
県
の
試
験
場
で
ポ
ス
ド
ク
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
福
島
大
学
の
募
集
が
あ
っ
て
、
応
募
し
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
次
第
で
す
。

【
ポ
ス
ド
ク
】

　
「
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
」
の
略
。
博
士

号
を
取
得
し
た
の
ち
、
大
学
や
研
究
機

関
な
ど
で
研
究
活
動
を
す
る
ス
タ
ッ

フ
。「
博
士
研
究
員
」
と
も
言
う
。
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コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
研
究
で
、
い
ま
で
言
う
と
二
刀
流
み
た
い
な
も
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

森
林
の
話
は
ま
だ
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
だ
い
た
い
自
己
紹
介
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。

　

生
源
寺　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
三
方
と
も
、
食
に
せ
よ
木
材
に
せ
よ
、
そ
の
流
れ
の

川
上
か
ら
川
中
、
川
下
、
最
後
の
消
費
の
段
階
ま
で
視
野
に
入
れ
た
仕
事
を
さ
れ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

食
農
学
類
で
学
ぶ
学
生
た
ち
の
特
徴

　

生
源
寺　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
食
農
学
類
の
教
員
は
公
募
を
基
本
と
し
て
、
全
国
か
ら

手
を
あ
げ
て
い
た
だ
い
て
、
私
が
言
う
の
も
ち
ょ
っ
と
変
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
フ
ェ
ア
な
選
考
を
し
た
つ

も
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
か
な
り
異
な
る
キ
ャ
リ
ア
を
持
ち
な
が
ら
福
島
大
学
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
と
く
に
学
生
の
意
欲
と
か
学
生
と
接
し
て
み
て
の
印
象
を
中
心
に
、
感
じ
て
お
ら
れ
る
福
島
大

学
の
特
徴
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
は
大
学
で
教
育
を
行
う
お
立
場

で
は
な
か
っ
た
の
で
、
ご
自
身
の
学
生
時
代
の
こ
と
を
思
い
返
し
た
り
し
て
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

熊
谷　
最
初
に
着
任
し
た
時
か
ら
学
生
が
私
に
よ
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
な
と
、
そ
ん
な
感
じ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

藤
野　
熊
谷
先
生
は
人
気
で
す
か
ら
。

　

熊
谷　
い
え
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
。
私
は
食
品
科
学
コ
ー
ス
な
の
で
農
場
が
メ
イ
ン
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
、
農
場
実
習
を
手
伝
い
に
行
っ
て
も
、
非
常
に
気
軽
に
い
ろ
い
ろ
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
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り
し
て
、学
生
と
教
員
の
垣
根
が
わ
り
と
低
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。
昔
の
教
授
様
と
か
、そ
う
い
っ

た
雰
囲
気
じ
ゃ
な
く
て
…
…
、
す
ご
い
親
し
げ
に
接
し
て
く
れ
る
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

深
山　
そ
れ
は
私
も
学
生
か
ら
聞
き
ま
す
ね
。
ほ
か
の
学
類
の
学
生
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
て
、「
あ
っ
、
じ
ゃ

あ
、
そ
れ
先
生
に
聞
い
と
く
」
と
か
言
う
と
、「
え
ー
っ
」
と
言
わ
れ
る
っ
て
。
ほ
か
の
学
類
の
学
生
は
、

先
生
た
ち
と
そ
ん
な
に
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
な
い
と
言
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

　

熊
谷　
そ
れ
っ
て
食
農
学
類
の
先
生
の
特
徴
な
の
か
な
。　
　

　

藤
野　
そ
う
思
い
ま
す
よ
。
い
わ
ゆ
る
教
授
様
み
た
い
な
感
じ
の
偉
そ
う
な
人
は
い
な
い
で
す
よ
（
笑
）。

　

熊
谷　
自
分
が
受
け
持
っ
て
い
る
基
盤
教
育
の
１
年
目
の
教
科
で
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
多
糖
の
結
合
様
式

を
か
ら
だ
で
表
す
た
め
に
、
食
農
学
類
の
学
生
を
登
壇
さ
せ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、「
先

生
は
、す
ご
い
垣
根
低
い
で
す
ね
」み
た
い
な
感
じ
で
言
わ
れ
て
、「
そ
う
か
な
」っ
て
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
は
ふ
つ
う
に
や
っ
て
い
る
だ
け
な
ん
だ
け
ど
。
学
生
か
ら
来
て
く
れ
る
と
、
す
ご
い
接
点
が
近
い
な
と
い

う
感
じ
が
し
ま
す
。

　

深
山　
そ
れ
に
食
農
学
類
の
学
生
は
と
て
も
意
欲
的
で
す
ね
。

　

も
と
も
と
新
し
く
開
設
さ
れ
た
学
部
へ
入
ろ
う
と
い
う
意
欲
が
あ
る
学
生
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
、
農
林
サ
ー
ク
ル
福フ
ー

桃タ
オ

と
か
、
食
農C

afé

サ
ー
ク
ル
と
か
を
つ
く
っ
て
自
分
た
ち
で
活
動
し
た
り
、
な

か
な
か
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

　

生
源
寺　
農
林
サ
ー
ク
ル
福
桃
は
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
に
ス
タ
ー
ト
で
す
か
ら
、
も
う
初
年
度
に
で

き
て
い
ま
す
ね
。

　

深
山　
自
分
た
ち
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
地
域
の
農
家
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
手
伝
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食農Caféサークル　2020 年、食農学類に所属する学
生によって結成され、学類研究棟 1 階スペースなどを活
用して、さまざまなイベント企画を実施している。写真
上は、福島県大玉村にある「あだたらの里」という直売
所で販売するお弁当づくりをするサークル員。左の写真
は、そのイベントのポスター。

農林サークル・福桃（フータオ）　福島大学初の農学系サークルとして 2019 年 9 月に発足。おもに大学
や福島県内での農林業、地域貢献活動などを行なっている。
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い
に
行
っ
て
、
田
植
え
を
何
回
も
や
っ
た
り
、
果
樹
の
作
業
を
一
通
り
や
る
こ
と
が
で
き
た
と
喜
ん
で
い
た

り
し
て
ま
す
ね
。「
農
家
さ
ん
が
つ
く
っ
た
花
に
病
気
が
出
た
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
」
と
、
私
の

と
こ
ろ
に
相
談
に
来
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

　

熊
谷　
私
も
学
生
か
ら
「
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
売
り
た
い
ん
だ
け
ど
」
と
い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。「
福

島
大
学
は
加
工
食
品
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
受
け
る
組
織
が
な
い
の
で
販
売
者

に
な
る
に
は
難
し
く
な
い
？
」
と
話
し
ま
し
た
。
冗
談
半
分
で
、「
生
源
寺
先
生
が
長
と
し
て
ク
レ
ー
ム
と

る
わ
け
に
い
か
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
り
（
笑
）。
案
と
し
て
一
括
表
示
の
ほ
か
に
開
発
者
で
記
載
は

可
能
と
思
う
け
ど
と
言
い
ま
し
た
。「
農
産
物
の
加
工
面
で
も
何
か
や
ろ
う
。
じ
ゃ
あ
民
間
の
食
品
会
社
出

身
の
先
生
が
い
る
か
ら
聞
い
て
み
よ
う
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
物
事
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
い
う
非
常
に
前
向

き
な
姿
勢
を
感
じ
ま
す
。

　

生
源
寺　
じ
つ
は
２
０
２
０
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
と
く
に
い
ま
の
３
年
生
は
、
大
学
に
も
来

ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
、
ほ
ん
と
う
に
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
お
話
に
あ
っ
た
農
林
サ
ー

ク
ル
、
食
農C

afé

サ
ー
ク
ル
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
サ
ー
ク
ル
が
で
き
て
い
る
。
既
存
の
サ
ー
ク
ル
に
加

入
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
自
分
た
ち
で
新
し
い
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
ね
。
こ
こ
が
ち
ょ
っ
と
、
ほ
か
の
学
類
、
あ
る
い
は
ほ
か
の
大
学
と
は
違
う
か
な
と
い
う
印
象
を

私
も
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
サ
ー
ク
ル
活
動
が
で
き
な
い
の
が
大
学
の
実
態
だ
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
福
島
大

学
で
も
間
違
い
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
食
農
学
類
の
場
合
に
は
、
自
分
た
ち
で
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
、

先
生
方
も
け
っ
こ
う
支
え
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
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就
職
活
動
に
も
生
か
さ
れ
る
経
験

　

生
源
寺　
と
こ
ろ
で
、
就
職
活
動
は
ど
う
で
す
か
。
と
く
に
４
年
生
は
最
後
の
段
階
に
き
て
い
ま
す
が
、

こ
の
問
題
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

熊
谷　
私
は
民
間
企
業
で
働
い
て
い
た
時
に
管
理
職
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
新
卒
採
用
の
面
接
を
担
当
し

て
い
た
経
験
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
私
が
民
間
出
身
だ
と
学
生
は
わ
か
っ
て
い
て
、
コ
ー
ス
を
問
わ
ず
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
見
て
く
れ
と
や
っ
て
く
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
勤
め

て
い
た
会
社
の
こ
と
を
言
う
わ
け
で
は
な
く
て
、
経
験
に
基
づ
く
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
は
、
自
己
Ｐ
Ｒ
と
か
、
い
わ
ゆ
る
ガ
ク
チ
カ
（
学
生
時
代
に
力
を
入
れ
た
こ
と
）

が
柱
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
な
る
と
、
自
主
的
に
や
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
活
動
だ
っ
た
り
、

実
践
教
育
だ
っ
た
り
で
、
つ
ま
り
時
間
を
か
け
て
力
を
入
れ
た
と
こ
ろ
は
ガ
ク
チ
カ
に
書
き
や
す
い
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
の
も
食
農
学
類
の
い
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
自

体
は
食
農
学
類
自
体
の
活
動
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
き
く
見
て
食
農
学
類
と
し
て
実
践
性
に
近
い

と
こ
ろ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
深
山
先
生
も
神
奈
川
県
で
農
業
技
術
面
で
の
職
員
を
長
年
経
験
さ
れ
て
、
最
後
は
行
政
全
体
を

眺
め
わ
た
す
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
お
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
の
就
職
活
動
に
お
い
て
も
か
な
り
ア
ド
バ
イ
ス

を
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

　

深
山　
そ
う
で
す
ね
。
先
ほ
ど
自
己
紹
介
の
と
き
に
申
し
上
げ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
私
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は
福
島
大
学
へ
来
る
前
は
自
治
体
の
職
員
だ
っ
た
ん
で
す
。
神
奈
川
県
で
25
年
間
働
い
て
い
ま
し
て
、
そ
の

25
年
の
う
ち
20
年
は
試
験
研
究
機
関
に
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
１
年
は
、
県
庁
の
政
策
局
総
合
政
策
課
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
科
学
技
術
政
策
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
農
学
部
を
卒
業
し
た
学
生
が
県
庁
へ
新
人
で
入
っ
て
き
た
と
き
の
新
人
教
育
を
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

農
家
を
指
導
す
る
立
場
で
入
っ
て
く
る
の
に
、「
農
家
と
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
新
人

が
ほ
と
ん
ど
な
ん
で
す
。

「
農
場
実
習
も
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
」「
土
に
も
さ
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」と
い
う
人
も
い
ま
す
。

農
家
に
連
れ
て
行
っ
て
も
な
か
な
か
し
ゃ
べ
れ
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
農
家
を
指
導
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
な
か
に
は
経
験
が
あ
る
人
も
い
ま
す
が
、
こ
こ
10
年

く
ら
い
は
、
そ
う
い
う
人
は
本
当
に
少
数
で
す
ね
。

　

食
農
学
類
に
も
自
治
体
職
員
に
な
り
た
い
と
い
う
学
生
が
け
っ
こ
う
な
人
数
い
ま
す
。
か
れ
ら
が
相
談
に

来
た
と
き
に
は
、「
あ
な
た
た
ち
は
農
場
実
習
や
実
践
教
育
で
農
家
の
方
々
や
地
域
の
方
々
と
し
ゃ
べ
っ
た

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
サ
ー
ク
ル
と
か
で
も
、
い
ろ
い
ろ
相
談
し
な
が
ら
活
動
し
た
こ
と
あ
る
よ
ね
、
そ

う
い
う
経
験
を
も
っ
て
採
用
試
験
を
受
け
る
人
は
少
数
だ
か
ら
、
そ
れ
を
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
ん
で
す
。

　

そ
の
経
験
を
食
農
学
類
の
学
生
は
あ
た
り
ま
え
の
事
だ
と
思
っ
て
い
て
、
自
分
た
ち
の
特
徴
だ
と
思
っ
て

い
な
い
ん
で
す
ね
。

　

熊
谷　
そ
う
で
す
ね
。

　

深
山　
私
は
学
生
に
は
、「
食
農
学
類
の
学
生
は
、
農
家
と
相
談
し
な
が
ら
こ
ん
な
活
動
を
し
た
と
い
う

【
県
試
験
研
究
】

　
地
域
に
密
着
し
た
産
業
の
振
興
、
県

民
の
生
活
や
健
康
、
福
祉
、
環
境
な
ど

の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
研
究
開
発

や
、
研
究
の
成
果
を
活
用
し
た
技
術
指

導
、
技
術
移
転
な
ど
を
行
う
機
関
。



33　特集＝農と食と地域を育てる

こ
と
を
自
治
体
の
面
接
で
伝
え
た
ほ
う
が
い
い
よ
。
そ
れ
は
す
ご
い
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
だ
か
ら
、
福
島
大

学
の
特
徴
だ
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
伝
え
な
さ
い
」「
そ
れ
で
あ
な
た
が
何
を
し
た
か
を
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
よ
う

に
し
ゃ
べ
り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
谷　
企
業
で
は
、
い
ま
、
３
年
離
職
率
が
ど
う
と
言
わ
れ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
最
初
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
食
農
学
類
で
土
に
さ
わ
る
よ
う
な
経
験
を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
文
面
と
か

口
頭
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
採
用
す
る
側
も
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
ま
ず
一
歩
目
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
安

心
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
う
い
う
経
験
が
あ
る
の
は
、
就
職
先
側
と
い
う
か
、
受
け
手
側
の
ほ
う
に

も
ア
ピ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

深
山　
そ
う
で
す
ね
。

　

生
源
寺　
食
農
学
類
は
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
、
人
材
養
成
の
方
針
と
し
て
、「
実
践
性
」
を
最
初
の

柱
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。「
実
践
性
」
と
い
う
の
は
、
言
葉
で
伝
え
て
も
何
の
役
に
も
立
た
な
い
と
い

う
こ
と
。
ま
さ
に
「
土
と
接
す
る
」、
あ
る
い
は
「
実
際
の
課
題
と
接
す
る
」
と
い
う
点
で
は
、
そ
れ
な
り

の
特
徴
の
あ
る
教
育
を
ス
タ
ー
ト
し
た
か
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
い
ま
す
。

入
学
当
初
か
ら
農
場
基
礎
実
習

　

生
源
寺　
つ
ぎ
に
、
食
農
学
類
の
特
色
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
「
農
場
基
礎
実
習
」

に
つ
い
て
話
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
場
基
礎
実
習
で
、
学
生
た
ち
は
ま
だ
初
心
者
と
し
て
で
す
け
れ
ど
、
実
際
に
森
林
の
問
題
に
取
り
組
ん

【
３
年
離
職
率
】

　
２
０
２
０
年
度
に
お
け
る
入
社
３
年

以
内
の
離
職
者
の
離
職
率
は
、
大
学
卒

は
31・２
％
、
短
大
卒
は
41・４
％
、
高

校
卒
は
36
・
９
％
、
中
学
校
卒
は
55
・

０
％
。（
厚
生
労
働
省
報
告
よ
り
）
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で
も
ら
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
食
品
の
加
工
と
い
っ
た
分
野
に
も
触
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

何
よ
り
も
、
１
年
生
の
最
初
の
学
期
か
ら
田
畑
で
農
場
実
習
を
す
る
。
し
か
も
前
期
・
後
期
の
１
年
間
で

す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
は
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
じ
つ
は
あ
た
り
ま

え
で
は
な
い
で
す
ね
。
ふ
つ
う
は
２
年
生
、
場
合
に
よ
る
と
３
年
生
か
ら
始
め
る
大
学
も
あ
り
ま
す
。
な
か

に
は
ほ
と
ん
ど
田
畑
で
の
実
習
の
経
験
な
く
卒
業
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
に
、
学
生
と
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、
学
生
と
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
も
農
場
基
礎
実
習
が
提
供
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
多
く
の
大
学
で
は
、
１
年
生
の
最
初
の
学
期

は
、
い
わ
ば
昔
の
教
養
部
と
い
う
感
じ
で
、
大
教
室
で
大
人
数
で
聞
い
て
い
る
座
学
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、１
年
生
の
最
初
は
も
の
す
ご
く
意
欲
が
高
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
の
意
欲
を
生
か
す
こ
と
な
く
、

だ
ん
だ
ん
し
ぼ
ん
で
い
く
ケ
ー
ス
を
わ
れ
わ
れ
も
よ
く
承
知
し
て
い
る
の
で
、
１
年
生
の
最
初
の
学
期
か
ら

農
場
実
習
を
行
う
の
は
悪
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
場
基
礎
実
習
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
方
の
印
象
な
ど
を
、
課
題
も
含
め
て
、
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
農
場
長
の
深
山
先
生
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

深
山　
学
生
に
と
っ
て
農
場
実
習
は
入
学
し
て
最
初
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
し
か
も
１
年
間
や
り
続
け
る

の
で
、
か
な
り
印
象
に
残
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
。
１
年
生
の
最
後
に
実
習
の
感
想
を
書
か
せ
る
と
、
い
ま

生
源
寺
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
学
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
み
た
い
で

す
ね
。

　

食
農
学
類
の
農
場
基
礎
実
習
は
、
実
際
に
作
物
を
育
て
た
り
、
畑
で
作
業
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
最
後
は
食
品
と
か
経
営
の
分
野
の
実
習
と
し
て
、
農
場
で
作
っ
た
野
菜
な
ど
の
農
作
物
の
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ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
た
て
て
食
品
を
分
析
し
た
り
、自
分
で
食
べ
た
印
象
を
書
か
せ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
。

「
数
値
で
見
た
結
果
と
実
際
に
食
べ
た
印
象
に
は
ず
れ
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
や
、「
そ
の
時
に
い
ろ
い
ろ
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
の
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」「
ほ
か
の
人
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
が
す
ご
く

勉
強
に
な
っ
て
、
意
見
を
聞
く
の
は
す
ご
い
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
学
生
は
書
い
て
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
学
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

農
場
実
習
は
近
隣
の
農
家
さ
ん
に
も
の
す
ご
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
農
家
か

ら
鍬く
わ

の
使
い
方
と
か
、
稲
刈
り
を
し
た
時
の
は
ぜ
か
け
の
仕
方
を
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
農
学
部
生
は
、
全

国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、
う
ち
の
特
徴
だ
と
思
う
ん
で
す
。
１
年
生
は

18
歳
、
19
歳
で
、
み
ん
な
鍬
を
扱
う
の
が
初
め
て
で
、
最
初
は
う
ま
く
使
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
練
習
を

し
て
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
う
れ
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
学
生
時
代
の
授
業
の
な
か
で
も
、
そ
う
い
う
体
験

は
か
な
り
印
象
に
残
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
育
て
方
に
よ
っ
て
味
も
収
益
も
変
わ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、
植
え
方
に
よ
っ
て
稲
の
収
穫

量
が
変
わ
っ
た
り
す
る
の
を
実
体
験
と
し
て
目
で
見
て
知
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
実
際
に
観
察
し
た

こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
な
学
際
性
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
実
習
が
な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
い
ま
の
３
年
生
に
は
悪
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
３

年
生
で
も
わ
ず
か
な
機
会
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、
教
員
み
ん
な
で
何
と
か
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
進
め
ら
れ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

【
は
ぜ
か
け
】

　
束
ね
た
稲
を
棒
な
ど
に
架
け
て
約
２

週
間
、
天
日
と
自
然
風
に
よ
っ
て
乾
燥

さ
せ
る
こ
と
。
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基
礎
実
習
で
知
る
自
然
の
楽
し
さ

　

生
源
寺　
藤
野
先
生
の
森
林
の
関
係
は
、農
業
に
比
べ
て
タ
イ
ム
ス
パ
ン
が
長
い
領
域
で
す
ね
。そ
う
い
っ

た
な
か
で
、
実
習
で
学
生
が
森
林
に
触
れ
る
取
り
組
み
も
や
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

藤
野　
農
場
基
礎
実
習
で
は
、
学
生
に
「
と
り
あ
え
ず
木
の
名
前
を
覚
え
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
す
。

　

木
の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
は
、
ほ
か
に
何
の
話
も
で
き
ま
せ
ん
。
幸
い
食
農
学
類
に
は
、
金
子
信

博
先
生
と
い
う
歩
く
樹
木
図
鑑
の
よ
う
な
方
が
い
ま
す
。

　

農
学
部
で
は
、
ど
う
し
て
も
田
や
畑
な
ど
の
圃ほ

場じ
ょ
うの
な
か
の
世
界
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
生
産
環
境
学
コ
ー
ス
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
の
コ
ー
ス
が
扱
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の

場
所
な
ん
で
す
ね
。
面
積
的
に
言
う
と
、
そ
れ
以
外
の
ほ
う
が
多
い
わ
け
で
す
。

　

こ
の
コ
ー
ス
の
基
礎
実
習
で
行
っ
て
い
る
な
か
で
一
番
お
も
し
ろ
い
の
は
、
大
学
構
内
に
あ
る
信
陵
公
園

を
歩
く
こ
と
。
信
陵
公
園
は
、
ち
ょ
っ
と
こ
ん
も
り
と
し
た
、
山
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
斜
面
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
こ
を
歩
く
だ
け
で
、「
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
」
と
大
騒
ぎ
に
な
る
ん
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
や
ぶ
が
深
い
と

こ
ろ
へ
、「
じ
ゃ
あ
行
き
ま
し
ょ
う
か
」
な
ん
て
言
う
と
、
さ
ら
に
「
キ
ャ
ー
」
っ
と
な
っ
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
来
た
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
大
興
奮
に
な
る
。

　

農
場
は
ま
っ
平
で
作
物
だ
け
に
触
れ
る
と
い
う
の
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
森
林
や
そ
の
周
辺

の
環
境
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
も
文
字
ど
お
り
体
験
と
い
う
か
触
れ
る
。
田
舎
に
行
っ
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た
ら
、
ク
モ
の
巣
に
ひ
っ
か
か
る
と
か
、
そ
ん
な
の
あ
た
り
ま

え
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
学
生
っ
て
意
外
と
そ
う
い
う
体
験
に
反

応
す
る
ん
だ
な
と
い
う
の
が
感
想
で
す
。

　

生
源
寺　
そ
れ
が
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
て
、
２
年
生
後
半
に
な

る
と
専
門
コ
ー
ス
に
入
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

　

藤
野　
２
年
生
の
夏
休
み
の
間
に
、「
森
林
特
別
実
習
」
と

い
う
実
習
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
前
に
行

う
実
習
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
で
す
の
で
森
林
に
親
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
が
、
欲
を
言
え
ば
、
も
っ
と
知
っ

て
ほ
し
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
花
粉
症
の
原
因
と
な
る
ス
ギ
ぐ
ら
い
は
知
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
し
、
福
島
県
が
代
表
的
な
産
地
だ
っ
た
シ
イ
タ

ケ
栽
培
用
の
ほ
だ
木
に
使
う
コ
ナ
ラ
も
、
福
島
大
学
の
食
農
学

類
を
出
た
人
間
と
し
て
少
な
く
と
も
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。

　

で
も
、
農
業
生
産
に
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
、
少
し
ず
つ
自
然

の
楽
し
さ
を
経
験
し
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

チ
ョ
ウ
が
飛
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た
ら
捕
ま
え
て
み
よ
う
と

か
、
野
生
の
生
物
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
の
で
触
れ
て
み
よ
う
と

か
、
そ
う
い
う
自
然
環
境
に
接
す
る
こ
と
を
農
場
実
習
と
あ
わ

シイタケのほだ木栽培
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せ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

　

生
源
寺　
ち
ょ
っ
と
だ
け
補
足
し
て
お
き
ま
す
と
、「
大
学
の
農
学
部
は
農
場
を
設
置
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
農
場
は
、
ふ
つ
う
は
塀
で
囲
ま
れ
て
、
外
か
ら
自
由

に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
幸
か
不
幸
か
、
福
島
大
学
の
食
農
学
類
は
、
そ
う
い

う
意
味
で
の
農
場
は
確
保
で
き
て
い
な
い
ん
で
す
。

　

近
隣
の
農
家
の
何
人
か
の
方
か
ら
ま
と
ま
っ
た
水
田
を
20
年
契
約
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。
農

地
法
に
基
づ
い
た
貸
借
で
、
そ
れ
を
農
場
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

　

し
か
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
歩
い
て
い
け
る
距
離
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど
深
山
先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
近
隣
の
農
家
と
の
交
流
の
観
点
で
い
う
と
、結
果
的
に
は
非
常
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

田
植
え
の
と
き
に
は
、
学
長
も
参
加
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
な
ん
か
も
け
っ
こ
う
来
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
な
か

で
近
隣
の
農
家
の
方
が
「
あ
ん
な
や
り
方
じ
ゃ
だ
め
だ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
含
め
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
福
島
大
学
の
農
場
は
通
常
の
農
学
系
学
部
の
農
場
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。
当
初
は

残
念
な
が
ら
用
意
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
感
覚
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
と
な
っ
て
は
、
こ
れ
は
こ

れ
で
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

ほ
か
に
樹
園
地
、
畑
も
別
途
借
り
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
場
実
習
に
は
食
品
科
学
の
先
生
方
も
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
先
生
が
農
場
基
礎
実
習
に
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
熊
谷
先
生
、
食
品
科
学

の
関
係
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

熊
谷　
導
入
と
し
て
の
簡
単
な
食
品
の
成
分
分
析
、
衛
生
的
な
菌
の
分
析
を
や
っ
て
い
ま
す
。
学
生
全
員
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を
半
分
に
分
け
て
も
50
人
強
に
な
り
ま
す
の
で
、
全
員
が
入
れ

る
実
験
室
を
確
保
す
る
こ
と
自
体
が
非
常
に
難
し
い
。
学
生
に

は
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
や
れ
る
範
囲
で
、
ま
ず
分
析

の
体
験
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
る
の
は
い
い
と
こ
ろ
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

簡
単
な
例
で
い
う
と
、
手
洗
い
後
の
手
に
つ
い
て
い
る
微
生

物
の
数
を
は
か
れ
る
キ
ッ
ト
が
売
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

使
っ
て
、「
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
い
る
ね
」
と
か
、「
大
腸
菌
群

が
い
る
ね
」「
一
般
生
菌
が
い
る
ね
」
と
か
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
年
目
は
、
そ
う
い
っ
た
食
品
の
衛
生
的
な
分
析
の
最
初
の
一

歩
か
ら
や
っ
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。

　

生
源
寺　
そ
の
ほ
か
、
農
場
基
礎
実
習
に
つ
い
て
何
か
ご
ざ

い
ま
す
か
。

　

深
山　
生
源
寺
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
農
場
と
か

畑
が
大
学
の
周
り
に
あ
る
立
地
条
件
が
す
ご
く
よ
か
っ
た
。

　

福
島
大
学
が
借
り
た
農
場
は
、
周
辺
に
多
く
の
農
家
さ
ん
が

お
ら
れ
、
農
家
の
人
が
畑
の
様
子
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
っ
て
い

て
、
私
た
ち
が
作
業
を
し
て
い
る
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
。

「
こ
こ
の
土
地
は
こ
う
し
て
管
理
す
る
と
い
い
ん
だ
よ
」
と
教

実習農場の水田　実習農場は農家の協力を得て借り受けている。この水田は農場実習で学生たちが植え
た稲がまもなく収穫期を迎えるころ。穂の実り方が学生のグループごとに少し異なっており、それが生
きた教材になる（2022 年 8 月撮影）。
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え
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
結
果
的
に
は
す
ご
く
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
大
学
で
は
農
学
部
と
い
え
ど
も
、
周
辺
の
都
市
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
て
、
農
地
を
維
持
す
る
、

と
く
に
水
田
を
維
持
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
農
業
高
校
で
さ
え
そ
う
な
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
福
島
大
学
は
農
場
実
習
を
す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
す
ご
く
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

藤
野　
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
、
農
家
さ
ん
の
話
を
聞
く
だ
け
の
時
間
や
、
農
機
具

も
何
も
持
た
ず
に
集
落
を
歩
い
て
ま
わ
っ
て
、
集
落
を
知
る
時
間
も
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

と
言
う
の
も
、
こ
の
あ
た
り
は
奥
州
街
道
が
通
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
歴
史
的
に
見
る
と
、
軽
く
見
積
も
っ

て
も
１
０
０
０
年
以
上
の
地
域
性
が
あ
る
場
所
な
ん
で
す
。実
際
に
大
学
の
な
か
に
街
道
が
走
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
も
お
も
し
ろ
い
う
え
に
、
た
ぶ
ん
農
家
さ
ん
も
十
何
代
と
続
い
て
い
る
方
が
い
っ
ぱ
い
い
ら
っ

し
ゃ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
た
ち
の
話
を
聞
け
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
と
思
う

ん
で
す
。

　

ご
近
所
さ
ん
も
「
い
や
、
う
ち
は
し
ょ
せ
ん
、
ま
だ
２
０
０
年
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
」
と
か
言
わ
れ
る
け
ど
、

村
の
暮
ら
し
と
か
、
お
祭
り
と
か
、
結ゆ
い

と
い
う
共
同
作
業
制
度
の
こ
と
と
か
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
こ

と
も
一
緒
に
知
っ
て
ほ
し
い
。
福
島
大
学
と
し
て
、そ
う
し
た
こ
と
を
や
っ
た
ら
い
い
の
に
な
と
思
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
農
村
社
会
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

深
山　
先
ほ
ど
話
し
た
サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
学
生
た
ち
が
近
所
の
農
家
さ
ん
と
か
な
り
関
係
を
深
め
て

い
て
、
農
作
業
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
ら
し
い
ん
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
農
家
さ
ん
か
ら
「
う
ち
に
も
来

て
い
る
よ
」
っ
て
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
も
、
歩
い
て
行
け
る
と
こ
ろ
に
い
っ
ぱ
い
農
家
が
あ
る
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の
は
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
し
、
さ
ら
に
藤
野
先
生
み
た
い
な
視
点
が
あ
る
と
、
学
習
効
果
も
上
が
る
と
、

お
話
を
聞
い
て
思
い
ま
し
た
。

農
学
実
践
型
教
育
①　

伊
達
市

　

生
源
寺　
そ
れ
で
は
、
食
農
学
類
の
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
二
つ
目
と
い
う
こ
と
で
、「
農
学
実
践

型
教
育
」
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
の
７
つ
の
市
町
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
、
２
年
生
の
後
半
か
ら
３
年
生

の
終
わ
り
ま
で
、
合
わ
せ
て
1
年
半
、
何
度
も
通
っ
て
現
場
の
課
題
を
掘
り
起
こ
し
て
、

そ
れ
に
対
す
る
解
決
策
や
ア
イ
デ
ア
を
練
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。

　

こ
れ
は
専
門
コ
ー
ス
に
分
か
れ
た
段
階
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
も
関
係
す
る
の
で
す

が
、
た
と
え
ば
猪
苗
代
町
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
伊
達
市
に
つ
い
て
も
、

食
農
学
類
に
あ
る
４
つ
の
専
門
コ
ー
ス
の
学
生
の
混
成
部
隊
と
な
っ
て
い
ま
す
。同
様
に
、

教
員
も
基
本
的
に
は
専
門
コ
ー
ス
の
混
成
部
隊
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
や
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
す
。
現
在
の
７

つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
う
ち
、
伊
達
市
と
猪
苗
代
町
の
お
話
を
伺
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

伊
達
は
藤
野
先
生
が
、
猪
苗
代
は
熊
谷
先
生
が
主
任
を
務
め
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

伊
達
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
、
実
習
の
報
告
会
の
と
き
に
藤
野
先
生
の
指
導
さ
れ
て
い

る
学
生
か
ら
養
蚕
と
生
糸
の
歴
史
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
現
在
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な

福島県中通りの北部にあり、県庁所在地の福島市の東隣り
にある。面積 265km2、人口約 5 万 6 千人。

伊達市

福島市

いわき市

郡山市

福島県
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が
ら
、
歴
史
や
伝
統
の
問
題
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
直
す
と
い
う
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
の
点
も
含

め
て
、
伊
達
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
特
徴
的
な
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

藤
野　
実
践
型
教
育
の
そ
も
そ
も
の
立
て
つ
け
と
い
う
点
で
言
う
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
い
る
市
町

村
の
な
か
で
課
題
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
そ
れ
を
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

伊
達
市
は
非
常
に
農
作
物
が
多
品
種
に
わ
た
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

た
と
え
ば
桃
も
す
ご
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
キ
ュ
ウ
リ
も
す
ご
い
し
、
あ
ん
ぽ
柿
も
す
ご
い
。
あ
ん
ぽ
柿

あんぽ柿　大正時代に伊達市梁川町で開発された。干しただけの干
し柿とは違い、渋柿を硫黄で燻蒸し乾燥させてつくる。そのため、
あんぽ柿は、少し生っぽい感触で柔らかいのが特徴となっている。
また、カリウムやビタミンなどの栄養素を豊富に含んでいて栄養価
も高い。
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伊達市　東に霊山、西には吾妻連峰、北側は宮城県境の山々が広がる福島盆地のなかにあり、市内には
阿武隈川が流れる。江戸時代以降は養蚕の街として発展し、現在は名産のあんぽ柿や全国有数の収穫量
を誇るモモ、イチゴの産地として有名。

霊山　伊達市の観光地として人気の奇岩がそびえる岩山。古くから修験の霊場として知られている。現
在は、山中にハイキングコースが整備されており、紅葉の時期には多くの人で賑わう。
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は
伊
達
の
梁や

な

川が
わ

地
区
で
独
自
開
発
さ
れ
た
お
い
し
い
干
し
柿
な
ん
で
す
。
さ
ら
に
イ
チ
ゴ
は
福
島
県
内
で
ナ

ン
バ
ー
１
な
ん
で
す
。
１
軒
の
農
家
が
多
品
目
を
生
産
す
る
、
農
業
地
帯
と
し
て
珍
し
い
特
徴
を
持
っ
て
い

る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
伊
達
市
で
は
な
ぜ
、
い
ろ
ん
な
作
物
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
を
探
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
を

一
つ
の
テ
ー
マ
に
お
い
た
ん
で
す
ね
。

　

学
生
と
話
を
し
て
、
課
題
を
探
る
前
に
ま
ず
は
伊
達
市
の
特
徴
を
調
べ
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
り
、
い

ろ
い
ろ
な
農
家
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

　

あ
る
農
家
さ
ん
は
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
（
温
室
）
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
農
家
さ
ん
は
ハ
ウ
ス
の
中
の

温
度
と
か
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
と
か
、
気
象
デ
ー
タ
を
記
録
し
て
い
て
、「
デ
ー
タ
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
こ

れ
を
何
と
か
、
も
っ
と
有
効
に
使
え
な
い
か
」
と
、
ほ
ん
と
う
に
漠
然
と
し
た
相
談
を
さ
れ
た
ん
で
す
。

　

そ
も
そ
も
農
家
さ
ん
が
何
で
そ
ん
な
デ
ー
タ
を
取
ら
れ
て
い
る
か
と
言
う
と
、
イ
チ
ゴ
の
よ
う
に
ハ
ウ
ス

で
育
て
る
作
物
は
、
二
酸
化
炭
素
が
ハ
ウ
ス
内
に
多
く
あ
る
と
光
合
成
が
促
進
さ
れ
て
よ
く
生
長
し
ま
す
。

ボ
イ
ラ
ー
で
灯
油
を
燃
や
す
だ
け
で
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
を
上
げ
ら
れ
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
一
定
に

保
つ
た
め
に
セ
ン
サ
ー
で
自
動
的
に
燃
焼
さ
れ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
計
測
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
は
プ
ロ
で

あ
る
研
究
者
か
ら
見
た
ら
普
通
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
預
か
っ
た
デ
ー
タ
は
エ
ク
セ
ル
で
開
け
な
い
く
ら
い

の
デ
ー
タ
量
な
の
で
、
そ
れ
を
扱
う
だ
け
で
も
学
生
は
大
変
で
す
。
自
分
た
ち
で
仮
説
を
つ
く
り
、
こ
う
い

う
条
件
だ
と
生
長
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
考
え
て
、
が
ん
ば
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
味
も
重

要
な
の
で
、
味
に
つ
い
て
の
検
査
な
ど
を
、
地
域
の
何
十
軒
も
の
農
家
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
や
っ
て
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農業産出額 1 位部門 2 位部門 3 位部門 順位

北海道 12667 畜産 7337 野菜 2145 米 1198 1（1）

青森県 3262 果実 906 畜産 883 野菜 821 7（7）

岩手県 2741 畜産 1628 米 566 野菜 292 10（10）

宮城県 1902 米 795 畜産 724 野菜 275 17（18）

秋田県 1898 米 1078 畜産 365 野菜 301 18（19）

山形県 2508 米 837 果実 729 野菜 465 13（11）

福島県 2116 米 762 野菜 480 畜産 434 15（15）

茨城県 4417 野菜 1645 畜産 1270 米 756 3（3）

栃木県 2875 畜産 1225 野菜 756 米 662 9（9）

群馬県 2463 畜産 1079 野菜 1004 米 152 14（14）

埼玉県 1678 野菜 831 米 327 畜産 245 20（20）

千葉県 3858 野菜 1383 畜産 1194 米 641 4（4）

東京都 229 野菜 129 果実 32 花き 32 47（47）

神奈川県 659 野菜 345 畜産 147 果実 64 37（38）

新潟県 2526 米 1503 畜産 485 野菜 321 12（13）

富山県 629 米 434 畜産 78 野菜 54 39（39）

石川県 535 米 281 野菜 101 畜産 88 43（43）

福井県 451 米 284 野菜 80 畜産 44 44（44）

山梨県 974 果実 650 野菜 117 畜産 78 32（34）

長野県 2697 果実 894 野菜 891 米 413 11（12）

岐阜県 1093 畜産 411 野菜 339 米 206 30（31）

静岡県 1887 野菜 582 畜産 451 果実 254 19（17）

愛知県 2893 野菜 1011 畜産 831 花き 497 8（8）

【都道府県別の農業産出額】
（単位：億円）

令和 4 年版『食料・農業・農村白書』をもとに作成。
資料：農林水産省「生産農業所得統計」
注：1）令和 2（2020）年の数値。（　）内は、令和元（2019）年の順位
　　2）農業産出額には、自都道府県で生産され農業へ再投入した中間生産物（種子、子豚等）は含まない。
　　3）順位付けは、原数値（100 万円単位）により判定した。

農業・農村に関するデータ
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農業産出額 1 位部門 2 位部門 3 位部門 順位

三重県 1043 畜産 419 米 270 野菜 145 31（30）

滋賀県 619 米 353 畜産 106 野菜 105 41（40）

京都府 642 野菜 250 米 171 畜産 125 38（37）

大阪府 311 野菜 141 米 65 果実 65 46（46）

兵庫県 1478 畜産 592 米 420 野菜 349 22（22）

奈良県 395 野菜 113 米 95 果実 75 45（45）

和歌山県 1104 果実 759 野菜 141 米 78 29（29）

鳥取県 764 畜産 290 野菜 214 米 150 36（36）

島根県 620 畜産 253 米 189 野菜 101 40（42）

岡山県 1414 畜産 585 米 284 果実 264 23（23）

広島県 1190 畜産 487 野菜 247 米 236 27（26）

山口県 589 畜産 182 野菜 160 米 145 42（41）

徳島県 955 野菜 352 畜産 255 米 123 33（33）

香川県 808 畜産 320 野菜 242 米 121 35（35）

愛媛県 1226 果実 532 畜産 258 野菜 197 24（24）

高知県 1113 野菜 711 米 114 果実 111 28（28）

福岡県 1977 野菜 707 畜産 383 米 344 16（16）

佐賀県 1219 野菜 343 畜産 342 米 227 25（27）

長崎県 1491 畜産 532 野菜 471 果実 140 21（21）

熊本県 3407 野菜 1221 畜産 1192 米 361 5（6）

大分県 1208 畜産 430 野菜 351 米 187 26（25）

宮崎県 3348 畜産 2157 野菜 681 米 173 6（5）

鹿児島県 4772 畜産 3120 野菜 562 いも類 305 2（2）

沖縄県 910 畜産 397 工芸農
作物

225 野菜 127 34（32）

（単位：億円）

【都道府県別の農業産出額（続き）】
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農業産出額に占める中山間地域の割合　農業産出額に占める中山間地域の割合を品目別に見ると、令和 2
（2020）年は米や穀物・麦類の割合が 3 割程度の一方、果実では 4 割以上、畜産では 5 割以上を占め全
品目の平均値である約 4 割より高くなっている。これは果樹や畜産は地形上の制約が比較的小さいため
と考えられる。（令和 4 年版『食料・農業・農村白書』をもとに作成）

中山間地域の主要指標　中山間地域は、人口では全国の約 1 割、農業経営体数、農地面積、農業産出額
では約 4 割、国土面積でも 6 割以上を占めるなど、食料生産を担うとともに、豊かな自然や景観の形成・
保全といった多面的な機能の発揮の面で重要な役割を担っている。

（令和 4 年版『食料・農業・農村白書』をもとに作成）

全国 中山間地域 割合

人口（万人） 12709 1420 11.2％

農業経営体数 1076 453 42.1％

農地面積（ha） 4372 1617 37.0％

農業産出額（億円） 89370 36647 41.0％

総土地面積（千 ha） 37286 24118 64.7％

農業・農村に関するデータ

（％）

穀物・麦類

合計

野菜

米

果実
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畜産
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い
ま
す
。

　

藤
野　
も
う
一
つ
の
チ
ー
ム
は
、
歴
史
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

伊
達
は
、
も
と
も
と
は
養よ
う

蚕さ
ん

が
盛
ん
で
、
明
治
時
代
に
は
世
界
で
一
番
の
蚕さ

ん

種し
ゅ

（
蚕
の
卵
）
の
産
地
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
い
ま
は
多
品
種
の
農
作
物
を
扱
っ
て
い
る
産
地
に
な
り
、
福
島
県
内
で
も

相
当
の
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

じ
ゃ
あ
、
こ
の
町
に
い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
養
蚕
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
て
い
っ

た
ん
で
す
ね
。
ど
こ
で
養
蚕
を
や
っ
て
い
た
の
か
と
か
、
ほ
ん
と
う
に
一
番
だ
っ
た
の
か
、
明
治
時
代
の
統

計
デ
ー
タ
を
打
ち
込
み
な
が
ら
歴
史
の
地
道
な
調
査
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
に
至
る
ま
で
い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
か
。
過
去
の
努
力
が
わ
か
れ
ば
、
た
ぶ
ん
、
未
来
に
何
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
見
え
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
当
然
、
い
ま
の
伊
達
の
農
業
が
未
来

永
劫
続
く
わ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
が
見
て
い
る
い
ま
の
伊
達
は
、
変
化
の
一
点
で
す
の
で
、
そ
の
変
化
の

流
れ
を
見
て
い
け
ば
、
未
来
の
農
業
の
形
が
見
え
る
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
結
果
が
出
る
の
は
ち
ょ
っ
と

先
に
な
る
の
で
大
変
な
ん
で
す
が
…
…
、
と
い
う
の
が
伊
達
の
養
蚕
の
話
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
学
生
や
農
家
さ
ん
か
ら
出
て
き
た
の
が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
方
法
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
時
代
を
表
し
て
い
る
か
な
と
思
い
ま

す
。

　

プ
ロ
の
世
界
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
あ
た
り
ま
え
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
て
、
ど
う

い
う
お
客
さ
ん
に
何
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
ら
い
い
の
か
も
わ
か
り
ま
す
し
、「
誰
が
」
や
「
年
齢
」「
ど
こ
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
か
」
と
い
っ
た
情
報
も
裏
側
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
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伊達市の養蚕の歴史
　伊達地方の養蚕業は、奈良・平安時代に始まり、当時生産された「信夫文字摺絹」は

都でも評判を呼んだと伝わっています。

　時代を経て、貨幣・商品経済が発達した江戸時代には幕府や各藩による養蚕業や織物

業が奨励されたこともあり、蚕種（蚕の卵）の品種改良や飼育方法などの研究、蚕種・

養蚕・製糸の分業化が進み、安永年間（1772 ～ 1780）には、特に幕府から「蚕種本場」

の称号が独占して与えられました。

　また、絹製品が主要な輸出品であった明治・大正時代にかけては、養蚕業・製糸業は

日本の近代化を進める基幹産業の位置を占めており、伊達地方における養蚕業は先進地

として全国をリードするとともに、地域経済の発展、文化の振興にも大きな影響を及ぼ

しました。（伊達市 HP「伊達地方の養蚕関連用具」より一部抜粋）

日本一となった伊達市の養蚕
　江戸時代の半ばころ、阿武隈川沿いの伏黒・梁川・粟野・伊達崎・保原・中瀬などの

村々は蚕種（蚕蛾の卵）の生産で繁盛していました。安永 2 年（1773）には、冥加永（当

時の税金）240 両を納める代わりに川筋のこれら 40 村が幕府から「蚕種本場」の称号

を独占して与えられ、伊達地方の蚕種製造業は、名実ともに日本一と認められました。（伊

達市 HP「伊達地方の養蚕関連用具」より）

　美濃や近江、やがて奥州からも「登せ糸」として京都へ多くの糸が運ばれるようになっ

たのです。これら糸の多くは各地で行なわれる定期市で取引されました。伊達郡で開か

れた諏訪市・天王市・掛田市は生糸に特化した市で、中でも天王市は全国の糸価の相場

が決まるとまで言われました。（伊達市 HP「伊達地方の養蚕業」より）

祭りにあわせて開かれた「天王市」と
いう生糸市のようす。市は京都などか
ら商人が買いつけに訪れ、賑わった。

生糸市で買いつけた糸は、江戸や京都
へ運ばれていった。
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で
は
な
い
で
す
が
。

　

た
と
え
ば
、
学
生
が
や
っ
て
い
る
日
常
の
写
真
と
、
農
家
さ
ん
が
地
道
に
農
作
業
を
や
っ
て
い
る
２
つ
の

写
真
を
投
稿
し
た
と
し
て
、
そ
れ
を
見
て
「
い
い
ね
！
」
を
押
す
人
に
違
い
が
あ
る
の
か
な
ど
も
わ
か
り
ま

す
。
そ
う
し
た
情
報
を
見
て
い
く
と
、
農
作
物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
際
に
、
も
っ
と
若
い
人
た
ち
に
ウ
ケ
る
に

は
こ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
っ
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
方
法
の
教
科
書
的
な
も
の
を
つ
く
れ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
の
は
、
食
農
学
類
の
４
つ
の
コ
ー
ス
で
で
き
る
よ
う
な
こ
と
は
実
践
型
教

育
で
し
な
く
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
４
つ
の
コ
ー
ス
の
学
生
が
混
成

チ
ー
ム
と
な
っ
て
や
る
ん
だ
か
ら
、
専
門
コ
ー
ス
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
勉
強
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
ん

で
す
。こ
う
し
た
方
法
が
正
解
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
が
、違
う
も
の
の
見
方
を
学
生
に
し
て
も
ら
っ

て
い
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
数
百
年
の
歴
史
の
話
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
最
先
端
の
話
の
ミ
ッ
ク
ス
で
す
ね
。

　

藤
野　
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
の
が
、
た
だ
歴
史
を
知
り
た
い
だ
け
で
は
な
く
て
、
最

終
的
に
は
現
代
に
お
い
て
利
益
へ
還
元
し
た
い
わ
け
で
す
。
伊
達
市
は
伊
達
政
宗
、
伊
達
一
族
の
出
身
地
で

す
の
で
、そ
れ
を
題
材
と
し
た
ア
ニ
メ
が
市
の
公
式
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
に
な
っ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
そ
れ
を
も
っ

と
生
か
す
に
は
ど
う
す
る
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
ま
す
。

農
学
実
践
型
教
育
②　

猪
苗
代
町
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生
源
寺　
そ
れ
で
は
、
猪
苗
代
の
テ
ー
マ
な
り
特
徴
、
あ
る
い
は
学
生
の
よ
う
す
を
、
熊
谷
先
生
、
紹
介

し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

　

熊
谷　
私
が
担
当
す
る
猪
苗
代
町
は
、
農
業
と
観
光
の
町
で
、
食
品
工
業
な
ど
が
弱
い
ん
で
す
。
さ
ら
に

猪
苗
代
湖
の
水
を
汚
染
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
な
か
な
か
化
学
工
業
の
発
展
が
難
し

い
地
域
な
ん
で
す
ね
。
そ
う
し
た
猪
苗
代
で
は
、
学
生
に
テ
ー
マ
を
自
由
に
考
え
さ
せ
る
と
い
う
の
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

進
め
か
た
を
ざ
っ
く
り
と
申
し
上
げ
ま
す
と
、
４
つ
か
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
、
そ
の
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
資
料
に
し
て
、
テ
ー
マ
案
と
し
て
町
の
人

た
ち
に
聞
い
て
も
ら
う
。
そ
の
後
、
町
の
人
た
ち
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、
そ
の

案
が
い
い
か
悪
い
か
、
需
要
が
あ
る
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
ニ
ー
ズ
に
な
る
か
を
も

ん
で
も
ら
う
。
そ
れ
を
福
島
大
学
に
持
ち
帰
っ
て
、
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
で
練
っ
て
い
く
と
い

う
手
順
に
な
り
ま
す
。

　

去
年
の
1
期
生
の
例
で
言
い
ま
す
と
、
テ
ー
マ
が
４
つ
で
き
ま
し
た
。

　

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
と
、
福
島
の
ジ
ビ
エ
は
放
射
性
物
質
の
問
題
で
食
べ
ら
れ
な
い
け

れ
ど
も
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ジ
ビ
エ
の
需
要
性
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
を

調
べ
た
り
と
か
、
た
と
え
ば
居
住
人
口
を
増
や
す
の
は
な
か
な
か
難
し
い
け
ど
、
マ
ル
シ
ェ

を
開
い
て
交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く
と
か
。

　

あ
と
は
「
い
な
わ
し
ろ
天て
ん

の
香

か
お
り
」
と
い
う
猪
苗
代
産
の
ソ
バ
の
品
種
を
有
名
に
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
麺
と
し
て
の
蕎
麦
で
は
な
く
て
、
ほ
か
の
活
用
を
し
た
い
と
い
う

福島市

いわき市

郡山市

福島県

猪苗代町

猪苗代町　福島県の会津地方にあり、北
に磐梯山、南に猪苗代湖がある。面積
395km2、人口約 1 万 3 千人。

猪苗代湖



52

グ
ル
ー
プ
が
い
て
、
そ
れ
が
最
終
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
ガ
レ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
蕎
麦
粉
の
活
用
と

し
て
う
ま
く
い
き
ま
し
て
、
猪
苗
代
地
ビ
ー
ル
館
の
人
が
気
に
入
っ
て
く
れ
ま
し
て
、
限
定
的
な
が
ら
施
設

で
の
販
売
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
生
が
企
画
を
た
て
て
プ
レ
ゼ
ン
す
る
こ
と
は
で
き

る
け
ど
、
作
っ
た
物
を
実
際
に
売
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、
７
割
、
８
割
の
状
態
で
い
い
か
ら
、

ま
ず
企
画
と
試
作
品
を
そ
ろ
え
て
プ
レ
ゼ
ン
で
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
感
じ
で
や
っ
て
い
ま
す
ね
。
も
し

気
に
入
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
そ
こ
か
ら
先
は
販
売
す
る
町
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
で
調
達
し
て
進
め
て
い
く

と
思
い
ま
す
の
で
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
販
売
者
な
ど
の
意
見
を
聞
い
て
企
画
を
練
っ
て
い
く
と
、学
生
の
成
長
が
見
え
ま
す
ね
。

現
場
力
が
身
に
つ
い
て
い
く
と
言
っ
た
ら
い
い
か
な
。
そ
う
い
う
こ
と
が
学
生
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
期
生
で
は
、
農
作
物
に
ど
う
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
を
つ
け
れ
ば
い
い
か
と
か
、
猪
苗
代
の
野
菜
を
ど
う
ア

ピ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
か
み
た
い
な
、
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
ね
。

　

そ
れ
に
猪
苗
代
町
は
磐
梯
高
原
の
お
か
げ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
も
ち
の
い
い
花
が
多
い
ん
で
す
。
そ
う

い
う
花
が
あ
る
の
に
、
ま
だ
ま
だ
ア
ピ
ー
ル
が
足
り
な
い
。
だ
か
ら
、
ど
う
に
か
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
場
を
つ

く
り
た
い
と
い
う
テ
ー
マ
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
非
常
に
お
い
し
い
磐
梯
ト
マ
ト
の
ハ
ネ
品
と
か
、
Ｂ
・
Ｃ
級
品
を
活
用
し
て
、
磐
梯
ト
マ
ト

カ
レ
ー
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
前
期
の
終
わ
り
に
カ
レ
ー
を
作
っ
て
町
の
人
に
試
食
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
う
い
う
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
、
後
期
も
町
の
人
た
ち
と
や
り
と
り
し
て
、
何
と
か
気
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
物

を
作
っ
て
い
く
。
や
っ
ぱ
り
物
が
出
来
る
と
う
れ
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
た
り
ま
え
な
ん
で
す
け
ど
、
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猪苗代湖　会津若松市・
郡山市・猪苗代町にまた
がり、日本で 4 番目の広
さを持つ湖。夏は湖水浴
を楽しむ人たちで賑わう。

磐梯山　福島県を代表する山の
一つで、標高 1816m の活火山。
福島県の猪苗代町、磐梯町、北
塩原村にまたがり、山の周囲に
は温泉地も多い。

野口英世記念館　現在の千円札の肖
像画になっている野口英世（1876
〜 1923）の生涯と業績を紹介する
施設。写真は、野口英世が 16 歳ま
で過ごした生家。場所も形も当時の
まま保存されている。
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ガレットを企画した学生たち　猪苗
代地ビール館で『まるごと猪苗代ガ
レット』として期間限定販売をした。
写真は、福島テレビの番組がガレッ
トを紹介したときのようす。

猪苗代町のブランド蕎麦粉「いなわしろ天の香」を使って
つくられたガレット
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自
分
が
考
え
た
も
の
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
。
そ
う
い
う
部
分
を
教
員
が
プ
ッ
シ
ュ
し
て
、
町
と

の
接
点
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
と
い
う
の
が
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
の
就
職
活
動
に
お
け
る
ガ
ク
チ
カ
の
話
じ
ゃ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
学
生
の
エ
ン

リ
ー
シ
ー
ト
に
「
ガ
レ
ッ
ト
が
で
き
た
こ
と
を
書
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
か
、
自
分
が
成
し
遂
げ
た
こ
と

を
ガ
ク
チ
カ
に
書
け
る
よ
う
に
な
る
。
町
も
学
生
や
観
光
客
が
来
て
ウ
ィ
ン
に
な
る
し
、
学
生
も
実
践
的
な

体
験
が
で
き
て
ウ
ィ
ン
に
な
る
。
そ
ん
な
の
が
で
き
て
い
る
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

農
学
実
践
型
教
育
③　

西
郷
村

　

生
源
寺　
深
山
先
生
は
西
郷
村
を
担
当
さ
れ
、
は
じ
め
て
で
い
ろ
い
ろ
苦
労
さ
れ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
へ
ん
を
含
め
て
、
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

深
山　
西
郷
村
は
も
と
も
と
高
校
も
な
け
れ
ば
大
学
も
な
く
、
大
学
生
が
来
る
こ
と
も
な
か
っ
た
地
域

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
若
い
人
が
来
て
く
れ
て
何
か
し
て
く
れ
れ
ば
と
い
う
ぐ
ら
い
の
温
度
感
だ
っ

た
ん
で
す
。

　

私
が
最
初
に
西
郷
村
へ
行
っ
た
時
、
村
の
農
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
村
が
若
手
専
業
農
家
の
人
た

ち
に
声
を
か
け
て
集
ま
り
を
つ
く
っ
て
定
期
的
に
勉
強
会
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
新
し

い
直
売
場
を
村
が
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
。
そ
の
勉
強
会
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
て

話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
一
緒
に
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、
集
ま
り
の
時
に

あ
ま
り
意
見
を
言
っ
て
く
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
、次
の
日
に
個
別
に
農
家
さ
ん
を
訪
ね
て
行
く
と
、
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西郷村　福島県の南部に位
置し、東北新幹線の新白河
駅があり、首都圏への新幹
線通勤の利用者もある。ま
た白河市に隣接しており、
村の人口は増え続けている。
面積 192km2、人口約 2 万 1
千人。

福島市

いわき市

郡山市

福島県

雪割橋　西郷村は、阿武隈川の上流に位置する。写真は雪割渓谷にかかる橋。

白河市

西郷村
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み
な
さ
ん
自
分
の
意
見
を
ち
ゃ
ん
と
も
っ
て
い
て
話
し
て
く
だ
さ
る
。
逆

に
、
訪
ね
て
行
か
な
い
と
な
か
な
か
意
見
が
出
な
い
の
で
、
そ
う
し
て
足

を
運
ん
で
話
を
し
て
い
た
ん
で
す
。

　

で
も
、
学
生
を
連
れ
て
行
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
み
な
さ
ん
の
態
度
が

全
然
違
い
ま
し
た
。
農
家
さ
ん
た
ち
は
す
ご
い
ウ
ェ
ル
カ
ム
ム
ー
ド
に

な
っ
て
。
若
い
人
が
来
て
く
れ
た
こ
と
を
非
常
に
喜
ば
れ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。
私
が
最
初
に
行
っ
て

話
を
し
て
い
た
と
き
に
は
オ
ー
プ
ン
に
話
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
結
果
的
に
は
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ま
は
学
生
た
ち
が
西
郷
村
の
農
家
か
ら
課
題
を
見
つ
け
て
、
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、農
家
の
売
上
げ
が
下
が
る
時
期
に
何
か
で
き
な
い
か
と
か
、

お
盆
や
お
彼
岸
の
需
要
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
お
花
の
何
か
新
し
い
活
用

は
な
い
か
と
か
。
私
も
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
い
ま
若
い
人
に
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
が
大
人
気
ら
し
い
ん
で
す
。「
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
し
て
き

れ
い
な
花
束
に
す
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を

実
際
に
や
っ
た
ら
す
ご
く
ウ
ケ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

西郷村の花でドライフラワーの花束をつくる学生たち　西郷村にある「まるごと西郷館」という農産物
直売所で 1500 円以上の買い物をした客にプレゼントした。
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私
は
見
て
い
る
だ
け
で
、
学
生
が
農
家
や
役
場
の
方
々
と
話
を
し
て
、

ア
イ
デ
ア
を
具
現
化
す
る
。
そ
れ
で
学
生
も
達
成
感
を
得
て
い
ま
す
し
、

農
家
の
方
も
新
た
な
取
り
組
み
に
と
て
も
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
農
学
実
践
型
教
育
で
は
、
学
生
が
刺
激
を
受
け
て
、
そ
れ
が

将
来
の
進
路
、
あ
る
い
は
卒
論
の
テ
ー
マ
に
影
響
す
る
こ
と
は
当
然
あ
る

で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
も
の
ず
ば
り
と
い
う
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
ど
う

で
し
ょ
う
か
ね
。

　

深
山　
そ
う
で
す
ね
。農
家
と
の
話
し
合
い
な
ど
を
経
験
し
た
こ
と
で
、

「
農
業
改
良
普
及
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
学
生
が
何

人
も
い
ま
す
し
、
刺
激
は
受
け
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

　

藤
野　
農
学
実
践
型
教
育
と
い
う
く
く
り
で
言
う
と
、
１
年
半
か
け
て

行
う
７
市
町
村
に
プ
ラ
ス
し
て
、
金
山
町
と
南
会
津
町
二
つ
も
あ
り
ま
す

ね
。

　

生
源
寺　
集
中
型
の
二
つ
で
す
ね
。
私
も
南
会
津
町
に
行
き
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
で
す
ね
。
伝
統
的
な
発
酵
食
品
を
使
っ

て
、
い
ま
の
高
校
生
の
若
者
が
作
り
出
し
た
レ
シ
ピ
が
非
常
に
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
ね
。
伝
統
食
品
を
使
い
な
が
ら
、
全
部
カ
タ
カ
ナ
が
入
っ
て

い
る
食
品
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
（
笑
）。
伝
統
食
品
が
若
者
と
ク
ロ

南会津町にある前沢曲家集落　曲家は、母屋と馬屋が L 字形に一体となった家屋で、人と馬が一緒に暮
らした。前沢集落の民家は、明治時代に建てられ、統一的な景観を保っていることから、国の重要伝統
的建造物群保存地区に選定されている。
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ス
し
た
場
合
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
印
象
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

学
び
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

　

生
源
寺　
す
で
に
い
ろ
い
ろ
と
触
れ
ら
れ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
食
農
学
類
と
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
と

い
う
こ
と
で
い
く
つ
か
お
話
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、

研
究
に
対
し
て
の
ニ
ー
ズ
も
か
な
り
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
逆
に
成
果
を
還
元
す
る
と
い
う
課
題
も
４
年
目
に

入
っ
て
そ
ろ
そ
ろ
浮
上
し
始
め
て
い
る
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
漠
然
と
し
た
聞
き
方

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
深
山
先
生
は
い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
招
か
れ
て
、
蔬
菜
・
花
き
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

深
山　
あ
る
地
域
と
い
う
か
福
島
県
全
体
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
福
島
県
は
も
の
す
ご
く
広
く
て
、
農
業

の
形
態
や
状
況
も
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
違
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
対
応
課
題
も
変
わ
っ
て
く

る
と
は
思
う
ん
で
す
。
全
国
ど
こ
で
も
抱
え
る
課
題
か
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
、
ま
ず
こ
れ
か
ら
の
担
い
手

を
ど
う
す
る
の
か
で
し
ょ
う
か
。
就
農
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
今
後
の
担
い
手
が
い
な
い
と
い
う
状
況
で
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
。
私
が
感
じ
て
い
る
の
は
、
技
術
面
か
ら
で
き
る
部
分
の
ほ
か
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

ま
ず
つ
く
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
社

会
科
学
的
な
面
も
含
め
た
う
え
で
、
自
然
科
学
と
し
て
の
技
術
を
確
立
し
て
い
く
。
そ
の
両
方
を
一
緒
に
進

め
て
い
く
の
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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農業就業人口の推移　日本の農業就業人口は、2010 年の約 261 万人から 2019 年の約 168 万人へと、9
年で約 93 万人減少し、農業の担い手が不足ている。

（農林水産省「農業センサス」「農業構造動態調査」をもとに作成）

（万人）
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335

261

210
192

182 175 168

2000 2005 2010 2015 2016 2017 2018 2019

2010 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年

農業就業人口（万人） 260.6 209.9 192.2 181.6 175.3 168.1

　うち 65 歳以上（万人） 160.5 133.1 125.4 120.7 120.0 118.0

　65 歳以上の割合 61.6％ 63.5％ 65.2％ 66.5％ 68.5％ 70.2％

　平均年齢 66.1 歳 67.0 歳 66.8 歳 66.6 歳 66.6 歳 66.8 歳

農業就業者の高齢化　農業就業人口のうち 65 歳以上の高齢者が占める割合は、2010 年 61.6％から 2019
年 70.2％へと増加しており、全国的に高齢化が進んでいることがわかる。

（農林水産省「農業労働力に関する統計  農業就業人口及び基幹的農業従事者数」をもとに作成）

農業・農村に関するデータ
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49歳以下の新規就農者数の推移　直近 10 年は 40 代以下の新規就農者が 2 万人前後で推移しており、
とくに、「農業法人に就職する」「起業する」の割合が増えている。

（農林水産省『新・農業人ハンドブック 2022』をもとに作成）
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2360
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7090
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18380

7360

2580

親の経営に参加する・継ぐ農業法人等に就職する自分で起業して始める
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た
と
え
ば
、
私
は
福
島
県
東
部
に
あ
た
る
浜
通
り
の
営
農
再
開
ビ
ジ
ョ
ン
に
携
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で

す
が
、
浜
通
り
は
ほ
ん
と
う
に
担
い
手
が
い
な
い
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
、
農
地
は
非
常
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
農
地
を
使
っ
て
営
農
を
再
開
し
、
担
い
手
が
極
端
に
い
な
い
な
か
で
、
収
益
を
得
ら
れ
る
農

業
を
ど
う
や
っ
て
や
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。
技
術
と
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
地
域
社
会
を

ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
の
も
あ
る
。
そ
れ
を
研
究
成
果
と
し
て
出
し
て
い
く
の
は
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
必
要
だ
な
と
感
じ
ま
す
ね
。

　

生
源
寺　
熊
谷
先
生
は
前
任
地
で
は
食
品
産
業
の
亀
田
製
菓
で
働
い
て
お
ら
れ
て
、
ご
出
身
は
新
潟
大
学

と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
新
潟
大
学
と
亀
田
製
菓
の
つ
な
が
り
も
少
し
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
福
島
県

で
の
食
品
産
業
と
食
農
学
類
と
の
研
究
上
の
交
流
と
い
う
か
連
携
と
い
う
か
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

　

熊
谷　
新
潟
県
は
米
菓
だ
っ
た
り
、
パ
ッ
ク
ご
飯
だ
っ
た
り
、
餅
、
か
ま
ぼ
こ
と
か
、
わ
り
と
食
品
産
業

が
多
い
で
す
ね
。

　

一
方
、
福
島
県
は
、
食
品
産
業
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
に
大
き
い
会
社
が
な
い
ん
で
す
ね
。

売
上
高
が
５
０
０
億
円
か
ら
１
０
０
０
億
円
強
の
会
社
は
少
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
今

後
の
期
待
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
ま
ず
は
食
農
学
類
が
で
き
た
こ
と
で
、
卒
業
生
が
地
元
の
会
社
に
勤
め
て

食
品
工
業
に
貢
献
で
き
る
の
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
学
か
ら
何
が
で
き
る
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
福
島
の
い
ま

ま
で
あ
る
文
化
・
産
業
を
育
成
す
る
の
に
加
え
て
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
と
こ
ろ
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
も
の
を
い
ま
の
ご
時
世
に
す
ぐ
に
出
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し
て
い
く
の
は
す
ご
い
難
し
い
の
で
、
ま
ず
は
い
ま
あ
る
産
業
を
ど
う
大
き
く
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
中
心
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
こ
と
を
話
し
ま
す
と
、
福
島
大
学
に
着
任
し
て
４
年
に
な
り
ま
す
が
、
福
島
県
の
企
業
さ
ん
と
学
術

指
導
な
り
共
同
研
究
契
約
な
り
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
ま
し
て
、
な
る
べ
く
地
元
の
企
業
さ
ん
と
の
関
わ
り
を

深
め
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
経
験
し
て
き
た
食
品
加
工
の
分
野
で
、
技
術
だ
け
で
は
な
く
て
、
監
査
と
か
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
な
ど
の
衛
生
管
理
も
含
め
て
貢
献
で
き
れ
ば
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
に
は
企
業
の
大
小
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
お
酒
も
含
め
て
発
酵
食
品
が
多
い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
植
物
由
来
の
乳
酸
菌
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
し
、
私
の
同
僚
に
は
、
お
酒
の
先
生
も
い
ま
す

し
、
し
ょ
う
ゆ
の
乳
酸
菌
を
研
究
さ
れ
て
い
る
先
生
も
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
先
生
た
ち
と
、
お
酒
も
含
め
て
、
何
と
か
食
品
産
業
と
の
関
わ
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
源
寺　
テ
ー
マ
を
広
げ
過
ぎ
て
し
ま
う
と
い
け
な
い
の
で
言
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、昨
年
の
４
月
に
、

福
島
大
学
は
発
酵
醸
造
研
究
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
食
農
学
類
の
附
属
施
設
と
し
て
で
す
ね
。
す
で
に
若

手
、
あ
る
い
は
ベ
テ
ラ
ン
の
教
員
が
７
人
着
任
し
て
い
ま
し
て
、
食
農
学
類
の
教
員
は
全
員
が
発
酵
醸
造
研

究
所
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発
酵
醸
造
と
い
う
部
分
と
、そ
の
川
上
、川
下
の
両
面
を
カ
バ
ー

す
る
研
究
も
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
熊
谷
先
生
の
お
話
の
な
か
に
は
、
そ
の
こ
と
も
少
し
含
ま
れ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

藤
野
先
生
は
、
専
門
か
ら
言
い
ま
す
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
農
村
社
会
と
い
う
面
を
含
め
て
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
と
い
う
こ
と
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）】

　
原
料
の
入
荷
か
ら
製
造
、
製
品
の
出

荷
ま
で
の
す
べ
て
の
工
程
で
、
食
中
毒

や
異
物
混
入
な
ど
の
危
害
要
因
を
科
学

的
根
拠
に
基
づ
き
管
理
す
る
方
法
、
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藤
野
先
生
は
県
の
森
林
審
議
会
の
会
長
も
さ
れ
て
い
て
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

藤
野　
私
自
身
は
研
究
面
で
県
内
の
企
業
な
ど
と
一
緒
に
と
い
う
の
は
ほ
ぼ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私

の
い
る
生
産
環
境
学
コ
ー
ス
で
言
う
と
、
望
月
翔
太
先
生
が
野
生
鳥
獣
の
専
門
家
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
か
ら
ひ
っ
き
り
な
し
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
望
月
先
生
は
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
を
回
っ
た
ら
し
い
で

す
。
福
島
県
は
市
町
村
の
数
が
と
て
も
多
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

生
源
寺　
福
島
県
に
は
59
の
市
町
村
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

藤
野　
は
い
。
そ
の
す
べ
て
を
回
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
一
度
行
っ
て
終
わ
り
で
は

な
く
て
、
現
地
指
導
も
あ
れ
ば
、
継
続
的
に
調
査
を
行
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
今
後
も
ま
だ
ま
だ

ニ
ー
ズ
が
非
常
に
多
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
こ
と
で
言
い
ま
す
と
、
県
の
森
林
審
議
会
の
ほ
か
に
、「
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
」
の
運
営
会

議
の
副
座
長
や
国
見
町
森
林
委
員
会
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
の
地
域
社
会
の
貢
献
と
言
う
と
、

こ
う
し
た
感
じ
で
委
員
と
か
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
仕
事
が
増
え
て
き
て
い
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
学
の
あ
り
方

　

生
源
寺　
最
初
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、福
島
大
学
食
農
学
類
は
教
員
の
数
や
学
生
定
員
が
日
本
の
大
学
、

と
く
に
国
立
大
学
の
な
か
で
一
番
小
さ
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。
教
員
数
が
38
人
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
小

さ
い
頃
の
小
学
校
の
ク
ラ
ス
の
人
数
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
子
は
何
を
や
っ
て
い
る
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の
か
と
か
、
あ
る
い
は
何
が
得
意
で
あ
る
の
か
の
認
識
が
ほ
ぼ
で
き
る
ん
で
す
ね
。

　

わ
れ
わ
れ
は
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
熊
谷
先
生
で
あ
れ
ば
、
元
亀

田
製
菓
で
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
お
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
お
互
い
に
全
部
知
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

し
た
が
っ
て
、
コ
ー
ス
を
越
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
繋
が
り
で
研
究
が
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
通
常
の
大
き
な

大
学
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
や
っ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
全
員
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
稀
な
こ

と
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
小
さ
い
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
も
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
感

じ
が
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
は
福
島
大
学
の
従
来
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
踏
襲
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
一
つ
の
専
門
分
野
に
一
人
の
教
員
と
い
う
形
で
す
。
京
都
大
学
も
東
京
大
学
も
、
あ
る
い
は
私
の

前
任
地
の
名
古
屋
大
学
も
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
科
の
な
か
に
研
究
室
、
い
わ
ゆ
る
講
座
が
あ
っ
て
、

教
授
・
准
教
授
が
い
て
、
助
教
・
ポ
ス
ド
ク
が
い
る
と
い
う
形
の
組
織
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
福
島
大
学
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
し
て
個
別
的
、
自
律
的
に
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
形
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
る
意
味
で
は
自
由

度
の
高
い
働
き
か
た
を
し
て
い
る
。
た
だ
、
エ
フ
ォ
ー
ト
も
か
な
り
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
大
変
だ
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
の
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
、
な
か
な
か
い
い
面
が
あ
る
と
私
自
身
は
受

け
と
め
て
お
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
最
初
の

教
員
を
フ
ェ
ア
に
選
考
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
う
ま
く
動
い
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

多
少
手
前
み
そ
的
な
話
を
い
た
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
後
の
課
題
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
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い
な
り
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
の
個
人
的
な
経
験
で
言
い
ま
す
と
、
来
春
ま
で
に
福
島

で
６
年
過
ご
す
わ
け
で
す
。
こ
の
６
年
間
は
、
農
学
の
あ
り
方
、
と
く
に
教
育
に
関
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い

て
真
面
目
に
考
え
た
６
年
間
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、
前
任
地
の
名
古
屋
大
学
、
そ
の
前
の
東
京
大
学
で
は
、
学
部
長
を
や
っ

た
り
、
学
会
の
会
長
を
や
っ
た
り
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
農
学
そ
の
も
の
の
あ
り
方
に
つ
い
て
真
面
目
に

考
え
た
経
験
は
、
正
直
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

藤
野　
仮
に
も
国
の
審
議
会
の
ト
ッ
プ
を
さ
れ
た
方
で
す
け
ど
（
笑
）。

　

生
源
寺　
そ
う
い
う
立
場
に
あ
っ
た
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
真
面
目
に
農
学
の
あ
り
方
を
考
え
た
の
は
、

こ
の
６
年
間
が
初
め
て
だ
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
非
常
に
意
義
深
い
、
価
値
の
あ

る
６
年
に
な
る
だ
ろ
う
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
課
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
食
農
学
類
の
こ
こ
を
少
し
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
こ

こ
は
も
っ
と
強
く
し
ろ
と
か
、
こ
れ
は
い
ら
な
い
と
か
…
…
。
と
く
に
若
手
の
先
生
方
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
今
後
の
研
究
や
教
育
を
伸
ば
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

藤
野　
私
か
ら
良
い
で
す
か
。
最
初
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
流
通
の
流
れ
の
話
で
言
う
と
、
ほ
ん
と
う
の
一

番
の
川
下
側
は
、
ス
ー
パ
ー
だ
っ
た
り
小
売
店
だ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
は
、
ま
だ
ま
だ
弱
い
部

分
か
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。
ど
れ
だ
け
食
品
開
発
を
し
た
と
し
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、

最
終
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
部
分
を
教
え
ら
れ
る
先
生
が
、
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
な
と
い
う
の
が
一
つ

あ
り
ま
す
。

　

同
時
に
、そ
れ
の
ま
っ
た
く
逆
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、生
源
寺
先
生
は
農
学
の
あ
り
方
と
お
っ
し
ゃ
っ
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た
ん
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
哲
学
を
全
教
員
が
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
ま
す
が
、
本
来
は
農
学
が
一
番
そ
れ
に
貢
献
す
る
産
業
の

は
ず
な
の
に
、
福
島
大
学
に
限
ら
ず
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
の
関
心
が
薄
い
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
じ
つ

は
農
業
っ
て
、
農
薬
も
肥
料
も
垂
れ
流
し
て
い
る
の
で
、
一
番
水
質
を
汚
染
し
て
い
る
産
業
と
も
言
え
る
の

で
、
そ
う
し
た
こ
と
を
意
識
す
る
と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、
も
う
少
し
自
然
環
境
と
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
教
え

る
よ
う
な
科
目
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
と
な
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

生
源
寺　
い
ま
の
点
は
、
そ
れ
だ
け
で
お
そ
ら
く
１
時
間
、
２
時
間
の
議
論
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
よ
っ
て
食
料
危
機
が
広
が
り
、
レ
ベ
ル
が
が
ら
っ
と
変
わ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
藤
野
先
生
か
ら
あ
っ
た
話
は
、Ｅ
Ｕ
で
い
う
とF

arm
 to F

ork S
trategy

（
農

場
か
ら
食
卓
へ
の
戦
略
）で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
受
け
て
日
本
で
も「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」（
次
ペ
ー

ジ
図
版
参
照
）
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
議
論
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
際
、
も
う
一
度
農
学

の
存
在
意
義
を
考
え
直
す
、
あ
る
い
は
も
う
一
度
再
認
識
す
る
こ
と
も
大
事
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。

　

福
島
大
学
食
農
学
類
に
つ
い
て
言
う
と
、
地
域
か
ら
の
熱
い
思
い
で
つ
く
り
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
地
域
貢
献
が
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
国
際
的
な
農
学
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
と
い

う
こ
と
も
念
頭
に
お
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　

熊
谷
先
生
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
い
う
こ
と
で
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

熊
谷　
生
源
寺
先
生
を
前
に
言
う
こ
と
も
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
地
域
貢
献
も
わ
か
り
ま
す
し
、
学
内
、

も
し
く
は
学
類
内
で
の
多
様
性
も
必
要
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
あ
た
り
ま
え
の
話
な
ん
で
す
け
ど
、
専
門
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みどりの食料システム戦略の目指す姿

　我が国の食料・農林水産業は、大規模自然災害、地球温暖化、農業者の減少等の生

産基盤の脆弱化、地域コミュニティの衰退、生産・消費の変化等の、持続可能性に関

する政策課題に直面しています。また、諸外国では SDGs（持続可能な開発目標）や

環境を重視する動きが加速しており、あらゆる産業に浸透しつつあることから、我が

国の食料・農林水産業においても的確に対応していく必要があります。

　これらを踏まえ、農林水産省は令和 3（2021）年 5 月に「みどりの食料システム戦略」

を策定しました。

温室効果ガス

削減

①農林水産業の CO2 ゼロエミッション化（2050）

②農林業機械・漁船の電化・水素化等技術の確立（2040）

③化石燃料を使用しない園芸施設への完全移行（2050）

④我が国の再エネ導入拡大に歩調を合わせた、農山漁村における再

エネの導入（2050）

環境保全

⑤化学農薬使用量（リスク換算）の 50％低減（2050）

⑥化学肥料使用量の 30％低減（2050）

⑦耕地面積に占める有機農業の割合を 25％（100 万 ha）に拡大（2050）

食品産業

⑧事業系食品ロスを 2000 年度比で半減（2030）

⑨食品製造業の労働生産性を 2018 年比で 3 割以上向上（2030）

⑩飲食料品卸売業の売上高に占める経費の割合を 10％に縮減（2030）

⑪食品企業における持続可能性に配慮した輸入原料調達の実現

（2030）

林野

⑫林業用苗木のうちエリートツリー等が占める経費の割合を 3 割

（2030）9 割以上（2050）に拡大。

　高層木造の技術の確立・木材による炭素貯蔵の最大化（2040）

水産

⑬漁獲量を 2010 年と同程度（444 万トン）まで回復（2030）

⑭ニホンウナギ、クロマグロ等の養殖において人工種苗比率 100％を

実現（2050）養魚飼料の全量を配合飼料給餌に転換（2050）

（令和 4 年版『食料・農業・農村白書』より）
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みどりの食料システム戦略の各分野での具体的な取組

　我が国の食料システムは、高品質・高付加価値な農林水産物・商品を消費者に提供

している一方で、気候変動への対応や生産基盤の脆弱化等の克服すべき課題に直面し

ています。世界的にも SDGs が広く浸透し、環境配慮に対する関心が高まってきており、

諸外国では環境負荷軽減のための戦略を策定し、国際ルールに反映させようとする動

きも出ています。

　このような中、将来にわたり食料の安定供給と農林水産業の発展を図るためには、

我が国において持続可能な食料システムを構築する必要があります。あわせて、その

システムをアジアモンスーン地域の持続的な食料システムのモデルとして打ち出し、

国際ルールメーキングに参画していくことも必要となっています。

　持続可能な食料システムの構築に向け、生産力向上と持続性の両立を実現するには、

調達に始まり、生産、加工・流通、消費に至る食料システムを構成する関係者による

行動変容と、これに併せ、官民を挙げたイノベーションを強力に推進することが必要

です。そのため、みどり戦略では、令和 32（2050）年までに目指す姿〈前ページ〉

と各分野での具体的な取組を示し、中長期的な観点から、それらの取組を進めていく

こととしています。

（令和 4 年版『食料・農業・農村白書』より）／〈　〉は編集部注



70

的
な
研
究
を
得
意
と
す
る
人
も
い
る
し
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
口
的
な
面
を
得
意
と
す
る
人
も
必
要
で
す
の
で
、

や
は
り
多
様
化
は
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
こ
と
で
思
う
ん
で
す
が
、
す
べ
て
の
こ
と
を
１
０
０
％
は
な
か
な
か
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
研
究
に
特
化
す
る
先
生
が
い
た
り
、
教
育
に
特
化
す
る
先
生
が
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
い
い
の
か
な
と
い
う
の
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
先
端
の
研
究
を
す
る
、
一
方
で
私
の
分
野
で
言
う
と
、
食
品
加
工
と
か
商
品
管
理
に
関
わ
る
こ

と
と
か
、
そ
う
い
う
方
面
で
地
域
と
の
共
同
研
究
で
や
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
食
品
加
工
で
は
、物
を
作
っ
て
売
る
ぐ
ら
い
ま
で
は
自
分
た
ち
で
考
え
る
よ
う
な
組
織
に
す
る
。

学
生
の
農
林
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た
り
、
食
農C

afé

サ
ー
ク
ル
だ
っ
た
り
が
販
売
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
ま
で

考
え
て
も
い
い
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
の
職
員
と
か
、
人
の
管
理
面
が
必
要

に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
い
い
。

　

福
島
大
学
に
着
任
す
る
前
の
話
で
す
が
、
東
京
農
業
大
学
に
食
品
加
工
室
が
あ
る
と
聞
い
て
、
そ
こ
で
働

く
仲
の
い
い
先
生
に
「
食
品
加
工
室
を
見
せ
て
」
と
言
っ
た
ら
、「
熊
谷
さ
ん
が
よ
く
知
っ
て
い
る
食
品
会

社
に
あ
る
レ
ベ
ル
だ
か
ら
、
た
ぶ
ん
見
な
く
て
も
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
大
学
で
は
か

な
り
立
派
な
レ
ベ
ル
で
、
作
っ
て
売
る
こ
と
が
で
き
る
ぐ
ら
い
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
物
づ
く
り
ま
で

や
る
な
ら
、
そ
う
い
う
部
分
も
考
え
て
い
っ
て
も
い
い
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

藤
野　
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
会
社
を
大
学
に
つ
く
り
ま
す
か
。

　

熊
谷　
そ
れ
も
一
つ
の
案
と
し
て
あ
り
ま
す
ね
。

　

藤
野　
会
社
を
つ
く
る
と
、
す
べ
て
の
企
画
が
「
売
れ
る
か
」
の
方
向
に
進
ん
で
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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け
ど
。

　

熊
谷　
そ
う
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
成
り
立
つ
の
か
も
わ
か
ら
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
お
も
し
ろ
い
も
の
を

教
育
的
に
や
っ
て
い
く
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
深
山
先
生
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
い
う
こ
と
で
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

深
山　
地
域
貢
献
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
意
識
は
さ
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
食
農
学
類
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
地
域
の
方
々
か
ら
非
常
に
期
待
を
さ
れ
て
、
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
期
待
が
す
ご
い
大
き
く
て
、
応
え
ら
れ
る
の
か
、
若
干
不
安
を
感
じ
る
時
も
あ
る
ん
で
す
。
で

き
る
こ
と
は
や
っ
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
期
待
の
大
き
さ
に
果
た
し
て
応
え
ら
れ

る
か
、
い
ま
も
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
教
育
面
で
は
、非
常
に
特
色
の
あ
る
教
育
を
受
け
た
学
生
た
ち
が
、こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
っ

て
、
ほ
か
の
大
学
の
農
学
部
を
卒
業
し
た
学
生
と
比
べ
て
、
ど
う
い
う
活
躍
の
場
面
が
あ
る
の
か
、
卒
業
後

の
情
報
を
知
り
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
大
学
食
農
学
類
を
卒
業
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
こ
と
が
得
意
で
、
こ
う
い
う
場
面
で
す
ご
く
力

を
発
揮
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
実
際
の
社
会
の
な
か
で
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
に
私
が
興
味
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
を
知
っ
た
う
え
で
、
次
の
教
育
の
改
善
な
り
に
繋
げ
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
情
報
も
追
っ
か
け
て
い
き
た
い
と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
源
寺　
ど
こ
の
大
学
の
ど
ん
な
学
部
も
、
だ
い
た
い
同
窓
会
は
結
成
さ
れ
る
場
合
が
多
い
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
機
能
し
て
い
る
か
と
な
る
と
、
か
な
り
差
が
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
名
だ
け
の
同
窓

会
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
た
だ
、
私
の
記
憶
で
は
、
農
業
者
大
学
校
で
す
ね
。
い
ま
は
別
の
形
に
な
っ
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て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
農
業
者
大
学
校
の
Ｏ
Ｂ
の
方
は
、
全
国
的
に
も
農
業
経
営
者
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
し

て
仕
事
を
さ
れ
て
い
て
、
卒
業
生
同
士
で
同
窓
会
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
う

ん
で
す
ね
。
埼
玉
の
有
機
農
業
の
金か
ね

子こ

美よ
し

登の
り

さ
ん
や
石
川
県
の
ぶ
っ
た
農
産
の
佛ぶ

っ

田た

利と
し

弘ひ
ろ

さ
ん
な
ど
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
方
同
士
が
け
っ
こ
う
繫
が
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

福
島
大
学
の
食
農
学
類
も
、
卒
業
後
は
何
ら
か
の
形
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
お

く
と
、
有
益
な
情
報
交
換
や
人
的
な
交
流
に
な
り
得
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
な
か
に
は
海
外
で
活
躍
す
る
卒

業
生
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
福
島
県
内
で
活
躍
す
る
人
も
い
れ
ば
、
別
の
県
で
と
い
う
人
も
い
る
と
思

う
の
で
、
そ
の
あ
た
り
は
少
し
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

深
山　
地
域
貢
献
へ
、
将
来
的
に
も
繫
が
っ
て
き
ま
す
。

　

熊
谷　
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
ど
ん
な
会
社
で
、
ど
ん
な
と
き
に
役
立
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
ち

ら
が
情
報
を
と
り
に
行
か
な
い
と
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
卒
業
生
に
と
り

に
い
く
べ
き
だ
と
、
私
も
思
い
ま
す
ね
。

　

そ
の
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
て
、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
役
立
っ
た
」
と
い
う
の
が
一
つ
、

二
つ
だ
と
定
量
的
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
改
善
し
て
い
く
か
と
か
、

ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
か
と
か
、
深
山
先
生
の
話
を
聞
い
て
考
え
る
べ
き
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

生
源
寺
先
生
の
話
を
聞
い
て
思
っ
た
の
は
、
新
潟
っ
て
、
た
と
え
ば
米
菓
と
か
、
包
装
ご
飯
と
か
、
各
食

品
産
業
の
研
究
会
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
県
の
研
究
員
や
大
学
の
先
生
、
企
業
が
集
ま
っ
て
、
年
に
何
回
か
、

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
情
報
交
換
を
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
卒
業
生
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し

て
き
た
ら
、
そ
う
い
う
の
を
や
っ
た
り
す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

【
農
業
者
大
学
校
】

　
１
９
６
８
年
に
設
置
さ
れ
た
国
立
の

農
業
者
の
教
育
機
関
。課
程
は
２
か
年
。

２
０
１
２
年
３
月
に
廃
止
。
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入
社
１
年
目
か
ら
外
に
出
て
行
っ
て
話
を
し
て
い
い
と
は
、
な
か
な
か
会
社
は
オ
ー
ケ
ー
と
言
わ
な
い
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
県
な
の
か
大
学
主
導
な
の
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
そ
う
い
う
情
報
交
換
の
場
を
つ

く
る
の
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
食
品
産
業
研
究
会
と
い
う
よ
う
な
大
ぐ
く
り
で

も
い
い
の
で
、
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
つ
く
っ
て
い
く
の
も
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

生
源
寺　
そ
う
で
す
ね
。
な
る
ほ
ど
。
こ
の
あ
た
り
の
話
は
学
類
に
戻
っ
て
か
ら
ま
た
し
ま
し
ょ
う（
笑
）。

　

熊
谷　
承
知
し
ま
し
た
。

　

深
山　
今
後
の
課
題
で
す
ね
。

　

生
源
寺　
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
。
今
日
は
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
２
２
年
８
月
22
日
開
催
）



74

性
差
解
析
に
注
目
す
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

２
０
２
１
流
行
語
大
賞
の
ト
ッ
プ
10
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
が
入
っ
た
。
近
年
の
日
本
で
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
い
う
言
葉
が
か
な
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
１
９
９
０
年
代
後
半
か

ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
起
こ
っ
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」（
性
差
別
を
な
く
そ
う
と
す
る

動
き
な
ど
に
対
す
る
反
対
圧
力
）
の
時
代
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
さ
え
は
ば
か
ら
れ
た

の
を
考
え
る
と
何
と
い
う
雲
泥
の
差
で
あ
ろ
う
こ
と
か
。

　

し
か
し
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
が
流
行
語
と
し
て
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
背
景
に
は
、
元
政
治
家
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
不
平
等
な
発
言
が
き
っ
か
け
な
の
で
、
我
が
国
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
追
い
風
が
吹
い
て
い
る

と
決
し
て
喜
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
。

　

と
は
言
え
、
最
近
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
し
た
講
演
を
よ
く
依
頼
さ
れ
る
。
特
に
、
２
０
２
２
年
４
月
に

お
茶
の
水
女
子
大
学
が
新
設
し
た
日
本
初
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
は
学
術
界
、
政
界
、

産
業
界
、
そ
し
て
一
般
の
方
々
に
も
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
は
何
な
の
か
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
と
思
う
が
、「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ド
」
と
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
ま
ず
は
述
べ
て
い
く
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー(gender)

と
は
、
生
物
学
的
な
性
別
（sex

）
に
対
し
て
文
化
的
・
社
会
的
に
つ
く
ら
れ
た

お茶の水女子大学
理事・副学長
ジェンダード・イノベーション研究所長

石井クンツ昌子
専門は家族社会学、ジェンダー研究。国際比較の視
点から家庭内における性別役割分業、男女のワーク
ライフバランス等の研究をしている。
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性
別
の
こ
と
を
指
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
（gendered

）
に
は
「
性
差
を
表
す
」、「
あ
る
性
に
特
徴
的
な
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
れ
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
る
と
「
研
究
開
発
に
お
い
て
性
差
に
着
目
す
る
こ
と

で
、
あ
ら
ゆ
る
性
に
と
っ
て
の
よ
り
良
い
技
術
革
新
を
目
指
そ
う
」
と
い
う
考
え
方
に
な
る
。
２
０
０
５
年

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
を
広
め
た
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
科
学
史
が
専

門
の
ロ
ン
ダ
・
シ
ー
ビ
ン
ガ
ー
教
授
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
や
開
発
は
男
性
が
担
っ
て
き
た
た
め
に
無
意
識

の
う
ち
に
男
性
を
基
準
と
し
て
進
め
ら
れ
、
性
差
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
積
極
的
に
（sex

とgender

、
そ
し
て
こ
れ
ら
が
交
差
す
る
点
に
注

目
し
て
）
性
差
解
析
を
行
い
、
研
究
・
開
発
の
デ
ザ
イ
ン
に
組
み
入
れ
る
こ
と
で
「
知
の
再
編
成
」
を
促
し

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
女
性
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
ケ
ー
ス
は
数
多
く
あ
る
が
、
あ
え
て
性
差
分
析
を
取
り

入
れ
た
事
例
と
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
男
女
差
が
明
ら
か
に
な
り
、
発
明
や
開
発
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
の
か
、
研
究
領
域
別
に
紹
介
す
る
。

１
．
薬
学
・
医
学
関
連

　

性
差
に
敏
感
な
視
点
を
取
り
入
れ
た
研
究
は
薬
学
や
医
学
分
野
に
多
い
。
そ
れ
は
男
性
や
オ
ス
か
ら
の
み

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
開
発
さ
れ
た
治
療
方
法
や
薬
の
効
き
目
に
男
女
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と

が
主
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
は
１
９
９
０
年
代
に
性
差
医
学
に
関
す
る
研
究
会
が
発
足
し
、
そ
の
後
、

２
０
０
８
年
に
は
日
本
性
差
医
学
・
医
療
学
会
が
誕
生
し
た
。

　

薬
学
の
分
野
で
は
、
女
性
や
メ
ス
は
妊
娠
、
出
産
、
性
周
期
が
あ
る
た
め
に
、
臨
床
試
験
に
お
い
て
女
性

ロンダ・シービンガー　
スタンフォード大学教
授でジェンダード・イノ
ベーションの創始者。
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被
験
者
数
が
少
な
く
、
ま
た
動
物
実
験
で
は
オ
ス
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
結

果
、
米
国
で
は
既
に
販
売
さ
れ
て
い
た
８
つ
の
薬
が
女
性
の
健
康
上
の
リ
ス
ク
が
高
い

と
い
う
こ
と
で
撤
退
さ
れ
た
。
広
く
市
販
さ
れ
て
い
る
睡
眠
導
入
剤
で
も
、
服
用
か
ら

８
時
間
後
に
男
性
は
３
％
、
女
性
は
15
％
が
居
眠
り
運
転
を
経
験
し
た
と
い
う
結
果
が

得
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
女
性
の
薬
を
男
性
の
半
量
に
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
九
州
大
学
の
溝
上
顕
子
准
教
授
の
研
究
で
は
、
オ
ス
マ
ウ
ス
に
オ
ス
テ
オ
カ
ル

シ
ン
と
い
う
骨
ホ
ル
モ
ン
を
使
う
と
太
る
傾
向
が
あ
る
が
、
メ
ス
マ
ウ
ス
の
場
合
は
全

く
反
対
で
痩
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
術

誌
で
あ
る
『N

ature

』
で
は
痛
み
を
生
む
経
路
に
も
性
差
が
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た

論
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
痛
み
に
関
す
る
研
究
で
は
オ
ス
と
メ
ス
の
マ
ウ

ス
を
使
っ
て
研
究
す
る
こ
と
が
主
流
と
な
っ
て
い
て
、
鎮
痛
薬
の
開
発
に
も
性
差
分
析

結
果
を
取
り
入
れ
て
再
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
＝
女
性
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
あ
る
。
し
か
し
、

男
性
が
発
症
す
る
年
齢
が
女
性
よ
り
10
年
程
度
遅
い
だ
け
で
、
75
歳
以
上
に
お
い
て
骨

粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
脱
関
節
骨
折
の
３
分
の
１
は
男
性
で
あ
り
、
か
つ
骨
折
後
の
死
亡

率
は
男
性
の
方
が
高
い
と
い
う
。
よ
っ
て
、
男
性
に
お
け
る
骨
粗
し
ょ
う
症
の
リ
ス
ク

評
価
を
み
な
お
す
必
要
が
あ
る
。
同
様
に
乳
が
ん
も
女
性
の
病
気
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ

が
、
男
性
も
罹
る
病
気
で
あ
る
。
し
か
し
、
乳
が
ん
＝
女
性
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

が
あ
る
た
め
に
、
男
性
の
場
合
は
あ
ま
り
気
に
か
け
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
発
見
が
遅

男女別の睡眠導入剤の例　アメリカでは女性の薬の量を男性
（10mg）の半量（5mg）にして販売している。また、ボトル
の色を分けて男女差を明確にしている。

骨粗しょう症の例　骨粗しょう症によ
る骨折は、女性に起こる怪我というジェ
ンダーバイアスが存在している。その
ため、このように女性がモデルとなっ
ているイラストが多い。
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れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
乳
が
ん
の
全
生

存
率
は
男
性
で
約
46
％
、
女
性
で
約
60
％
と
男
性
患
者
の
方
が
低
い
。

２
．
工
学
・
Ａ
Ｉ
関
連

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
衝
突
実
験
に
は
従
来
男
性
サ
イ
ズ
の
ダ
ミ
ー
人
形

が
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
事
故
が
起
き
た
場
合
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
不
具
合
か
ら
女
性
の
方
が
重
傷
を
負
う
確
率
が
47
％
高
い
。
ま
た

従
来
の
三
点
式
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
胎
児
の
死
亡
率
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、
胎
児
の
死
亡
原
因
の
第
1
位
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

女
性
や
妊
婦
を
考
慮
し
た
衝
突
実
験
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
安

全
性
の
確
立
が
急
務
で
あ
る
。

　

他
に
も
、
男
性
の
デ
ー
タ
を
基
に
開
発
さ
れ
た
車
椅
子
は
全
体
的
に

大
き
く
、
特
に
高
齢
の
女
性
に
と
っ
て
は
使
い
に
く
く
、
そ
の
た
め
に
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
。
ま
た
身
近

に
あ
る
オ
フ
ィ
ス
チ
ェ
ア
の
ほ
と
ん
ど
は
男
性
向
け
で
あ
り
、
背
の
低
い
女
性
に
と
っ
て
は
背
の
サ
ポ
ー
ト

が
効
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
分
野
で
も
、
重
い
荷
物
を
持
ち
上
げ
る
た
め
に
製
作

さ
れ
た
も
の
は
男
性
的
な
外
見
、
色
、
声
、
名
前
を
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
が
多
く
、
反
対
に
看
護
・
介
護
な
ど
の

ケ
ア
の
た
め
に
作
ら
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
は
柔
ら
か
い
女
性
的
な
外
見
で
あ
り
優
し
い
声
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
関
連
し
た
興
味
深
い
研
究
も
あ
る
。A

pple
の
「S

IR
I

」、G
oogle

の

「G
oogle A

ssistant

」、A
m

azon

の
「A

lexa

」、M
icrosoft

の
「C

ortana

」
な
ど
の
Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
タ
ン

シートベルトの衝突実験で使われる男性ダミー人形　
（designed by Freepik）
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ト
の
音
声
は
通
常
女
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
女
性
の
声
の
方
が
従
順
で
扱
い
や
す
く
、
人
助
け
を
し
た
が
り
、

頼
ま
れ
た
ら
す
ぐ
に
対
応
す
る
と
い
う
秘
書
的
な
バ
イ
ア
ス
を
助
長
さ
せ
る
と
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
人
材
採
用
シ
ス
テ
ム
上
で
「
女
性
」
や
「
女
子
大
」
と
い
う
言
葉
を
入
力
す
る
と
評
価
が
低

く
な
る
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
使
用
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
た
と
い
う
。

３
．
都
市
工
学
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究

　

建
築
・
都
市
計
画
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
と
、
様
々
な
世
代
の
男

女
に
優
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
れ
る
と
い
う
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
女
性
は
男
性
よ
り
子
ど
も
の
送
り
迎

え
や
買
い
物
の
た
め
の
外
出
が
多
い
の
で
、
こ
の
男
女
の
動
線
の
違
い
か
ら
、
女
性
が
多
く
通
る
道
に
は
女

性
の
歩
幅
を
考
慮
し
た
歩
道
を
作
る
こ
と
が
欧
米
で
は
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、公
園
を
建
設
す
る
際
に
、

利
用
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
反
映
す
る
こ
と
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
園
を

作
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
外
国
の
例
も
あ
る
。

　

性
差
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
研
究
や
開
発
は
多
岐
に
渡
る
が
、
男
女
の
差
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、

新
し
い
医
療
、
製
品
、
都
市
づ
く
り
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
な
げ
る
の
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
目
標
で
あ
る
。
欧
米
を
中
心
に
広
が
っ
て
き
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
で
あ
る
が
、

過
去
10
年
く
ら
い
の
海
外
の
動
向
を
見
る
と
、
カ
ナ
ダ
保
健
研
究
機
構
、
欧
州
委
員
会
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
研

究
評
議
会
、
米
国
国
立
衛
生
研
究
所
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
基
金
、
ド
イ
ツ
研
究
財
団
な
ど
の
研
究
助
成
を

す
る
機
関
に
お
い
て
は
、
助
成
金
の
申
請
に
際
し
て
性
差
分
析
を
入
れ
る
こ
と
を
必
須
と
し
て
い
る
。
さ
ら
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に
、
世
界
ト
ッ
プ
の
学
術
誌
『N

ature

』『T
he L

ancet

』『C
ell P

ress

』
な
ど
で
は
生
物
や
医
学
系
分
野

の
研
究
で
性
差
へ
の
考
慮
が
な
い
投
稿
論
文
に
つ
い
て
は
査
読
プ
ロ
セ
ス
ま
で
進
め
て
い
な
い
。

　

日
本
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
て
お
り
、

令
和
２
年
12
月
25
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
お
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
の
男

性
の
視
点
で
行
わ
れ
て
き
た
研
究
・
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
し
、
男
女
の
心
身
の
違
い
や
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
、

性
差
を
考
慮
し
た
研
究
・
技
術
開
発
を
求
め
る
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３
年
３
月
26
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
で
は
、「
研
究
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
確
保

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
、
指
導
的
立
場
も
含
め
女
性
研
究
者
の
更
な
る
活
躍
を

進
め
る
」
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
直
近
の
令
和
４
年
の
女
性
版
骨
太
の
方
針
に
お
い
て
も
、「
研
究
・

技
術
開
発
に
多
様
な
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
も

つ
な
が
り
、
重
要
で
あ
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
で
は
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
社

会
発
信
部
門
を
置
き
、
性
差
の
視
点
を
入
れ
た
多
様
性
と
包
括
性
を
目
指
し
た
研
究
と
技
術
開
発
を
開
始
し

た
。
自
然
・
応
用
科
学
と
社
会
科
学
分
野
を
横
断
し
た
文
理
融
合
的
な
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
の
具
現
化

と
社
会
実
装
を
通
し
て
未
来
社
会
に
適
合
し
た
生
活
者
向
け
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
こ
と
が
目

標
で
あ
る
。
今
後
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
様
々
な
研
究
に
お
い
て
性
差
に
よ

る
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
社
会
の
多
様
性
は
性
差
だ
け
で
は
な
く
、
世
代
、

社
会
階
層
、
人
種
な
ど
も
含
む
。
よ
っ
て
、
産
官
学
連
携
に
よ
り
こ
れ
ら
の
多
様
な
人
々
の
幸
せ
を
実
現
で

き
る
社
会
の
構
築
へ
向
け
て
貢
献
を
し
て
い
く
こ
と
が
研
究
所
の
究
極
的
な
目
標
で
あ
る
。
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イ
ラ
ン
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に

お
け
る
献
血
の
減
少

　

日
本
に
お
い
て
、
輸
血
に
使
わ
れ
る
血
液
製
剤
は
、
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
無
償
で
提
供
さ
れ
た
血

液
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
筆
者
が
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
イ
ラ
ン
で
も
、
慈
善
活
動
の
一
つ
と
し

て
献
血
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
献
血
不
足
が
起
こ
り
、
血
液
疾

患
を
も
つ
患
者
た
ち
が
献
血
協
力
を
求
め
て
声
を
上
げ
ま
し
た
。

1
．
血
液
疾
患
を
も
つ
患
者
さ
ん
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

私
は
２
０
１
４
年
か
ら
、
イ
ラ
ン
の
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
サ
ラ
セ
ミ
ア
と
い
う
遺

伝
性
血
液
疾
患
を
持
つ
若
者
た
ち
の
調
査
を
し
て
き
ま
し
た
。
サ
ラ
セ
ミ
ア
と
い
う
病
気
は
日
本
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
世
界
で
最
も
多
い
遺
伝
性
血
液
疾
患
の
一
つ
で
す
。

　

私
た
ち
の
血
液
の
赤
血
球
に
は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
あ
り
、
こ
れ
が
酸
素
を
身
体
中

に
運
ん
で
い
ま
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
骨
髄
で
作
ら
れ
る
の
で
す
が
、
重
症
型
サ
ラ
セ
ミ
ア
の
患
者
は
、
生

国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
看
護
学
部
・
イ
ラ
ン
地
域
研
究　

細
谷
幸
子

【
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
】

　

イ
ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
南

に
約
３
４
０
㎞
に
位
置
す
る
、
人
口

約
１
５
０
万
人
の
都
市
。

イスファハーン

トルコ

イラク

サウジアラビア

イラン

アフガニスタン

パキスタン

トルクメニスタン

ペルシャ湾

テヘラン
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ま
れ
つ
き
正
常
な
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
を
補
充
す
る

た
め
に
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
定
期
的
に
輸
血
を
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ラ
ン
に
は
慢
性
的
に
重
度
の
貧
血
を
起
こ
す
重
症
型
サ
ラ
セ
ミ
ア
の
患
者
が
約
１
万
８
千
人
い
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
つ
き
重
篤
な
疾
患
を
も
ち
、継
続
的
に
治
療
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
は
い
え
、

私
が
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
で
出
会
っ
た
重
症
型
サ
ラ
セ
ミ
ア
の
患
者
さ
ん
た
ち
は
、
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽

に
精
を
出
し
た
り
、
仕
事
や
家
事
、
子
育
て
に
忙
し
く
過
ご
し
た
り
と
、
ご
く
普
通
の
若
者
と
変
わ
り
な
く

生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
彼
ら
・
彼
女
ら
の
中
に
は
、
合
併
症
や
随
伴
症
状
で
免
疫
力
が
低
い
人
や
、
糖
尿
病
で
イ
ン
ス

リ
ン
を
使
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ま
さ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
重
症
化
が
懸
念
さ
れ
る
高
リ
ス

ク
集
団
で
す
。

　

イ
ラ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
早
期
に
拡
大
し
た
国
の
一
つ
で
、
２
０
２
０
年
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
初
期
に
は
医
療
崩
壊
の
様
相
を
呈
し
、
多
く
の
死
者
が
出
て
い
ま
し
た
。
息
子
や
娘
の
よ
う
に
感
じ

て
い
た
彼
（
女
）
ら
の
こ
と
が
心
配
で
、
私
は
日
本
に
い
な
が
ら
、
定
期
的
に
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
患
者
さ

ん
た
ち
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を
取
り
、
健
康
状
態
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
11
月
半
ば
の
こ
と
で
し
た
。
数
人
の
患
者
さ
ん
か
ら
、「
あ
と
５
日
で
輸
血
用
血
液
が
な
く

な
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
ま
し
た
。

　

生
き
て
い
る
細
胞
を
含
む
血
液
は
長
期
保
存
が
で
き
な
い
の
で
、
安
定
的
な
血
液
供
給
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
多
く
の
人
が
定
期
的
に
献
血
に
協
力
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
人
々
が
献
血
に
来
な
く
な
り
、
も
う
血
液
バ
ン
ク
に
血
液
が
な
い
と
い
う
の
で

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
あ
る
世
界
遺
産

の
イ
マ
ー
ム
広
場
。
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す
。
そ
の
時
、
イ
ラ
ン
で
は
感
染
者
数
・
死
者
数
が
急
増
し
て
い
て
、
週
明
け
か
ら
都
市
間
の
移
動
や
夜
間

の
外
出
が
制
限
さ
れ
る
予
定
だ
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
行
動
制
限
下
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
お
こ
な
う
献
血
が
増
え
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。「
ど
う
す
る
の
？　

政
府
は
何
も
し
て
く
れ
な
い

の
？
」
と
不
安
な
気
持
ち
で
返
信
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、一
人
の
患
者
さ
ん
か
ら
「
死
ぬ
の
を
待
つ
だ
け
だ
よ
」
と
、絵
文
字
付
き
の
冗
談
め
か
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
病
気
と
共
に
生
き
て
き
た
彼
（
女
）
た
ち
は
、
何
度
も
こ

う
し
た
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
時
々
、
皮
肉
た
っ
ぷ
り
の
ジ
ョ
ー
ク
で
、
深
刻
な
状
況
を

言
い
表
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
は
冗
談
で
済
む
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
内
で
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
彼
（
女
）
た
ち
が
輸
血
を
す
る
の
は
、
数
年
に
１
度
、
数
ヶ
月
に
１
度
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
２
〜
３
週
間
に
１
回
と
い
う
頻
度
で
す
。
た
と
え
ば
、
献
血
量
が
増
え
る
ま
で
数
ヶ
月
待

つ
と
い
う
こ
と
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
輸
血
を
し
な
い
と
、
本
当
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

よ
く
よ
く
話
を
聞
く
と
、
す
で
に
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ
て
い
て
、
患
者
さ
ん
た
ち
が
自
分
で
撮

影
し
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
、
２
日
前
か
ら
献
血
に
訪
れ
る
人
の
数
が
増
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
当
面
の
間
、
血
液
は
足
り
る
よ
う
だ
と
い
う
知
ら
せ
が
あ
り
、
ほ
っ
と
胸
を
な

で
お
ろ
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
た
ち
自
身
に
よ
る
献
血
協
力
の
要
請
に
応
じ
、
多
く
の
人
が
献
血
に
出
向
い

た
結
果
で
し
た
。

２
．
無
償
献
血
の
普
及

　

前
述
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
、
輸
血
用
血
液
は
、
す
べ
て
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
無
償
で
提
供
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さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
売
買
血
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
血
液
と
い
う

人
体
由
来
の
医
療
資
源
を
、
市
場
原
理
に
基
づ
い
て
有
償
採
血
で
集
め
る
の
か
、
あ
る
い
は
人
々
の
自
発
的

な
利
他
行
為
に
期
待
し
、
献
血
を
血
液
供
給
源
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

高
所
得
国
で
採
集
さ
れ
る
血
液
の
95
％
は
無
償
献
血
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な

り
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
血
液
製
剤
の
元
と
な
る
血
液
を
有
償
採
血
に
よ
っ
て
得
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
・
低
所
得
国
で
は
、
献
血
で
輸
血
用
血
液
を
ま
か
な
う
こ
と
が
難
し
く
、
事
故
や
病
気
で
輸
血
が

必
要
に
な
っ
た
患
者
の
家
族
が
、
自
分
達
で
同
じ
血
液
型
の
親
族
や
友
人
を
見
つ
け
て
病
院
に
連
れ
て
行
く

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
報
告
に
よ
る
と
、
日
本
同
様
イ
ラ
ン
で
も
、
国
内
で
使
用
さ
れ
る
輸
血
用
血
液
は
す
べ
て
無
償

の
献
血
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
１
９
７
９
年
の
イ
ラ
ン
革
命
前
ま
で
、
そ
の
供
給
源
は
売
買

血
が
主
流
で
し
た
。
そ
の
後
、
献
血
が
慈
善
活
動
の
一
つ
と
し
て
普
及
し
、
血
液
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
含
め

た
血
液
供
給
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。売
買
血
か
ら
献
血
へ
の
転
換
が
可
能
に
な
っ
た
背
景
に
は
、

次
の
よ
う
な
契
機
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
が
、革
命
直
前
の
１
９
７
７
年
に
上
映
さ
れ
話
題
に
な
っ
た
「T

he C
ycle

」
と
い
う
映
画
で
す
。

こ
の
映
画
は
、
農
村
か
ら
父
親
の
病
気
の
治
療
に
テ
ヘ
ラ
ン
に
や
っ
て
き
た
青
年
が
、
薬
物
依
存
者
や
貧
困

者
か
ら
安
値
で
買
っ
た
血
液
を
病
院
に
売
る
地
下
ビ
ジ
ネ
ス
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
様
を
描
い
て
お
り
、
売

買
血
の
倫
理
を
問
う
議
論
を
呼
び
ま
し
た
。
監
督
の
メ
フ
ル
ジ
ュ
ー
イ
ー
氏
は
、
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
も
撮
影
し
て
お
り
、
こ
の
映
画
が
、
後
に
無
償
献
血
が
普
及
す
る
素
地
を
作
っ
た
と
言
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わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、１
９
７
９
年
の
イ
ラ
ン
革
命
後
に
始
ま
っ
た
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
（
１
９
８
０
─
１
９
８
８
）
で
、

戦
傷
者
の
た
め
に
血
液
を
贈
与
す
る
行
為
が
宗
教
的
善
行
と
し
て
称
揚
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
ラ
ン
で
献
血
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
イ
ラ
ン
に

住
む
人
々
の
大
多
数
は
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
す
。
シ
ー
ア
派
で
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
孫
に

あ
た
る
第
三
代
エ
マ
ー
ム
・
ホ
セ
イ
ン
が
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
軍
に
よ
っ
て
惨
殺
さ
れ
、殉
教
し
た
日
を
弔
う
ア
ー

シ
ュ
ー
ラ
ー
の
服
喪
行
事
を
重
視
し
て
い
ま
す
。イ
ス
ラ
ー
ム
太
陰
暦
モ
ハ
ッ
ラ
ム
月
最
初
の
10
日
間
に
は
、

男
た
ち
が
鎖
で
自
ら
の
身
体
を
叩
き
、
エ
マ
ー
ム
・
ホ
セ
イ
ン
の
苦
境
と
試
練
を
自
ら
の
身
体
の
痛
み
で
追

体
験
す
る
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。テ
ヘ
ラ
ン
な
ど
大
都
市
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

イラン国家輸血機構クルデスターン州事務局の献血
キャンペーンのポスター　下部にはアーシューラー
の服喪の行進で男性たちが鎖の束を振り身体を打つ
様子が描かれている。

（出所：khabar ānlāīn, https://khabaronline.ir/x72rz
　2019/October/12）

以
前
は
流
血
す
る
ほ
ど
の
自
傷
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

イ
ラ
ン
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
儀
礼
で
エ

マ
ー
ム
・
ホ
セ
イ
ン
の
た
め
に
流
す
血
を
献
血
と
し
て
捧
げ
、
病
気
で
苦

し
む
人
に
分
け
与
え
よ
う
と
訴
え
か
け
ま
す
。
エ
マ
ー
ム
・
ホ
セ
イ
ン
に

誓
っ
て
お
こ
な
う
願
掛
け
の
善
行
は
必
ず
叶
う
と
も
言
わ
れ
て
い
て
、
イ

ラ
ン
人
に
と
っ
て
強
い
説
得
力
を
持
つ
論
理
で
す
。
毎
年
、
ア
ー
シ
ュ
ー

ラ
ー
の
時
期
と
、
エ
マ
ー
ム
・
ホ
セ
イ
ン
殉
教
後
40
日
目
の
服
喪
で
あ
る

ア
ル
バ
ー
イ
ー
ン
が
あ
る
月
に
は
、
献
血
量
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
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３
．「
他
者
の
善
意
の
上
に
自
分
の
命
が
あ
る
」

　

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
で
の
調
査
中
、
重
症
型
サ
ラ
セ
ミ
ア
の
若
者
た
ち
か

ら
何
度
も
、
自
分
た
ち
の
命
は
人
々
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

意
味
合
い
の
言
葉
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
20
代
か
ら
30
代
前
半

の
彼
（
女
）
ら
に
は
少
し
不
釣
り
合
い
な
達
観
の
よ
う
に
も
響
く
こ
の
言

葉
の
重
み
を
、
当
時
は
実
感
を
持
っ
て
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
献
血
者
が
減
少
し
血
液
が
な
い
、
そ
れ
が
よ
く

知
る
人
た
ち
の
命
を
直
接
的
に
脅
か
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
突
き
つ
け

ら
れ
て
、
初
め
て
、
そ
れ
が
漠
然
と
し
た
感
謝
の
表
明
な
ど
で
は
な
く
、

献
血
者
が
い
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
実
情
を
反
映
し
た
表
現

だ
っ
た
と
胸
に
落
ち
た
の
で
す
。

　

イ
ラ
ン
の
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
過
去
２
年
間
に
比
し
て
、
２
０
２
２
年
の
献

血
量
は
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
２
０
１
８
年
か
ら
強
化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
経
済
制
裁
の
影
響

で
イ
ラ
ン
で
は
物
価
上
昇
が
続
き
、
人
々
の
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
血
液
供
給
に
お
い
て
、
献
血
者
が
減
り
、
生
活
困

窮
に
陥
っ
た
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
売
買
血
が
ふ
た
た
び
蔓は
び
こ延
る

よ
う
な
事
態
に
陥
ら
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

アーシューラーの行進（テヘラン）　国や地域によっては、男性たちが自らの身体を血しぶきが飛ぶほど
打ち付けるアーシューラーの儀礼をおこなうところもある。しかしイランの都市部では、はたきのよう
に見える鎖の束で黒衣の上から上半身をリズムに合わせて叩く程度で、比較的穏やかに行事が進む。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
連
帯
、
連
帯
か
ら
生
ま
れ
る
変
化

─
─
ブ
ラ
ジ
ル
の
事
例

37

ボランティア

１
９
７
０
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ベ
レ
ン
市
に
「
子
ど
も
の
権
利
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
を
創
る
」
を
目
的
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
エ
マ
ウ
ス
共
和
国

運
動
が
設
立
さ
れ
た
。
２
年
後
、
エ
マ
ウ
ス
は
一
般
市
民
に
生
活

困
難
な
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
団

体
の
活
動
に
対
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、グ
ラ
ン
ジ
・

コ
レ
ッ
タ
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
た
。

　

１
９
８
８
年
に
編
纂
さ
れ
た
初
の
民
主
憲
法
の
草
案
の
多

く
は
、
市
民
社
会
組
織
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ア

を
話
し
合
い
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
政
府
を
動
か
し
て
い
く

社
会
運
動
の
伝
統
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

い
る
と
「
社
会
の
た
め
に
自
分
が
動
く
」
文
化
を
感
じ
る
機

会
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

「
子
ど
も
の
権
利
」
を
テ
ー
マ
に
社
会
に
働
き
か
け
る

　

１
９
７
０
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
の
ベ
レ
ン
市
に
「
エ
マ
ウ

ス
共
和
国
運
動
」
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
路
上

田村梨花
たむら・りか

上智大学外国語学部 教授
ブラジル地域研究

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
社
会
運
動
の
歴
史

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
１
８
２
２

年
の
独
立
後
も
長
期
に
わ
た
り
人
種
や
社
会
階
層
間
の
不
平

等
性
が
社
会
の
特
徴
と
な
っ
て
き
た
国
で
す
。
20
世
紀
後
半

か
ら
民
主
主
義
の
定
着
と
社
会
政
策
の
推
進
が
み
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
２
０
１
５
年
以
降
の
政
局
不
安
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
な
ど
か
ら
、
貧
困
は
い
ま
だ
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
社
会
の
不
平
等
性
を
問
題
視
し
、

す
べ
て
の
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
公
正
な
社
会
を
創
る
た
め

の
社
会
運
動
が
育
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
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ズ
も
変
化
し
ま
し
た
。
初
等
教
育
の
就
学
率
は
99
％
で
、
児

童
労
働
は
減
り
ま
し
た
が
、
搾
取
と
暴
力
に
苦
し
む
子
ど
も

は
い
ま
だ
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
エ
マ
ウ
ス
は
、
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
文
化
活

動
や
、
社
会
を
創
る
主
体
と
し
て
の
子
ど
も
・
若
者
の
権
利

に
つ
い
て
考
え
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
な
ど
を
通
じ
て
、

公
教
育
と
は
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
学
び
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
問
題
意
識
を
原
点
と
し
、
地
域
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
議
論
し
、
課
題

を
発
見
し
て
解
決
へ
の
行
動
に
つ
な
げ
ま
す
。
い
ま
で
は
約

６
０
０
人
の
子
ど
も
が
訪
れ
る
民
主
主
義
の
実
践
の
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ジ
・
コ
レ
ッ
タ
に
参
加
す
る
人
々

　

グ
ラ
ン
ジ
・
コ
レ
ッ
タ
も
、
１
９
７
２
年
当
時
の
目
的
が

忠
実
に
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
用
品
を
集
め
て
資
金
を
得

る
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
市
民
に
「
子
ど
も
の
権
利
」
に

つ
い
て
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
。
ま
ず
そ
の
年
の
テ
ー
マ
が

話
し
合
わ
れ
、
開
催
の
数
か
月
前
に
な
る
と
そ
の
テ
ー
マ
を

も
と
に
作
ら
れ
た
「
開
催
趣
旨
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
」
の

チ
ラ
シ
が
街
中
に
配
ら
れ
ま
す
。

　

不
用
品
の
回
収
作
業
は
、
ベ
レ
ン
市
を
20
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

で
働
く
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
食
事
で
き
る
場
所
を
創
ろ

う
と
、
地
元
の
若
者
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
活
動

は
、
自
分
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
子
ど
も
自
身
が
話

を
し
、
解
決
方
法
を
み
ん
な
で
考
え
る
空
間
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
働
く
子
ど
も
た
ち
が
求
め
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は

搾
取
や
暴
力
の
な
い
、
子
ど
も
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
創
る
こ
と
で
し
た
。

「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
社
会
を
創
る
に
は
、

人
々
が
も
っ
と
こ
の
問
題
を
意
識
し
、
か
か
わ
り
を
も
つ
こ

と
が
重
要
」
と
と
ら
え
、
１
９
７
２
年
に
グ
ラ
ン
ジ
・
コ
レ
ッ

タ
（G

rande C
oleta　

大
収
集
）
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。
一
般
市
民
に
対
し
、
困
難
な

生
活
状
況
に
あ
る
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

提
供
し
、
エ
マ
ウ
ス
の
活
動
に
対
し
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
不
用
品
の
寄
付
を
募
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
不
用
品
は
、「
手
に
職
を
つ
け
た
い
」
と
い
う

子
ど
も
た
ち
の
希
望
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
職
業
訓
練
教
室
の

「
教
材
」
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
修
理
や

リ
メ
イ
ク
が
施
さ
れ
た
不
用
品
は
、
貧
困
層
の
住
民
に
安
価

で
提
供
さ
れ
ま
す
。
そ
の
収
益
は
組
織
の
活
動
維
持
費
に
な

る
の
で
、
一
石
六
鳥
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち
ま
し
た
。

　

エ
マ
ウ
ス
の
創
立
か
ら
50
年
が
経
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
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分
け
、
約
24
台
も
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
市
街
地
を
巡
り
、
丸

一
日
か
け
て
行
な
う
大
規
模
な
レ
ベ
ル
。
何
よ
り
も
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
主
役
は
、
７
０
０
人
を
超
え
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　

回
収
作
業
を
行
な
う
ト
ラ
ッ
ク
乗
車
チ
ー
ム
以
外
に
も
、

倉
庫
で
の
物
品
の
荷
下
ろ
し
要
員
の
手
配
は
必
須
。
冷
蔵
庫

や
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
、
ソ
フ
ァ
、
テ
ー
ブ
ル
と
い
っ
た
大
物
も

多
く
、
運
搬
作
業
は
か
な
り
の
力
仕
事
で
す
。
地
域
の
小
学

校
を
会
場
に
行
な
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事
前
研
修
も
、

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
表
面
的
な
も
の
に
し
な
い
た
め
の
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
で
す
。

　

当
日
の
食
事
を
準
備
す
る
調
理
ス
タ
ッ
フ
や
救
急
隊
の
配

置
も
重
要
な
仕
事
。
調
理
ス
タ
ッ
フ
は
地
域
の
お
ば
さ
ま
た

ち
で
、
な
か
に
は
、「
１
９
７
２
年
か
ら
欠
か
さ
ず
参
加
し
て

い
る
の
よ
」
と
い
う
重
鎮
も
。
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
こ
ん
な

に
大
量
の
大
鍋
が
？　

と
私
が
目
を
丸
く
し
て
い
る
間
に
、

山
の
よ
う
に
積
ま
れ
た
に
ん
じ
ん
、
玉
ね
ぎ
、
鶏
肉
が
次
々

と
調
理
さ
れ
て
い
く
様
は
爽
快
で
す
。

　

コ
レ
ッ
タ
当
日
、
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
帽
子
を
受
け
取

り
、
気
分
が
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
場
に
い
る
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
円
陣
を
組
み
、「
今
日
は
丸
一
日
、
汗
を
か
い
て
働

く
ぞ
！
」
と
い
う
「
チ
ー
ム
」
と
し
て
の
感
覚
を
共
有
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
移
動
し
ま
す
。

　

乗
車
チ
ー
ム
は
回
収
、
積
込
の
連
続
で
ハ
ー
ド
で
す
が
、

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
っ
て
街
の
目
抜
き
通
り
を
爆
走
す
る

た
め
大
人
気
の
役
回
り
。
風
を
切
っ
て
気
持
ち
よ
く
会
話
を

し
て
い
た
ら
、
荷
台
に
乗
っ
て
い
た
人
の
帽
子
が
飛
ん
で
い
っ

て
し
ま
い
、「
気
に
入
っ
て
い
た
の
に
…
…
で
も
戻
れ
な
い
し
、

仕
方
な
い
ね
」
と
話
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
た

トラック満杯の回収物は一瞬で降ろされ、仕分けされる。（2019 年、筆者
撮影）
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見
知
ら
ぬ
男
性
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
追
い
か
け
て
き
て
、「
エ
マ

ウ
ス
の
帽
子
落
と
し
た
だ
ろ
う
！　

ほ
ら
！！
」
と
満
面
の
笑
み

で
届
け
て
く
れ
た
姿
に
は
、
さ
す
が
ブ
ラ
ジ
ル
…
…
と
ほ
っ

こ
り
。

　

担
当
地
区
の
所
々
で
停
車
し
、
事
前
に
連
絡
の
あ
っ
た
家

を
訪
ね
て
、
不
用
品
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
。
楽
器
を
ゲ
ッ

ト
し
た
ら
サ
ン
バ
を
始
め
、
住
民
の
差
し
入
れ
の
冷
た
い
水

に
喉
を
潤
す
。
荷
台
が
物
資
で
満
杯
に
な
っ
た
ら
本
部
に
戻

り
、
物
資
を
降
ろ
す
。
ト
ラ
ッ
ク
は
次
か
ら
次
へ
と
倉
庫
に

入
っ
て
く
る
の
で
、
最
速
で
回
収
物
を
降
ろ
し
、
分
別
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

汚
れ
や
埃
だ
ら
け
の
も
の
で
も
い
と
わ
ず
手
に
取
り
、
重

い
も
の
で
も
黙
々
と
運
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
品
の
保
管
場
所

に
積
み
上
げ
て
い
く
。
そ
の
き
び
き
び
と
し
た
様
子
は
見
惚

れ
る
ば
か
り
。「
や
る
時
は
や
る
」
と
い
う
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
真

骨
頂
を
見
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

社
会
を
変
え
る
連
帯
の
た
め
に

　

49
回
目
を
迎
え
る
２
０
２
２
年
の
テ
ー
マ
は
、「
連
帯
は
道

─
世
界
を
変
え
る
包
摂
の
た
め
に
」
で
す
。
２
０
２
０
年

に
逝
去
し
た
エ
マ
ウ
ス
の
創
設
者
ブ
ル
ー
ノ
神
父
の
「
連
帯

以
外
に
道
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
、
市
民
の
潜
在
力
へ
の

期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
す
べ
て
の
人
の
役
割
」

と
書
か
れ
て
い
る
「
開
催
趣
旨
」
を
手
に
し
、
多
く
の
人
々

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
集
ま
る
理
由
は
、「
楽
し
さ
」
と
「
達
成

感
」
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
仲
間
と
汗
を
流
し
、
数
百
名
が

一
丸
と
な
っ
て
同
じ
目
的
の
た
め
に
働
く
。
寄
付
に
協
力
し

て
く
れ
る
町
中
の
住
民
、
大
通
り
を
走
る
ト
ラ
ッ
ク
に
向
か
っ

て
手
を
振
っ
て
く
れ
る
人
々
、
す
べ
て
の
人
が
参
加
者
で
あ

り
、
仲
間
と
な
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
、

無
数
の
人
の
「
連
帯
」
を
紡
ぎ
だ
し
、
そ
れ
は
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
人
生
、
そ
し
て
社
会
そ
の
も
の
を
変
え
る
力
に
な

る
。
そ
の
感
覚
は
間
違
い
な
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
心
を
満
た
し
て
く
れ
ま
す
。

　

エ
マ
ウ
ス
に
研
修
生
と
し
て
赴
い
た
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
多
く
が
、「
人
権
」「
子
ど
も
」「
ア
ー
ト
」「
身
体
」「
食

と
安
全
」「
保
健
医
療
」「
心
理
」「
教
育
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
」「
多
文
化
共
生
」「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
い
っ
た
多

様
な
分
野
で
そ
の
経
験
を
発
揮
し
、
社
会
を
創
る
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
、
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

　

T
hink globally, act locally

を
体
現
し
て
活
躍
し
て
い
る

仲
間
に
つ
い
て
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、「
次
は
い
つ
ブ
ラ
ジ

ル
に
来
る
の
?!
」
と
い
つ
も
質
問
攻
め
に
。
国
境
を
超
え
た

連
帯
は
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
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横
浜
市
鶴
見
区
に
あ
る
〈
ひ
だ
ま
り
の
保
育
園
〉
に
は
総
額
約
50
万
円
を
助
成
。
同
園
は
助
成
金
で
ま
ま
ご
と
キ
ッ
チ

ン
セ
ッ
ト
の
ほ
か
、
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ラ
ン
ス
ス
ト
ー
ン
や
メ
ッ
シ
ュ
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
室
内
運
動
器
具
を
購
入
し
た
。

ひ
だ
ま
り
の
保
育
園

【
助
成
施
設
訪
問
】

　
〈
ひ
だ
ま
り
の
保
育
園
〉
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鶴
見
保
育
の
会
が
設
置
す
る
小
規
模
認
可
保
育
所
で
、

２
０
２
０
年
４
月
に
開
園
し
た
。

　

同
園
は
、
京
浜
急
行
本
線
の
京
急
鶴
見
駅
か
ら
徒
歩
5
分
の
ビ
ル
の
1
階
に
あ
る
。
横
浜
市
の
中
心
街
ま

で
15
分
あ
ま
り
の
距
離
だ
。
通
勤
途
中
に
寄
り
や
す
い
利
便
性
の
良
い
立
地
は
、
共
働
き
の
保
護
者
に
と
っ

て
子
育
て
の
負
担
軽
減
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
の
賃
料
は
高
い
。
し
か
も
、
同
園
が
入
る
５
階
建
て
の
ビ
ル
は
、
２
０
２
０
年
に

建
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
新
築
ビ
ル
だ
。
と
て
も
、
小
規
模
認
可
保
育
所
が
入
れ
そ
う
に
な
い
。

　

同
園
園
長
の
山
崎
和
子
さ
ん
は
〈
地
域
の
縁
で
こ
の
ビ
ル
に
開
園
で
き
た
〉
と
話
す
。

「
２
０
１
８
年
に
前
職
の
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
附
属
三さ
ん

松し
ょ
う

幼
稚
園
の
園
長
を
退
職
す
る
ま
で
、
お
よ
そ
半

世
紀
に
わ
た
っ
て
幼
稚
園
で
働
い
て
き
ま
し
た
。
長
年
鶴
見
の
町
で
働
い
て
き
た
こ
と
で
、
地
域
に
は
多
く

の
知
り
合
い
が
で
き
た
ん
で
す
。
三
松
幼
稚
園
の
保
護
者
会
会
長
を
さ
れ
て
い
た
縁
で
知
り
合
っ
た
ビ
ル
の

オ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
、〈
山
崎
さ
ん
が
保
育
所
を
新
た
に
始
め
る
な
ら
〉
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
」

　

そ
れ
で
も
、
立
派
な
ビ
ル
の
賃
料
を
払
っ
て
い
け
る
の
か
、
不
安
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
市
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、「
居
室
を
認
可
保
育
所
の
仕
様
に
し
、
賃
料
補
助
を
受
け
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
が
あ
っ
た
。

オ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
建
築
段
階
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
要
望
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
、
山
崎
園
長
が
理
想
と
す
る
保

お
話
を
伺
っ
た
同
法
人
代
表
理
事
で
、

同
園
園
長
の
山
崎
和
子
さ
ん
。

【
ひ
だ
ま
り
の
保
育
園
】

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
鶴
見
保
育
の
会
が
設
置
す
る
小
規
模

認
可
保
育
所
。
０
〜
２
歳
の
15
人
が
通

う
（
２
０
２
２
年
10
月
現
在
）。
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育
の
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

そ
う
し
た
縁
で
開
園
で
き
た
同
園
だ
が
、
運
動
器
具
や
遊
具
な
ど
は
十
分
に
整

え
ら
れ
な
い
事
情
も
あ
っ
た
。

「
今
回
の
助
成
で
購
入
し
た
運
動
器
具
は
、
雨
の
日
で
も
、
暗
く
な
っ
た
夕
方
の

園
内
で
も
、
天
気
や
時
間
帯
を
気
に
せ
ず
に
遊
べ
ま
す
。
遊
び
の
中
で
自
然
と
体

力
も
身
に
付
き
ま
す
し
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
」

　

今
で
は
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ラ
ン
ス
ス
ト
ー
ン
や
メ
ッ
シ
ュ
ト
ン
ネ
ル
、
ス
プ
リ
ン

グ
マ
ッ
ト
な
ど
の
運
動
器
具
が
充
実
し
て
い
る
。そ
れ
ら
が
今
回
の
助
成
対
象
だ
。

　

同
園
が
入
る
ビ
ル
の
他
階
に
は
、
子
ど
も
支
援
や
多
文
化
・
多
世
代
の
活
動
拠

点
づ
く
り
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
外
国
籍
の
家
庭
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
入

居
し
て
い
る
。
同
園
は
、
二
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
実
践
・
発
信
し
て
い
る
。

「
園
に
い
る
外
国
籍
の
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
は
日
本
語
が
得
意
で
は
な
い
の
で
、

３
階
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
外
国
語
の
書
類
作
成
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
て
助
か
っ

て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
同
園
で
は
、〈
人
と
の
繋
が
り
〉
を
大
事
に
し
て
い
る
。
山
崎
園
長
は
、

「
人
は
人
の
中
で
し
か
人
に
な
れ
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
関
係
性
を
広
げ

て
、心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
子
ど
も
た
ち
に
育
ん
で
ほ
し
い
で
す
」

レインボーバランスストーンで遊ぶ子どもたち　

ひだまりの保育園が入るビル　他階
には、二つの NPO 法人が入居してい
る
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と
話
す
。

　

園
周
辺
か
ら
駅
ま
で
の
道
の
り
は
、
鶴
見
銀
座
商
店
街
と
な
っ
て
い
て
、
人
通
り
も

多
く
と
て
も
賑
や
か
。
そ
う
し
た
環
境
を
生
か
し
て
、
同
園
で
は
〈
ま
ち
保
育
〉
を
実

践
し
て
い
る
。〈
ま
ち
保
育
〉
は
、
子
ど
も
が
ま
ち
で
育
っ
て
い
く
土
壌
づ
く
り
の
た

め
に
、
ま
ち
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
一
つ
に
、〈
人

と
の
繋
が
り
〉
を
広
げ
て
い
く
活
動
が
あ
る
。

　

園
を
訪
れ
た
日
も
、
散
歩
の
途
中
で
〈
人
と
の
繋
が
り
〉
が
見
ら
れ
た
。
工
事
現
場

の
交
通
誘
導
員
さ
ん
に
、
保
育
士
が
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
声
を
か
け
る
と
、
そ
れ
を

真
似
し
て
子
ど
も
た
ち
も
挨
拶
す
る
。
子
ど
も
に
声
を
か
け
ら
れ
た
誘
導
員
さ
ん
は
挨

拶
を
返
し
、
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
同
園
で
は
卒
園
後
の
〈
繋
が
り
〉
も
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

鶴
見
地
域
に
７
つ
の
連
携
園
を
持
つ
。
日
頃
か
ら
連
携
園
に
遊
び
に
い
っ
た
り
、
行
事

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
交
流
を
持
っ
て
お
り
、
卒
園
後
の
子
ど
も
た
ち
の
成

長
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　

最
後
に
山
崎
園
長
は
、「
子
育
て
の
主
体
は
保
護
者
で
す
。
そ
れ
で
も
今
は
核
家
族

が
増
え
て
い
て
、
子
育
て
の
モ
デ
ル
と
な
る
人
が
側
に
い
な
か
っ
た
り
、
相
談
で
き
る

相
手
が
い
な
か
っ
た
り
で
、
子
育
て
し
づ
ら
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
園
が
保
護
者

た
ち
の
実
家
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
、
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
と
一
緒
に
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。（
文　

佐
藤
修
久
／
地
人
館
）

地域を散歩する子どもたち　

散歩の途中で電車を見る子どもたち　行き交
う人に挨拶したり、まちにある資源を保育に
活用することで、〈まち保育〉を実践している。
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１
．
福
島
大
学
の
食
農
実
践
演
習

　

２
０
１
９
年
に
福
島
大
学
に
新
設
さ
れ
た
農
学
群
食
農
学

類
に
は
、
食
品
科
学
、
農
業
生
産
学
、
生
産
環
境
学
、
農
業

経
営
学
の
４
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
食
農
学
類
に
１
期
生
と
し
て
入
学
し
、
現
在
は
生
産

環
境
学
コ
ー
ス
に
所
属
し
て
、
主
に
水
管
理
や
土
壌
、
森
林

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

食
農
学
類
に
は
食
農
実
践
演
習
と
い
う
特
徴
的
な
授
業
が

あ
り
ま
す
。
福
島
県
内
の
９
つ
の
自
治
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
２
年
生
後
期
か
ら
１
年
半
か
け
て
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

食
農
実
践
演
習
で
は
４
つ
の
コ
ー
ス
の
学
生
が
ス
ク
ラ
ム

を
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
は
飯

舘
村
で
活
動
し
ま
し
た
。

２
．
飯
舘
村
フ
ィ
ー
ル
ド
の
活
動

（
1
）
飯
舘
村
と
原
発
事
故
の
影
響

　

飯
舘
村
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
、

北
西
に
直
線
距
離
で
約
40
キ
ロ
離
れ
て
い
ま
す
。
原
発
に
よ

る
経
済
的
な
恩
恵
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
か
っ
た
山
間
部
の
村

で
し
た
が
、
事
故
後
の
放
射
線
量
が
高
く
、
全
村
避
難
と
な

り
ま
し
た
。
避
難
は
長
期
に
わ
た
り
、
20
行
政
区
の
う
ち
19

行
政
区
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
の
は
約
６
年
後
、
１
行

政
区
は
今
も
帰
還
困
難
区
域
で
す
。

地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、
実
践
的
に
学
ぶ中川実南

なかがわ・みなみ

福島大学食農学類４年

若者の風景

福
島
大
学
食
農
学
類
に
は
、
県
内
の
９
市
町
村
で
地
域
の
課
題

に
取
り
組
む
「
食
農
実
践
演
習
」
と
い
う
授
業
科
目
が
あ
り
ま

す
。
地
域
の
人
と
一
緒
に
現
場
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

教
室
で
得
た
知
識
も
活
用
し
な
が
ら
実
践
的
に
学
び
ま
す
。
自

分
た
ち
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
良
い
変
化
を
感
じ
ら
れ
、
地

域
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

15
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２
０
２
２
年
9
月
現
在
、
村
内
居
住
者
は
１
５
０
７
人
、

そ
の
２
倍
以
上
の
３
３
９
２
人
が
県
内
外
の
避
難
先
に
い
ま

す
。
村
の
人
口
は
大
き
く
減
少
し
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

（
2
）
３
つ
の
活
動
テ
ー
マ

　

飯
舘
村
フ
ィ
ー
ル
ド
の
１
期
生
12
人
は
、
飯
舘
村
の
こ
と

を
学
ん
で
村
の
課
題
を
見
出
し
、
３
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

１
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
飯
舘
村
に
人
を
呼
ぶ
」
で
す
。
主

に
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信

や
集
客
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
飯
舘
村
の
村
長

が
、「
若
者
が
関
わ
る
と
村
民
が
元
気
に
な
る
」
と
言
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。

　

２
つ
目
は「
飯
舘
村
の
特
産
品
を
作
る
」で
す
。
村
に
目
立
っ

た
特
産
品
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
村
名
の
付
い
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
品
種
・
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
に
着
目
し
ま
し
た
。
成
分
を
分

析
し
、
特
性
を
生
か
し
た
レ
シ
ピ
の
提
案
や
情
報
発
信
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
「
飯
舘
村
の
農
地
と
周
辺
環
境
を
守
る
」
で
す
。

村
の
南
部
に
位
置
す
る
前
田
・
八
和
木
地
区
（
以
下
、
11
区
）

の
農
業
者
か
ら
、
害
獣
被
害
に
困
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
地

域
の
人
と
一
緒
に
獣
害
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
３
つ
目
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

３
．
取
り
組
ん
だ
獣
害
対
策

（
1
）
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け

　

飯
舘
村
に
つ
い
て
学
ぶ
過
程
で
、
11
区
営
農
組
合
の
農
業

者
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
、
私
た
ち
の
発
表
に
意

見
を
も
ら
っ
た
り
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
多

か
っ
た
の
が
「
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
困
っ
て
い
る
」

と
い
う
声
で
し
た
。

　

特
に
、
サ
ル
は
有
効
な
対
策
が
な
く
、
深
刻
な
被
害
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
獣
害
対
策
や
野
生
動
物
に
つ
い
て
専
門
的

に
学
ん
で
い
る
私
た
ち
に
何
か
力
に
な
れ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

（
2
）
11
区
で
の
活
動
と
交
流

①
現
地
調
査

　

最
初
に
、
現
地
の
被
害
や
対
策
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

11
区
の
水
田
や
畑
の
周
り
を
獣
害
対
策
専
門
の
福
島
大
の
教

員
と
見
て
歩
い
て
、
電
気
柵
が
正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
る
か
、

野
生
動
物
の
痕
跡
が
あ
る
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

11
区
営
農
組
合
の
農
業
者
に
、
現
在
実
施
し
て
い
る
対
策
や

今
後
や
っ
て
み
た
い
対
策
、
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
を
始
め
た
当
初
は
、
世
代
の
違
う
農
業
者
と
活
動
を

う
ま
く
継
続
し
て
い
け
る
の
か
な
ど
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
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し
よ
う
と
し
て
い
る
人
も
い
て
、
私
た
ち
も
「
ど
う
に
か
力

に
な
り
た
い
！
」
と
思
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

②
モ
デ
ル
圃ほ

場じ
ょ
うの

整
備

　

現
地
調
査
の
結
果
、
電
気
柵
の
設
置
状
況
に
問
題
が
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。「
正
し
い
対
策
を
施
し
た
圃
場
を
見

本
に
し
て
も
ら
う
と
良
い
の
で
は
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
教

員
に
受
け
て
、
住
民
の
協
力
を
得
て
、
被
害
の
多
い
地
域
の

圃
場
を
借
り
て
、
モ
デ
ル
圃
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

森
林
に
囲
ま
れ
た
圃
場
の
周
り
を
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
用
の

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
と
サ
ル
対
策
用
の
電
気
柵
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
柵
で
囲
み
、
周
囲
に
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
野
生
動
物
の
動
き
を
観
察
し
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
に
は
圃
場

側
に
伸
び
た
木
の
枝
か
ら
サ
ル
が
侵
入
す
る
様
子
な
ど
が

映
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
対
策
を
改
善
し
ま
し
た
。

③
農
業
者
向
け
の
勉
強
会

　

11
区
の
農
業
者
に
呼
び
掛
け
、
約
30
人
に
私
た
ち
の
活
動

報
告
と
獣
害
対
策
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
集
会
所
で
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
解
説
し
た
後
、
電
気
柵
や
複
合
柵
を
設
置

す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
布

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
モ
デ
ル
圃
場
に
移
動
し
て
実
際
の
設
置
状
況
を

食農実践演習における現地調査活動の様子　学生たちは、飯舘村の農業者から
害獣による被害状況や、獣害対策についての聞き取り調査を行った。

　

し
か
し
、
私
た
ち
に
被
害
の
様
子
や
動
物
の
目
撃
情
報
な

ど
を
詳
し
く
話
し
て
く
れ
て
、
村
内
の
様
子
を
知
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
私

た
ち
が
村
の
輪
に
入
り
や
す
い
よ
う
に
環
境
を
作
っ
て
く
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
被
害
に
遭
っ
て
も
前
向
き
に
対
策
を
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見
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
確
認
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
質
問
も
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、
私
た
ち
が
十
分
に
答
え
ら
れ

な
い
と
獣
害
対
策
の
教
員
が
補
足
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
く
、

関
心
の
高
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
質
問
の
多
さ
は
、

動
物
の
生
態
な
ど
に
基
づ
い
て
対
策
を
説
明
す
る
教
員
を
頼

り
に
し
て
い
る
か
ら
だ
と
わ
か
り
、
専
門
的
な
学
び
が
地
域

の
人
に
役
立
つ
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

４
．
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
す
る
過
程
で
は
苦
戦
す
る
こ

と
も
多
く
、
ど
う
し
た
ら
解
決
に
向
か
え
る
か
、
分
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
る
の
か
を
仲
間
と
話
し
合
い
な
が
ら
活
動
し

た
1
年
半
で
し
た
。

　

勉
強
会
に
参
加
し
た
農
業
者
の
反
応
は
、
私
た
ち
も
役
に

立
て
た
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
に
「
自
分
が
行
っ
て

い
る
対
策
は
ど
う
し
て
効
か
な
い
の
か
」
と
尋
ね
て
き
た
男

性
は
、
獣
害
対
策
に
少
し
疲
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
も
し

か
し
た
ら
営
農
意
欲
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
な

が
ら
、「
電
線
の
間
隔
が
広
い
と
間
か
ら
サ
ル
が
入
る
の
で
、

幅
を
確
認
し
て
み
る
と
良
い
か
も
」
な
ど
と
話
し
て
い
る
と
、

「
じ
ゃ
あ
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
や
る
気
に
な
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

最
近
で
は
福
島
県
だ
け
で
な
く
、
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
、

学
生
や
若
者
に
よ
る
地
域
お
こ
し
活
動
を
よ
く
目
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
に
入
り
、
活
動
し
、
具
体
的
な
成
果

を
得
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
誰

か
か
ら
感
謝
さ
れ
た
り
、
地
域
に
良
い
変
化
を
感
じ
た
り
す

る
こ
と
が
、
活
動
の
原
動
力
に
な
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

モデル圃場に設置した獣害対策用の複合柵　学生たちはチェック項目に
従って複合柵の設置状況を確認し、リストと対策を改善した。



97　ブックレビュー

中
山
間
地
域
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

監修＝生源寺眞一ほか
B5 判・並製・177 頁
定価 1800 円（税込）
農山漁村文化協会

［目次より］
I 中山間地域とは、その歴史
と課題／ II データで見る中
山間地域／ III テーマで見る
中山間地域の課題／ IV 地域
事例に見る中山間の近未来
／他

　

本
書
で
も
取
り
上
げ
た
田
園
回
帰
や
関
係
人
口
の
流
れ
に

は
、
中
山
間
地
域
と
都
会
と
の
つ
な
が
り
に
加
え
て
、
世
代

間
の
継
承
と
い
う
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
冒
頭
で
大
学

生
や
高
校
生
に
言
及
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
歴
史
を
未
来
に

つ
な
ぐ
道
筋
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

地
域
を
つ
な
ぎ
、
世
代
を
つ
な
ぐ
。
そ
の
た
め
の
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
本
書
を
世
に
問
う
こ
と
は
、

ま
さ
に
つ
な
が
り
を
生
む
た
め
の
挑
戦
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（「
ま
え
が
き
」
よ
り
）

篇＝農林水産省
新書判・並製・288 頁
定価 920 円（税込）
全国官報販売協同組合

［目次より］
トピックス／第 1 章　食料
の安定供給の確保／第 2 章　
農業の持続的な発展／第 3
章　農村の振興／第 4 章　
災害からの復旧・復興や防災・
減災、国土強靱化等／他

令
和
４
年
版　

食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

　

本
書
は
、
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
公
表
を
踏
ま

え
て
、「
変
化
す
る
我
が
国
の
農
業
構
造
」
を
特
集
テ
ー
マ
と

し
、
日
本
の
農
業
構
造
の
中
長
期
的
な
変
化
に
つ
い
て
記
述

し
て
い
る
。
冒
頭
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
が
食

料
・
農
業
・
農
村
に
及
ぼ
し
た
影
響
」
の
他
、「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
基
づ
く
取
組
」「
農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
額
が
１
兆
円
突
破
」「
ス
マ
ー
ト
農
業
・
農
業
の
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
な
ど
を
紹
介
し

て
い
る
。
ま
た
本
書
は
、
日
本
の
食
料
・
農
業
・
農
村
の
さ

ま
ざ
ま
な
統
計
デ
ー
タ
記
載
し
、
そ
れ
を
知
る
上
で
、
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
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著＝ロンダ・シービンガー
A5 判・上製・416 頁
定価 3800 円（税別）
工作舎

［目次より］
第１章　制度的概況／第２
章　貴族のネットワーク／
第３章　手工業的伝統にお
ける女性科学者／第４章　
女性の伝統／他

デ
ー
タ
で
み
る
県
勢
２
０
２
３

『
デ
ー
タ
で
み
る
県
勢
』
は
、『
日
本
国
勢
図
会
』
の
地
域
版

と
し
て
、
地
方
の
社
会
・
経
済
情
勢
を
明
ら
か
に
し
た
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
で
す
。
第
１
部
「
府
県
の
す
が
た
」
で
は
、
各
都

道
府
県
の
概
要
を
、
主
要
デ
ー
タ
や
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
レ
ー

ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
す
ほ
か
、
主
な
生
産
物
な
ど
を
掲
載
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
気
に
な
る
項
目
に
関
す
る
解
説
ペ
ー

ジ
を
加
え
て
い
ま
す
。
第
２
部
「
府
県
別
統
計
」
で
は
、
国

土
・
人
口
、
労
働
、
産
業
、
財
政
、
社
会
・
文
化
な
ど
８
つ

の
章
に
分
け
て
、
都
道
府
県
の
多
様
な
統
計
を
掲
載
し
ま
し

た
。
第
３
部
「
市
町
村
統
計
」
で
は
、
市
町
村
の
さ
ま
ざ
ま

な
指
標
を
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
全
市
町
村

の
主
要
統
計
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
読
者
の
方

を
対
象
に
、
第
３
部
の
統
計
デ
ー
タ
は
矢
野
恒
太
記
念
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
本

書
は
電
子
書
籍
で
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

科
学
史
か
ら
消
さ
れ
た
女
性
た
ち　

改
訂
新
版

　

研
究
環
境
は
劇
的
に
変
化
し
た
が
、
ほ
ぼ
三
〇
年
の
時
を

経
て
も
本
書
は
そ
の
輝
き
を
失
っ
て
い
な
い
。
第
３
章
ま
で

の
過
去
の
女
性
研
究
者
の
発
掘
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
情
報

が
付
け
加
わ
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
彼
女
の
着
眼
は
古
び
て

い
な
い
。
第
４
章
以
降
の
近
代
科
学
と
女
ら
し
さ
を
巡
る
相

克
に
つ
い
て
、
本
書
を
超
え
る
仕
事
は
私
の
知
る
限
り
出
て

き
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
科
学
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
を
志

す
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
本
書
は
今
後
も
重
要
な
基
本
文

献
で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
近
年

注
目
さ
れ
て
い
るG

ender Innovation

と
い
う
新
し
い
概
念

が
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
研
究
、
歴
史
的
反
省
か
ら
生
ま
れ
て

き
た
も
の
な
の
か
を
、
本
書
の
よ
う
な
科
学
史
書
を
通
し
て

押
さ
え
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

（「
改
訂
新
版
へ
の
訳
者
あ
と
が
き
」
よ
り
）

発行＝矢野恒太記念会
A5 判・並製・512 頁
定価 2700 円（税別）
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今
回
の
座
談
会
は
、
２
０
１
９
年
に
新
設
さ
れ
た
福
島
大

学
食
農
学
類
の
活
動
を
話
題
の
中
心
に
、「
農
」「
食
」「
地
域
」

に
つ
い
て
議
論
い
た
だ
き
ま
し
た
。
座
談
会
で
司
会
者
は
、

「
最
近
、
福
島
大
学
に
限
ら
ず
、
農
学
系
の
学
部
を
つ
く
る

動
き
が
か
な
り
活
発
に
続
い
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

今
号
の
特
集
が
、「
農
」
と
「
食
」
に
関
わ
る
産
業
や
地
域

の
発
展
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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今
号
か
ら
「
緑
と
暮
ら
す
」
の
連
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

各
地
に
取
材
し
て
豊
か
な
緑
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を

取
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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ご
意
見
、
ご
感
想
等
を
８
０
０
字
前
後
に
ま
と
め
、
当
財

団
へ
ご
郵
送
い
た
だ
く
か
、d1-foundation@

dream
.ocn.

ne.jp 

に
お
送
り
下
さ
い
。
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方
に
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呈
い
た
し
ま
す
。 



第94号	 日・中・韓の家族とコミュニティ	
（91.5）

第95号	 公共トイレを考える	 （91.8）
第96号	 市民農園	 （91.11）
第97号	 現代結婚考	 （92.2）
第98号	 青年会議所	 （92.5）
第99号	 小学生	 （92.8）
第100号★日本のコミュニティ	 （92.11）
第101号	 人にやさしいまちづくり　  （93.2）
第102号	 生涯楽集	 （93.5）
第103号	 花と暮らし	 （93.8）
第104号	 外国人	 （93.11）
第105号	 超高層住宅の暮らし	 （94.2）
第106号	 空港とコミュニティ	 （94.5）
第107号★祖父母と孫	 （94.8）
第108号	 生活と時間	 （94.11）
第109号	 農村の暮らし	 （95..2）
第110号	 雨・水・暮らし	 （95.5）
第111号	 地震災害とコミュニティ　  （95.8）
第112号	 コミュニティ 30年の歩み（95.11）
第113号	 都市防災とコミュニティ　  （96.2）
第114号	 ペットを考える	 （96.5）
第115号	 女性とコミュニティ	 （96.8）
第116号	 大学とコミュニティ	 （96.11）
第117号	 通信メディアとコミュニティ	

（97.2）
第118号	 今後の地域保健の課題  　　（97.5）
第119号	 都市における死者の弔いかた	

（97.11）
第120号	 家庭科教育と今の社会  　　（98.2）
第121号　ごみ問題と自治体	 （98.5）
第122号	 巨大ショッピングセンターと地元  
	 商店街　　　　　　　　   （98.11）
第123号	 子ども文庫とコミュニティ（99.5）
第124号	 住民によるまちづくり   　（99.11）
第125号	 高齢社会と交通	 （00.5）
第126号	 子どもとコミュニティ　   （00.11）
第127号	 ホスピスとコミュニティ　  （01.5）
第128号	 サウンドスケープとまちづくり

（01.11）
第129号	 戦後ニュータウンを見直す（02.5）
第130号	 食生活の変化と家族	 （02.11）
第131号	 地域で支える子育て	 （03.5）
第132号	 農村地域の自立と住民参加

（03.11）
第133号	 家族はどうなるのか	 （04.5）
第134号	「ご近所」を見直す	 （04.11）
第135号	 介護保険と介護予防	 （05.5）
第136号	 わかりあえるコミュニティ	

 （05.11）
第137号	 墓とコミュニティ	 （06.5）

第138号	 祭りとコミュニティ	 （06.11）
第139号	 団塊世代とコミュニティ　  （07.5）
第140号	 ミュージアムと地域社会   （07.11）
第141号	 景観とコミュニティ	 （08.5）
第142号	 日本の医療と地域の力   　（08.11）
第143号	 日本の親子の現在地	 （09.5）
第144号	 地域メディアはコミュニティに何
	 をもたらすのか	 　　  （09.11）
第145号	 水辺の環境文化とコミュニティ

 （10.5）
第146号	 多文化共生を考える	 （11.5）
第147号	 東日本大震災〜農漁村の復興・再
	 生・再構築〜　　　　　   （11.11）
第148号	 若者が見た東日本大震災  　（12.5）
第149号	 災害に備える・コミュニティで備
	 える　　　　　　　　   　（12.11）
第150号	 出産と育児を支えるコミュニティ

（13.5）
第151号　地域で担う在宅ケア	 （13.11）
第152号　新しいコミュニティをつくる地域
	 の文化力　　　　　　　　  （14.5）
第153号　人口減少社会とコミュニティ

　　　　  （14.11）
第154号　スポーツとコミュニティ     （15.5）
第155号　農産物直売所の新しい動き	

（15.11）
第156号　世代間交流	 　　　（16.5）
第157号　地域の中の保育園	 　　  （16.11）
第158号　地域の中の男女協働	 （17.5）
第159号　当事者主体の地域福祉　   （17.11）
第160号　地域の中のムスリム	 （18.5）
第161号　土地の歴史とまちづくり　（18.11）
第162号　「平成」から「令和」へ─コミュ

ニティはどう変わるか　　（19.5）
第163号	 日本の〈農〉を考える─農業と
　　　　   地域社会   　　　　　　　（19.11）
第164号　LGBTQ＋の現在　　　　　　（20.5）
第165号　地域医療・看護・介護の現在と将来

（20.11）
第166号　水と地域の暮らし  　　　　（21.5）
第167号　新型コロナを経た暮らしとコミュニ
　　　　　ティ　　　　　　　　　　（21.11）
第168号　多様な人が共存する社会と家族のあ
　　　　　りかた  　　　　　　　　　（22.5）



第1号	 コミュニティのありかた　  （64.5）
第2号	 新しい農村生活	 （64.9）
第3号	 地域社会と婦人	 （64.11）
第4号	 都市生活とコミュニティ　  （65.2）
第5号★　家庭のしつけとコミュニティ	

　　　　  （65.6）
第6号★　老人問題とコミュニティ　  （65.9）
第7号	 コミュニティと青少年　   （65.12）
第8号	 日本人のつきあい	 （66.3）
第9号★　家族と親族	 （66.8）
第10号	 健全な子どもの育成	 （66.12）
第11号★ 今日の教育を考える	 （67.3）
第12号★ レクリエーションとスポーツ	

　　　　  （67.4）
第13号	 健康なまち	 （67.7）
第14号	 交通安全とコミュニティ　  （68.1）
第15号	 日本人のことばと話し方　  （68.3）
第16号	 テレビと家庭生活	 （68.5）
第17号	 家庭婦人の学習	 （68.10）
第18号	 公共の場におけるマナー　  （69.2）
第19号	 精神衛生	 （69.3）
第20号	 ヨーロッパを考える	 （69.3）
第21号	 公衆衛生	 （70.2）
第22号	 千代田地区保健活動10年の総括	

（70.3）
第23号	 創造的農業者	 （70.5）
第24号	 団地生活を考える	 （70.8）
第25号	 食生活を考える	 （70.10）
第26号	 日本人の暮しと住まい　　  （71.1）
第27号	 地方都市とコミュニティ　  （71.4）
第28号	 わがコミュニティ	 （71.10）
第29号	 家族はこれからどうなるか	

（71.12）
第30号	 自然と人間	 （72.3）
第31号	 子どもの遊び場	 （72.5）
第32号	 コミュニティと広場	 （72.7）
第33号	 乗物と人間	 （72.8）
第34号	 ことわざとコミュニティ   （72.10）
第35号	 主婦の生活時間	 （73.1）
第36号	 おやじの座を語る	 （73.7）
第37号	 社会と健康	 （74.1）
第38号	 災害とコミュニティ	 （74.5）
第39号	 日本の青年	 （74.6）
第40号★ コミュニティ─10年	 （75.1）
第41号	 民話とコミュニティ	 （75.2）
第42号	 余暇とコミュニティ	 （75.4）
第43号	 CATVとコミュニティ　　 （75.10）
第44号	 ゴミを語る	 （76.3）
第45号	 社会福祉の国際比較	 （76.6）
第46号	 親族問題の諸相	 （76.10）
第47号	 わがまち─その財政	 （77.1）

第48号	 保健・福祉とコミュニティ・オー
　　　　  ガニゼイション　　　　　  （77.3）
第49号★  企業とコミュニティ	 （77.9）
第50号	 人間の居住環境とコミュニティ  　

（77.11）
第51号	 身のまわりの安全	 （78.3）
第52号	 山村女性の生活変動	 （78.5）
第53号	 近所づきあいのコツ	 （78.10）
第54号	 手づくりの地域文化	 （79.3）
第55号	 各国家族の新しい動き　　  （79.3）
第56号	 コミュニティと土地利用   （79.10）
第57号	 川とコミュニティ	 （80.1）
第58号	 日本の高校生・アメリカの高校生	

（80.3）
第59号	 まちづくりの実験	 （80.9）
第60号	 主婦と職業	 （81.2）
第61号★  コミュニティ・センターの評価  　

（81.3）
第62号	 食料問題と農業のゆくえ  （81.10）
第63号	 コミュニティと生涯教育 　（82.1）
第64号	 コミュニティと生活道路 　（82.3）
第65号	 新しい地域保健をめざして（82.10）
第66号	 夫の役割・妻の役割	 （83.2）
第67号	 健康と食生活	 （83.10）
第68号	 子どもと教育	 （83.11）
第69号	 ことばと社会	 （84.3）
第70号	 商店街	 （84.3）
第71号	 ある漁村社会の移りかわり（84.6）
第72号	 集合住宅	 （84.11）
第73号	 住みよい暮らし	 （85.3）
第74号	 住区と施設	 （85.8）
第75号	 昔の主婦と今の主婦	 （85.11）
第76号	 東アジアの家族問題	 （86.2）
第77号	 少年非行	 （86.7）
第78号	 東アジアの地域社会	 （86.10）
第79号★	町内会	 （87.2）
第80号	 日米コミュニケーション考（88.2）
第81号	 三つ子の魂百まで	 （88.3）
第82号★	ササニシキの村に生きて　  （88.4）
第83号	 むらづくり	 （88.7）
第84号	 都市化と寿命	 （88.11）
第85号	 国際化と日本語	 （89.2）
第86号	 企業と地域社会	 （89.5）
第87号	 都市とお墓	 （89.8）
第88号	 退職者の暮らし	 （89.11）
第89号	 科学と暮らし─21世紀への展望 　

（90.2）
第90号	 ディズニーランドのまち　  （90.5）
第91号★	お年寄りの人間関係	 （90.8）
第92号	 地方紙の時代	 （90.11）
第93号	 お年寄りの使いやすい品物（91.2）

バックナンバー	 ★印は在庫切れ （発行年月）



　湯沢雍彦（お茶の水女子大学名誉教授）

　（23）「地域を基盤とした高齢者保健医療福
祉サービスの統合のあり方に関する研究」
（2008.4）
　代表：米林喜男（新潟医療福祉大学副学長）

　（24）「高流動性社会を背景とした農村への
人口流入と新たな『場所性』の構築プロセ
スに関する研究」（2009.9）
　代表：後藤春彦（早稲田大学）

　（25）「日韓比較からみる青少年の社会化環
境」（2011.6）
　代表：渡辺秀樹（慶應義塾大学）

　（26）「地域の特性を生かした子育て支援
と保育のあり方の研究─ある地方都市の家
庭・地域環境を事例として─」（2011.7）
　代表：牧野カツコ（お茶の水女子大学）

　（27）「長寿社会の地域力と健康─高齢者と
介護者の健康に着目して─」（2012.5）
　代表：甲斐一郎（東京大学大学院）

　（28）「農村コミュニティ変貌と資源管理・
協同組織─」（2013.11）
　代表：生源寺眞一（名古屋大学大学院）

　（29）「法律婚をこえた共同性とケアの実践
─事実婚と同棲の事例からみる家族の現在
─」（2014.5）
　代表：松木洋人（東京福祉大学）

　（30）「保育・教育方針からみた保育施設の
空間・環境の計画に関する研究」（2015.11）
　代表：定行まり子（日本女子大学）

　（31）「男性の育児参加を促進する要因─育
児休業取得者へのヒアリングから見えてく
ること─」（2016.5）
　代表：石井クンツ昌子（お茶の水女子大学
大学院）

　（32）「在宅家族介護者を支える地域介
護支援ネットワーク醸成に関する研究」
（2017.12）
　 代表：涌井智子（東京都健康長寿医療セン

ター研究所）

　（33）「子育ち・子育ての地域援助システム
の研究─ジェネラティビティに関するイン
タビュー調査から─」（2018.4）

　代表：加藤邦子（川口短期大学）

　（34）「北アフリカにおける福祉とコミュニ
ティ─チュニジアを中心に─」（2020.1）

　代表：岩﨑えり奈（上智大学）

　（35）「『はざま』を『あいだ』に組み換える—
想像力と配慮による当事者形成のプロセス
を考える—」（2021.6）牧野篤（東京大学）

 
　（36）「就学前施設の整備プロセスにおける
課題について」（2021.10）

　代表：小池孝子（東京家政学院大学）

　（37）「園における戸外・地域活用の実態と
意識に関する調査研究─コロナ前後の変化
に注目して─」（2022.5）

　代表：宮田まり子（白梅学園大学）

＊市販はいたしておりませんので、ご希望の
方は当財団へ直接お申し込みください（送
料実費）。

  



「調査研究報告書」　頒価 2,000 円
　（1）「浦安市舞浜地域開発の影響調査」
（1989.6）
　浦安地域環境研究会（代表：米林喜男）

★（2）「都市化と寿命に関する研究─東京都
と大阪府の比較を中心に─」（1989）
　保健医療社会学研究会（代表：園田恭一）

★（3）「高齢者居住施設の改善方策に関する
検討」（1992.8）
　林千代（淑徳短期大学）

★（4）「高齢者が快適に暮らせる社会施設の
条件の調査研究」（1992.11）
　商品科学研究所（代表：三枝佐枝子）

　（5）「日本人口の高齢化とその要因の変化
─国勢調査結果を中心として─」（1994.5）
　山口喜一（東京家政学院大学）

★（6）育児書内容の国際比較分析─日米英仏
中五ヶ国の育児観─（1994.6）
　代表：加藤恭子（上智大学）

★（7）「首都圏におけるマンションライフ─
その快適な住まい方を探る─」（1995.10）
　商品科学研究所（代表：藤原房子）

　（8）「『日本におけるハビタット学会』の経
過と『国際都市理論の展開』」（1996.3）
　磯村英一（日本ハビタット学会会長）

　（9）「戦時女高師卒業者のライフコース─
教育と戦争の影響を中心に─」（1996.3）
　湯沢雍彦（お茶の水女子大学）他

　（10）「シニア男性のカジュアルウェアの
調査研究─若く活動的に過ごすために─」
（1996.9）
　商品科学研究所（代表：藤原房子）

　（11）「中山道上州路の庶民信仰と地域社会」
（1996.9）
　代表：谷沢明（愛知淑徳大学）

　（12）「生涯スポーツの選好に関する研究─
コミュニティと運動文化およびライフコー

スにおける運動選択に関する調査研究報告
書─」（1996.10）

　代表：伊藤滋（㈱プレジャー研究所代表取
締役）

　（13）「第 2 回ハビタット会議レポート
（1996年6月 イスタンブール）」（1996.11）
　磯村英一編（日本ハビタット学会会長）

　（14）「アメリカにおけるエイジングに
ともなう諸問題─第一部　意識調査─」
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